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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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西風の皇子デイデイウス　登場人物紹介





ディディウス


酸の海で滅びたミュドラネ帝国の皇子。14歳。メイヴェーラと〈滅びの女神〉が身体に同居中。







メイヴェーラ


西風を司る、ワガママでお子サマな女神。昔、ディディウスの父親に想いを寄せていた。







ダークロア


自称世界一のオレ様魔法使い。ディディウスを弟子にして、何かと面倒（？）を見ている。







ミューシカ


年齢性別不詳の天空神。現在はディディウスらと共に旅をしている。猫かぶりだけど好戦的。







エイルセイル


ディディウスの命を狙う、霧を司る天空神。かつてはミューシカの上司でもあった。







〈滅びの女神〉


すべてを滅ぼす力を持つ女神。「私を打ち倒す者となれ」という契約をディディウスと結ぶ。
















序章　皇おう子じ







　その伝でん承しようは太陽に忘れられたところで生まれた。





　気がつくと、暗くら闇やみの中にひとり立っていた。


　自分の鼻先もわからない。星も月もない夜のようなものだ。


　そのことに気づいた途と端たん、胸に困こん惑わくと恐きよう怖ふが込み上げてくる。世界は真っ暗で、生なま臭ぐさく酸さん味みのある臭においに満みちている。足あし下もとも濡ぬれていて滑すべりやすい。


（ここ、どこ？）


　なんだか霧きりがかかったようにはっきりしない頭で、必死に考える。そもそも自分は誰だれだ？


　だが、その答えはすぐに出てきて、ほっとする。


（僕ぼくはディディウス。年は七つ）


　……年は七つ。


　その視し界かいに、突とつ然ぜん小さな灯ともし火びが飛び込んできた。それは心細くなるほど小さく、頼たよりない灯火だったが、闇に震ふるえていたディディウスの目には何より鮮あざやかに、力強く映うつった。


（……あれ？　変わった灯あかり）


　最初は蠟ろう燭そくの炎ほのおと思われたのだが、それにしては色が白過ぎるし、揺ゆらめいたり伸のび縮ちぢんだりもしない。ずっと安定した球きゆう形けいを保たもっている。


　やがて、その灯火は近づいてきて、その下にいる一人の男の姿も見分けられるようになった。


　とびきり綺き麗れいな、若い男だった。


　男はディディウスのそばで立ち止まり、ディディウスの華きや奢しやな肩かたに、どこからか取り出したマントをかけてくれた。


　それは闇色のマントだった。ただ一面の闇色が、滑なめらかな線を描えがいて肩から足の甲こうまで滑り降りる。マントがずり落ちないようにつけられた金色の飾かざり紐ひもは結むすばれず、たっぷりとした布と一いつ緒しよに平たいらな胸の横に垂たらされる。


　男は戸と惑まどうディディウスの前に跪ひざまずき、頭こうべを低く垂れて薄うすい唇くちびるを開いた。


「我が主あるじよ」


　澱よどんだ空気が震える。ディディウスは戸惑った。確かにディディウスは皇子だから、いつか主と呼ばれ臣しん下かを持つことになるだろう。だが、皇こう帝ていである父はまだ存ぞん命めいだったし、このような臣下を持った記き憶おくはディディウスにはない。


「……君は誰？」


「エイルセイルと申します。父上様の忠ちゆう実じつなる僕しもべにございます」


「父上はどこ……？」


「今は呪のろいにより囚とらわれており、動けません。わたくしが言こと伝づてをお預あずかりしてまいりました」


「言伝？」


「帝都に戻もどろう、と……」


「帝都へ」


　ディディウスの顔に笑えみが広がる。ここは暗くて寂さびしいから、帝都へ行くのならその方がいい。父上も待っている。


　だが、男の話の中には気になる言葉があった。


「……さっき、呪いと言ったね？」


「はい。お父上様は呪いにかけられており動けません。わたくしがお手伝いいたしますゆえ、一緒に父上様を……帝都の皆みな様さまをその呪いから解とき放はなちましょう」


　エイルセイルの目が、ディディウスを優やさしく捕らえる。ディディウスは自分の心のどこかで、霧きりが幾いく重えにも重ねられるのを感じた。だがすぐに、父に会いたい、帝都に戻りたいという思いがその違い和わ感かんをねじ伏ふせる。


「うん」


　素す直なおに頷うなずく──七歳のディディウスは、とてもとても素直に頷く。


　そのとき、突然周囲が激はげしく揺れ始めた。


　ごう、という音とともに、二人から数歩離はなれた壁かべが裂さける。海水が流れ込む。エイルセイルは立ち上がり、ディディウスの身体からだを自分の後ろに庇かばう。


　壁に空あいた亀き裂れつからは、海水と一緒に二つの人ひと影かげが流れ込んできた。


「ディディウス!?」


　怒ど鳴なったのは二つの人影のうちの一つ、背の高い方だ。短い黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみの男で、黒いマントもローブも、何もかも海水でぐっしょりと濡れている。その間も海水は流れ込み続け、床ゆかも壁も、痛みに打ち震えるように激しく揺れている。


　黒い男は、脇わきに一人の少女を抱かかえていた。ディディウスとよく似た、けれど年上と思われる十代のその少女は、何も言えずにディディウスを見つめている。


　ディディウスは黒い男と少女をちらりと見たが、知らない相手だったので、少し不ふ思し議ぎそうな顔をしただけだった。


　そして、消えた。


　濃のう厚こうな霧が突然現れ、ディディウスとエイルセイルの周まわりを取り巻いたかと思うと、彼らをこの暗い世界から明るい外の世界に運び去ってしまったのだ。


「ディ……ッ！」


　灯火の下に取り残され、少女の方がやっと金かな縛しばりが解けたように悲鳴を上げた。流れ込む海水から少女を守ろうと、黒い男が少女の身体を抱え上げる。


「ディディ！」


　少女は叫さけんだが、流れ込む海水の音がそれをかき消した。














一章　ディディが死んじゃった！







　神に捧ささげる歌声は、高い空に吸い込まれて消えていった。


　同時に、祈いのりのために立ち止まっていた人々はまたがやがやと動き出す。


　ミュドラネ帝国、副都アルバ＝ロンガ。


　板いた石いしを敷しき詰つめた参さん拝ぱい道どうの果てに聳そびえるのは、四角柱の白はく亜あの巨きよ塔とう、エトクス神しん殿でんだ。


　岬みさきの突とつ端たんに建てられた高こう層そうのエトクス神殿は、灯とう台だいの役やく割わりも果たす。エトクス神の光こう明みようを灯ともし、船を導みちびくのだ。白く輝かがやく石造りの神殿の屋上から漏もれ聞こえていた歌声は、エトクスのための奉ほう納のうの歌だ。


　もこもことした積つみ雲ぐもを浮うかべた青空と紺こん碧ぺきの海と鳴き交かわす海鳥たちを背景に、エトクス神殿は三年に一度の大たい祭さいの初日ということで、常つねならぬ賑にぎわいを見せていた。


「道どう中ちゆう守ってもらったお礼言おうと思っただけだったんだけどなあ」


　旅りよ装そうの少年──ディディウスがぽつりと呟つぶやく。


　エトクス神は海の天候の運うん行こうを司つかさどり、また海と陸を問とわず、旅人の守しゆ護ご者しやでもある。


　神殿の周囲は祭りのために集まった人々でごった返し、参拝道の両脇には市も出ている。人の集まるところには物も集まり、特に海運の守護を司るエトクス神は船乗りと商人に信しん者じやが多く、市には遠い海を越こえて運ばれてきた絹きぬや香こう木ぼくや真っ赤な珊さん瑚ご、宝石などが並ぶ。大声で、あるいは小声で、情報のやりとりをしている男たちの姿も頻ひん繁ぱんに目につく。


　ディディウスは、褐かつ色しよくに近い濃こい飴あめ色いろの肌はだと黄色い髪の持ち主だ。


　肌の色も彫ほりの深さもミュドラネ人らしいが、首の後ろでまとめられた長い髪は『男子は短髪』というミュドラネ人の習しゆう慣かんからは外れているし、丈たけの短いチュニカの上に羽は織おった若草色のマントも縁ふち飾かざりから西方のものとわかる。そのため、ディディウスは純じゆん粋すいなミュドラネ人ではなく、地方から流れてきた植民都市の人間と思われがちだ。


　が、ディディウスは生まれも育ちも帝都ミュドラネの、生きつ粋すいのミュドラネ人である。


「まさかこんなに混こんでるとはなあ」


　ディディウスはほぼ生まれて初めて人波に揉もまれて、疲つかれきった顔だ。


　その頭の中に、声が響ひびく。


　──すんごい人だねえ！


　こちらはディディウスとは対たい照しよう的てきに元気が良い。少女のような、舌足らずな口調だ。


　声の主の名は、メイヴェーラ。ゆえあって肉体を失い、魂たましいだけの状態になってしまったため、今はディディウスの肉体に居い候そうろう中で、彼の旅の連つれの一人だ。


　──こんなにたくさんの人間見たのすごい久しぶりー！　なんかわくわくするねっ！


（……あんまり）


　──あれ？　なんか元気ないけど大だい丈じよう夫ぶ？　ディディおなか空すいたの？


（いや、疲れてるだけ。……感覚共きよう有ゆうしてんだから何かわかんないか？）


　──あ、そういえば身体がなんかおかしい感じはするけど。


　のんびりしたメイヴェーラの言葉に、ディディウスは重おも々おもしいため息を一つもらす。


（…………鈍どん感かん）


　──ど……鈍感じゃないもんっ！　ディディがへなちょこなんでしょォ！


（違ちがう、おまえと違って繊せん細さいなだけだ）


　──何よぉっ！　ディディなんか自分の国のことなのに今日がお祭りの初日って忘れてたじゃないー！　それで人混みに入ってぶつくさ言っても自じ業ごう自じ得とくよっ！


　メイヴェーラにしては珍めずらしくまともな反はん論ろんで、ディディウスは「うっ」と言葉に詰まった。


（いや、でもアルバ＝ロンガは帝国の都市っていっても、俺のいた帝都からは結けつ構こう離れてて習慣もちょっと違うしっ）


　噓うそではない。ピュエラ半島のほぼ全ぜん域いきを支配するミュドラネ帝国の領土は広く、その南北を横断するには徒と歩ほで二カ月以上を要ようするだろう。


　──え、そうなの？


　メイヴェーラが乗ってきたので、ディディウスはこれ幸いと話を逸そらす。


（うん。ここは商業が盛さかんで、海運を司るエトクスの人気が高いんだ。帝国は広いからアルバ＝ロンガを副都ってことにして統とう治ちしてる。ここの人口は帝都に次ついで多いし、この辺りは土地も開けているから生産力が高くて、交こう易えきも盛さかんだ。帝国第二の都市だったんだけど──）


　そこで、ディディウスははたと気づいた。


　──けど？


　メイヴェーラがきょとんと、何の悪あく意いもなく聞き返してくる。


（……今は、帝国で一番の都市だと思う。商業だけじゃなくて、政治的にもここが中心だ）


　帝都ミュドラネが先の〈酸さんの海〉事件で滅ほろびたからだ。


　──あ……そっか。ディディ？　大丈夫？


（ん。なんでもない）


　ディディウスは、まだ百歩は先にある神殿への入り口と、そこから吐はき出されて、吸い込まれていく人々を眺ながめた。祭りは半月にも亘わたり、昨日は前夜祭、今日は一いつ般ぱん礼拝、明日以降は故こ事じに倣ならって仮か装そうした信者たちによる行列や、神殿内での密みつ儀ぎなどが予定されている。


　──ディディ。


（だから大丈夫だって……）


　──なんかさ、身動きできなくなってない？


　その通りだった。すでにディディウスは完全に人混みにはまって、戻るにも戻れない、進むにも進めなくなってしまった。


「あ」


　後ろから押された。


　踏ふん張る力のないディディウスは押されるままに、隅すみの方へとおいやられていく。どこにも自分の意志はない。メイヴェーラはディディウスの中でぼそりと呟く。


　──……ディディのへなちょこ。


「う、うるさいっ！」


　怒ど鳴なってはみたものの、ぎゅうぎゅうと押し流されていく現実は変わらなかった。







◇◆◇







　ディディウスはミュドラネ帝てい国こくの皇子だ。


　もしも二年余り前に、すべてを焼き尽つくす〈酸の海〉が帝国の南部、帝都ミュドラネを中心とした地域を襲おそったりしていなければ、きっと今も冬でも暖あたたかな帝都で、悠ゆう々ゆうと、けれど鬱うつ々うつとした日々を過ごしていただろう。


〈酸の海〉は出現から一年後に退しりぞいたが、帝都とそこに住まう人々は永遠に失われた。


　ディディウスも死ぬはずだったのだが、そこを助けてくれたのがメイヴェーラで、その代だい償しように彼女は肉体を失った。


　その後、ディディウスはある男に誘ゆう拐かいされ、帝国北西部に広がる〈四季の森〉というところで一年半もの間眠ねむらされた。目覚めたのは今から四カ月ばかり前のことで、そのときにはすでに〈酸の海〉は海の向こうに退いていたが、ディディウスは諸しよ事じ情じようから〈四季の森〉のそばに残り、ひと冬を越こした。


〈四季の森〉のある帝国北西部は植民都市が建てられてはいるものの、大おお方かたはミュドラネの文化の及およばない辺へん境きよう地域の一つだ。辺境での時間は、穏おだやかに、けれどディディウスが想像していたよりは速すみやかに過ぎていった。


　そして、雪が積つもり、紅こう葉ようし終えたばかりの世界が白しろ銀がね色いろに埋うめ尽つくされて、やがてそれもまた春の躍やく動どうによって黒い泥どろに汚よごれ、川が雪解け水に溢あふれるころ──


　春と一いつ緒しよに、その報しらせは空に溶とけ込むような青い峰みねを越えてやってきた。











　アルバ＝ロンガで人混みに苦労する、ひと月ほど前。





　ひと冬を過ごした小屋の前に広がる草原で、ディディウスは両手の指を絡からみ合わせ、ぼきぽきと鳴らした。顔にはどこか面めん倒どうくさそうな表情が浮かんでいるが、目だけは真しん剣けんである。その虹こう彩さいは、森に芽め吹ぶき始めた新緑よりもずっと濃い、真夏の太陽を浴あびた緑の色だ。


「いっせえので、で行くぞ？」


　ディディウスはそう言い、言われた方のメイヴェーラは元気良く返事をする。


　──うん、わかった！


　だがその声が聞こえるのはディディウスだけだ。


　ディディウスとメイヴェーラは、一つの身体からだに二つの魂たましい。身体を動かし言葉を発はつすることができるのは一度に一人だけで、今「表」に出ているのはディディウスの方だ。


　ちなみに、居い候そうろうのはずのメイヴェーラもしょっちゅう「表」に出てきてはディディウスから身体の支し配はい権けんを奪うばってしまう。喧けん嘩かは絶たえないが、相手に感情やら思考やらが筒つつ抜ぬけになってしまう割わりにはまあまあうまくやっている、とディディウスは思う。


　たぶん、要ようは『慣れ』だ。


「じゃ、行くぞ。いっせえ、のぉ……」


　ディディウスは言いながら、両手をゆっくりと胸の高さまで持ち上げる。


　握にぎられた拳こぶしの周りで、風が渦うずを巻き始める。大気が動く。張りつめる──


「で！」


　かけ声とともに、ディディウスは掌てのひらを開き、両手を一気に前に向かって突つき出した。


　渦を巻いていた風が、定さだめられた方向に走り抜ける。放はなたれた風は、冬を越こえた枯かれ草と新しく芽め吹ぶいた草を薙なぎ倒たおし、さらにはその先にいる小さな四人の老人たちの身体を青い空に吹き飛ばす。


「「「「おひょー」」」」


　綺き麗れいに声の揃そろった悲鳴を上げながら、小こ柄がらな──ディディウスの膝ひざくらいまでしかない老人たちは無重力状態をしばし味わい、すぐに草の間に落ちた。


「どうだったっ!?」


　ディディウスは落ちた一人に駆かけ寄って、息せき切って尋たずねた。丸っこい身体の老人は、ずれた赤いずきんで目が見えなくなって、おたおたと手を突き出して助けを求めてくる。ディディウスはそのずきんをきちんと戻してやって、出てきた赤ら顔に真っ白い鬚ひげという老人に、もう一度訊きいた。


「で、どうなの？　記き憶おく取り戻した？」


「う～ん……」


「〈滅ほろびの女め神がみ〉はどうやって封ふうじるんだ？　なあってば」


「むりだよ。やっぱりまだ思い出せない」


　老人は申し訳なさそうに言った。ディディウスはあからさまに肩かたを落とす。


「そっか……」


　座り込んでしまった少年に、吹き飛ばされていた老人たちがぱたぱたと駆け寄ってくる。


「こぞう、大だい丈じよう夫ぶだよ。他ほかに方法見つかるよ」


「そうそう、きっとなんとかなるってー」


　彼らは口々に言い、最後に元気よく声を揃そろえて言った。


「「「「元気出せ、こぞー！」」」」


　ついでに四つの掌てのひらで背中やら肩やら頭やらを叩たたかれる。ちょっと痛い。


「あ、ありがと」


　──元気出せこぞー。


　なぜかメイヴェーラにまでこぞう扱あつかいされて、ディディウスはちょっとムッとする。


（……おまえのような精神年ねん齢れいのやつにこぞう呼ばわりされたくないやい！）


　──ムム！　何よぉ、メイなんか本当はディディの何千倍も生きてるんだからねー。


　その言葉に噓うそはない。メイヴェーラは西風を司つかさどる女神であり、ディディウスの知らない長い時を生きてきた。それは、この小さな老人の姿をした四季の神々も同じだ。


　彼らは地上に生きる神々なのだ。


　神というのは世界の一部とともに生まれ、その運うん行こうを指先一つで操あやつる世界の支配者だ（たとえばメイヴェーラは西風とともに生まれ、西風を操ることができる）。


　ミュドラネでは地ち上じよう神しん・天てん空くう神しん・海かい界かい神しんなどとはっきり区別して信仰しているわけではないが、実際のところ、神々は三界に分かれ争っていたらしい。過去形なのは、今の地上には神々の軍団と呼べるものがないからだ。地上には神々の力の源みなもととなる木が根づかなかったため、時の移うつろいとともに地上の神々は力を失い、人間や獣けものと同どう化かしてしまったのだ。


　だが、一部の神々は自らの肉体を封印し、力を温おん存ぞんして長い時を越えて生き残ってきた。


　それは、創そう世せいの昔から存在し、地上のすべてを食くらい尽つくしてきた恐おそろしい〈滅びの女神〉と再び戦うためだった。〈滅びの女神〉は二万年前に地上の神々によって封印されたのだが、いつか封印を逃のがれ目覚めてしまう恐れがあったのだ。


　そして、今から数カ月前、その〈滅びの女神〉がついに目覚めた。


　ところがとある天空神の陰いん謀ぼうによって、それと同時に目覚めるはずの地上の神々はこのメイヴェーラたちの他はまだ目覚めていない。


　ディディウスが知りたいのは、その〈滅びの女神〉を再び封じる方法だ。だが女神を封じた地上の神々の記憶は〈霧きり〉によって隠かくされていて、いったいどのようにして女神を封じていたのかさっぱりわからない。


　ディディウスは風によってその霧を払はらい、神々の記憶を取り戻そうとしているのだ。


（で、帝国の皇子だったはずの俺おれが、どうしてわざわざ〈滅びの女神〉なんて物ぶつ騒そうなものを封じる方法を探しているかって言うと──）


「それで、こぞうの中の〈滅びの女神〉は、やっぱり何も言ってこないのかい？」


　四季の神々のうち、春の神がそう訊いた。最初は区別がつかなかったが、三カ月あまりを一緒に過ごしたディディウスには、一応それぞれ誰だれが誰かわかる。


　春の神は、一番せっかちで、鬚の先を三みつ編あみにしている。


「何も言ってこない。あれからずっと……もう三カ月だ」


　ディディウスはそう答えた。


　ディディウスの体内には、もう一人の居い候そうろうとして〈滅びの女神〉がいる。その証あかしが、右の手首についた蔦つた模も様ようの白い痣あざ。〈滅びの女神〉とは契けい約やくを結んだので、女神が今すぐ暴あばれてしまうことはないが、危険な存在であることは変わらない。いつか〈滅びの女神〉の問題をきちんと解決し、帝都に戻って都を立て直すというのが、ディディウスの目標だ。


　ちなみに神や妖よう精せいと契約を結ぶというのは魔ま法ほう使つかいのやり方で、ディディウスも冬の間に魔法使いの考え方や知ち識しきといったものを教えてもらってきた。


（でも今やらされてることと言えば長ったらしい伝でん承しようの暗あん唱しようやら植物学やら歴史学やらだもんなあ。たぶん長い目で見れば大切なことなんだろうけど、今すぐ〈滅びの女神〉をどうこうできるって知識じゃないんだよな）


　ディディウスは大の字に寝ね転ころがった。


　地面は湿しめっていて、冷たい。指先でもそもそと動くのは、春になって動き出した虫か何かだろう。鼻の頭を、小さな羽は虫むしがかすめていく。


　しばらくそうやって、青い空を横切っていく細い雲を眺ながめていた。


（メイの風だけじゃ神々の記憶にかかった霧は吹き飛ばせないのか……でも、前に四季の神々にかかってた霧の呪のろいは風で解とけたんだけどなあ……）


　冷たくて湿しめった臭においも、耳を打つ遠い雪解け水の流れる音も、帝都のものではない。帝都の春はもっと埃ほこりっぽくて忙せわしない。


（んー……………寝そう……）


　そのとき、風でも起こったのか、つんつんと尖とがった草が頰ほおをつついた。いつの間にか閉とじかけていた目を開けると、草に囲まれた視界に、中年女性の顔がにゅっと突き出てきた。


「こんにちは、ぼうや」


　にこにこと微笑ほほえむ、黒くろ髪かみの優やさしそうな女性だ。近くの村に住む女性で、ちょくちょくフィ──ディディウスが世話になっている羽はね妖よう精せい──の家に来てこまごまと面倒を見てくれる。


「あ、こんにちは、アミサさん」


　ディディウスも慌あわてて起き上がって挨あい拶さつした。アミサは太い腕うでに柳やなぎで編んだ大きな籠かごを抱かかえている。籠にかけられた白い布の下からは空腹を刺し激げきする良いい匂においが漂ただよってくるから、きっとまた何か作って持ってきてくれたのだろう。数年前に病気の一ひと人り娘むすめを助けてもらって以来、アミサはフィの家によくやってくるのだそうだ。


「うふふ、おなか減へってない？　おいしいものあるの。ああ、そうだ、あなた知ってる？」


　アミサはおしゃべり好きなのだ。村の話から、遠とお出でをしたときに植民都市で聞いた噂うわさ話ばなしまで、よくディディウスに話す。


「ほら、帝国の皇帝さんがね、焼ける水に襲おそわれて亡なくなられたっていう話があったでしょう。帝都と一いつ緒しよに死んでしまったっていう」


　ディディウスの顔が強こわばったことに、アミサは気づかなかった。彼女はディディウスが帝国の皇子で、帝都の生き残りだとは知らないのだ。村人は、ディディウスをミュドラネの貴族の子どもだけれど、事情があってフィのところに居候していると、フィやその弟子でしのダークロアから教えられている。


「でもね、この間主人がハラサザムの町に行ったでしょう、そのとき聞いた話ではね」


　ハラサザムというのは、村から一番近い植民都市だ。


「皇帝さんがね、生きてるんですって」


　冷たい風が吹ふき抜ぬけた。春の微睡まどろみをうち破やぶる風だった。





「おっさんどういうことだよ！」


　アミサよりも一足早く、ディディウスはフィの小屋の扉とびらを開いた。


　室内は暖かい。フィの弟子のダークロアが、部屋の北側に切られた囲い炉ろ裏りのそばで入り口に背を向けて座っている。


　突とつ然ぜん怒ど鳴なり込んできたディディウスに、ダークロアは不ふ機き嫌げんそうな顔を向ける。


「うるせえなあ、いきなりでかい声出すなよ。精神集中解とけたら最初からやり直しなんだって。あと、おっさんじゃなくておにーさんだと何度言ったらわかんの？」


　ダークロアは短い黒髪と黒い瞳ひとみの魔法使いで、頑がん健けんそうな身体からだに纏まとうのは烏からすの羽根を幾いく枚まいも重かさねたような黒いローブだ。愛あい嬌きようのある顔立ちでよく笑うが、怒おこると怖こわいし時には情なさけないような顔もするのだと、ディディウスはもう知っていた。


　ダークロアの手の中には大きな真っ白い布がある。その端はしは途と中ちゆうまで金の糸でかがられていたが、ダークロアは糸を引き抜き、乱暴に床ゆかに置いた。何かのまじないの品しならしい。


「で？　何がどうしたって……ありゃアミサさん、相変わらず美人ですね」


「じゃなくて！　皇帝が生きてるって！」


　ディディウスはダークロアの胸むな倉ぐらを摑つかんで詰つめ寄った。ダークロアはその必死の形ぎよう相そうに片方の眉まゆだけ僅わずかに動かしたが、すぐにディディウスの指を一本一本自分のローブから外し、小屋に入って目を丸くしているアミサに笑いかけた。


「や、どもども、中入っちゃってください。このばかはちょっと興こう奮ふんしてるだけだから。あ、師し匠しようね、今ちょっと出てるけどすぐ戻りますから」


　ディディウスは一度は振ふりほどかれた手でもう一度ダークロアのローブの裾すそを摑んだ。


「なあ！　どういうことなんだよ！」


「……とりあえず外出るぞ」


　アミサに挨あい拶さつをして、ダークロアはディディウスを押し出すように外に連れ出した。


　扉を開けて外に出て、裏うら手ての森に入った辺りで、ダークロアはやっと口を開いた。


「皇帝の話は、ただの噂」


「でも噂が流れるからには何かあったんじゃないのか!?　アミサさん、皇帝が東の方、アルバ＝ロンガの方にいるって、そういう話を聞いたって」


「だから噂だって言ってんでしょ。真しん偽ぎは確かめてないし」


「つうかやっぱりおっさん知ってたのかよ！」


　気まずそうに、ダークロアはちょっと視線を逸そらした。


「……まあ、一応」


　ディディウスは遠出をすることはあまりなかったが、ダークロアは冬の間もちょくちょく家を空あけていた。周辺の都市や村に行って、〈滅びの女神〉のことを調べていたのだそうだ。ならば当然植民都市に流れている噂も聞いていたはずだ。


　ダークロアが気がつくと、ディディウスは立ち止まっていた。肩を震ふるわせて、俯うつむいている。


（げ。泣いてる？）


　まさかと思ってちょっと慌あわてると、いきなりディディウスは顔を上げ、猛もう然ぜんと怒いかりだした。


「おっさんひでえよ！　黙だまってたのって、俺が飛び出したりするからなんだろ？　おっさんとかフィさんとかが止めても、がーって思いこんだら飛び出して噂確かめようとするって思ったからなんだろ！　それって俺全ぜん然ぜん信用されてないってことじゃないか！」


「だっ、違ちがうって。ただ、これはどう考えたってただの噂で、真実じゃないだろう。だから、おまえの気持ちを乱みだすのも問題かと、思って……」


　後半は言いづらそうに尻しり窄すぼみになった。気まずげに頭を搔かく。


　皇帝が生きている──それは噓うそだと、ディディウスもダークロアもわかっていた。


　焼けこげた皇帝の腕を、ディディウスが見たからだ。


　腕が黒こげで身体が無事というのは、考えづらい話だ。


「……皇帝生存がでたらめな噂だなんて、わかってる。でも、噓なら噓で一体どうしてそんな噂が流れたんだ？」


「うーん……不安定な時期にこそ、その手の噂は簡かん単たんに流れるもんなんだよね」


　ダークロアは、近くの木に、新しん芽めを潰つぶさないように寄りかかる。


「みんな希望にすがろうとするからさ。でも、今は酸の波も去って、状じよう況きようもやっと安定してきたところなんだよなあ」


　政治機き能のうの集中していた帝都が潰つぶれ、皇帝どころか多くの元げん老ろう院いん議ぎ員いんも死んだ。残された帝国北部は、副都アルバ＝ロンガの知ち事じを中心にまとまり、帝国はなんとか命めい脈みやくを保ってきた。


「副都の知事はよくやっているって評ひよう価かの高い男で、帝国もやっと持ち直しかけたところなわけだろ。皇帝生存なんて噂が出てきたら、折せつ角かくしっかりし始めた地じ盤ばんにヒビを入れるようなもので、良い方向には動かないだろうなあ。あるいはどこかのばかがそれを目的としてわざと噂を流したか……」


「……噂を流すって……意い図と的てきに？」


「そう。可能だろうね。流れやすそうな噂でもあるし」


「そんな！　いったい誰だれが……」


「さあ？　ミュドラネの外がい敵てきか……あるいはミュドラネによって滅ほろぼされた国の遺い臣しんってことも考えられるね。この機会を狙ねらって揺ゆさぶりをかけようとしているのかもしれない」


「遺臣？　最近あった戦争っていうと……五年前のエルクレイダくらいしか。でもあそこは王族はすべて処しよ刑けいされたし、家臣は家臣でこちらについて、忠ちゆう義ぎを尽つくそうなんて遺臣は……」


「エリン氏族は名声も誇ほこりもむだに高いからね、わかんないよ。どこにでも例外はいるし。でも、今回の場合、エルクレイダの攪かく乱らんよりも、ミュドラネの内部抗こう争そうって線の方が可能性高いんじゃないかな」


「内部……抗争？」


「そう、たとえば、皇帝存命と噂を流して、今指し揮きを執とっている副都知事から正せい統とう性せいを奪うばう。あるいは偽にせ皇帝を立てて、自分はその裏で政権奪だつ取しゆを狙う……」


「ばかな！　内部抗こう争そうなんてしてる暇ひまはないだろう！」


「でもそれが人間の性さがってやつだよ。危険の多いときこそ、意見の対立は表に出る。情じよう勢せいは簡単に静せいから動どうに傾かたむく。内乱なんてことにならなきゃいいけどね。そしたらエルクレイダみたいに内部から腐くさって──」


「やめろったら！」


　ディディウスの悲ひ痛つうな叫びに、ダークロアは自分が少々言い過ぎたことに気づく。


　ときどき忘れそうになるが、目の前の小こ柄がらな少年は、帝国の皇子なのだ。


「……悪かった。とにかく、信しん憑ぴよう性せいの低い噂だってことだよ」


　ディディウスはしばらく考えてから、やはり思い直したように言った。


「……でも、確かめた方がいいんじゃないか？」


「確かめるってどうやって」


「アルバ＝ロンガに行って確かめるんだ。偽物の皇帝なんていたら、許ゆるせない」


「……気持ちはわからんでもないよ。でも、こういう言い方は酷こくかもしれないけど、おまえにゃあもう関係ないことなんじゃないの？　おまえはもう皇子じゃないんだし、国を思ったってむくわれないぞ？」


「でも息子むすことして父の偽物なんて放ほうっておけるわけないだろっ」


「……あ」


　ダークロアはまたしても大事なことを忘れていた。ディディウスは確かに帝国の皇子だが、その前に一人の男の息子でもあったのだ。


　ディディウスは言いにくそうに、けれどきっぱりと言った。


「わ……わがままかもしれないけどっ、でも俺は放っておくなんてできないからなっ」


　それはそうだ。


　気づいてやるべきことに気づいてやれなかったダークロアは、内ない心しん頭を抱かかえた。


　ダークロアにとってディディウスというのはなんとも奇き妙みような存在だった。ダークロアは相あい棒ぼうを持ったことは数度あるが弟子でしを持ったことはないし、ディディウスが純じゆん然ぜんたる弟子だという認にん識しきもあまりない。契けい約やくの問題があるから魔ま法ほう使つかいとしての知識や考え方は教えているが、ディディウスが本ほん職しよくの魔法使いになるというのは現実的な選せん択たく肢しではないような気がする。


　ダークロアにとってのディディウスというのは、年の離はなれた弟とか、子どもとか、そういう感覚に近いかもしれない。勿もち論ろん近いだけであってそのものではないのだが。


〈滅びの女神〉の問題もあるし、ディディウスのことは色いろ々いろ気をつけて見ていようと思っていたのだが──早さつ速そくコレだ。


　ダークロアは言い訳をするように呟つぶやいた。


「アルバ＝ロンガねえ……まあ、〈滅びの女神〉についてもこの辺りで調べられることは一ひと通とおり調べたしな」


　収しゆう穫かくはたいしてなかった。


　それに、一つところにいつまでも留とどまっているのは危険が大きい。ディディウスの身を狙っている相手もいるのだ。


　そのとき、メイヴェーラが「あ」と変な声を上げた。


　──はぁい、メイねえ、エイルセイルに会ったよー。


　エイルセイルというのは、その「ディディウスの身を狙っている相手」だ。


「えっ！」


　──えっとね、春はる迎むかえの祭りのときだから、十日くらい前かな？　ディディは気失ってたから覚えてないだろうけどー。


「は………………早く言えー！」


　──言おうと思ってて忘れてたんだもん。


「なんだ？　どうかしたのか？」


　ダークロアにはディディウスの声しか聞こえないが、何かまずいことが起こっているらしいとわかって、顔は珍めずらしく厳きびしい。


「メイがエイルセイルに会ったって」


「何？　いつだ。何もされなかったか？　メイヴェーラ？」


　メイヴェーラと言いながら、ダークロアが摑つかむ肩はディディウスのものだ。ディディウスも少しは慣れたが、自分を見つめて自分でないものに語りかけられるのは、あまり気持ちのいいものではない。自分の存在を無む視しされたような気になる。


　──えっと……うん、別に何もされなかったけど。


「会ったのは十日前、春迎えの祭りのとき。何もなかったって」


　ディディウスは肩を摑むダークロアの手を払はらいのけながら答えた。ダークロアはひとまずほっとしたようで、そうか、とだけ呟いた。


　──えへ。心配してもらっちゃったー。


　メイヴェーラがまた嬉うれしそうに言うので、ディディウスはよけい気分が悪くなる。


　ダークロアがそれに気づいて、長身を屈かがめて顔を覗のぞき込んできた。


「……どうした。なんかむくれてんなあ」


「むくれてないっ」


「？　まあ……そうだな、実際問題、そろそろここを離れたほうがいいだろうな。元もと々もと冬の間だけってつもりだったし……」


　北西部では寒さが厳しい上に雪が積つもるから、冬に移動するのは辛つらい。帝国国内には軍隊の移動のための街かい道どうが整せい備びされているが、旅というものはただでさえ慣れない者には肉体的にきついもので、更さらに言うとディディウスはやや病弱な方だ。だがその雪ももう解けた。


　エイルセイルは最初からこちらの居場所くらいわかっていたはずだが、何か罠わなでも考えていたのだろうか、これまではディディウスに直接接せつ触しよくしてくることはなかった。だがこれからもそうとは限らない。万が一にも村人を巻き込むようなことがあってはならない。


「……アルバ＝ロンガに、行こう。頼たのむ、ダークロア」


　珍しく名前を呼ばれて、ダークロアはおやおやと心の中で微笑ほほえむ。


　一人で飛び出して行こうとはせずダークロアに同どう行こうを頼むのだから、少しは成長したのかもしれない。そう思って見ると、真しん剣けんな顔は三カ月ほどの間に少しだけ大人っぽくなっている。年の割に小こ柄がらだが、背も伸のびた。少年は少しずつ、けれど確実に成長し、まっすぐな視線に宿やどる意志の力は日々を過ごすうちに強くなる。


「……まあ、いいか」


　返事を聞いて、ディディウスはほっとしたように息を吐はいた。







◇◆◇







　そうして、雪解けの急流で橋が流されていたり早春ゆえに道が整備されていなかったり、季節外れの吹雪ふぶきで死にかけたりしながらも──


　ディディウスは連れとともにアルバ＝ロンガに辿たどり着き、人波にもまれているのだった。


　隅すみに押しやられながらもがいていると、メイヴェーラが話しかけてきた。


　──ねえ、ディディ、メイね、おなか減ったの。


　言われて気づいたが、近くの屋や台たいからは良いい匂においが漂ただよっている。昨夜神しん殿でんで生いけ贄にえに捧ささげられた牡お牛うしの肉が、各種の香こう辛しん料りようで味付けされて柔やわらかく煮にられ、参拝客らに振ふる舞まわれているのだ。振る舞い物は多た岐きに亘わたり、蜂はち蜜みつ入りの葡萄ぶどう酒しゆや山羊やぎのチーズと蜂蜜のケーキリブムなどもそこここで振る舞われている。料理の作り方も、香辛料も葡萄も、そして小麦すらも、エトクスの加か護ごを受けた船が海や川を渡って運んできたものだ。


（……おまえさ、一応女め神がみだろ？　なんだよ腹減り女神って。かっこ悪すぎ）


　──むー！　メイがおなか空すくのはディディの身体からだだからなの！　本当の身体なら、人間の食べ物なんて必要じゃないもんっ。おいしいものは好きだから食べるけど！


（………………結局食うのかよ）


　そこでふと、ディディウスはメイヴェーラが神であることを思い出した。


　……そう、神なのだ。エトクス神と同じく。


　このわがままで癇かん癪しやく持もちでそれは本当の身体はちょっと可愛かわいいかもしれないが、お子様な性格のメイヴェーラは、西風を司つかさどる女神様なのだ。


（で、でもエトクスは腹減り女神メイとは違うんだいっ、きっともっと理り知ち的てきで高こう尚しようでー……）


　ちなみに出がけにダークロアも誘さそったのだが、「めんどい」の一言で断ことわられた。


　魔法使いは、神への対応の仕方がミュドラネ人とは違うのだ。ミュドラネ人は神殿の他にも自宅に祭さい壇だんを設もうけて家を守護する神々を祀まつっているが、魔法使いたちは神の気まぐれに頼たよったり、心の安定のために祈いのったりすることはない。その代わり妖精と呼ばれる存在と契約を結び、その力を借りる。妖精たちは力比べではとても神には敵かなわないが、地上のあちこちにいて、魔法使いたちにとっては、遠いところに住む天空神や海界神、眠ったきり滅めつ多たに目覚めることのない地上神などよりも身近な存在なのだ（妖精は山や森や荒こう野やや畑に今もこっそり棲すんでいるし、昔──この半島にミュドラネの支配が及ぶよりも前──は、古い家に棲みついて、悪さをしたり反対に良いことをしたりしていたらしい）。


　そのとき、ディディウスはやっと人ひと混ごみを抜ぬけて参拝道の脇わきの杉すぎ林ばやしに出ることができた。


　息をつくところへ、声がかかる。


「ちょいと、ぼうや」


　嗄かれた声だ。顔を上げて左右を見回すが、特にこちらを見ている者はいない。


　おかしいな、と思って視線を前に戻すと、そこにいつの間にやら一人の老女がいた。


　腰こしを曲げていて、頭の位置はディディウスの肩かた辺あたりだが、渋しぶ色いろのフードの下から覗のぞく両の目はぎらぎらと輝かがやいている。皺しわの多い肌はだは抜けるように白く、染しみもない。


「ぼうや、ちょっと面おも白しろい顔してるねえ」


　ディディウスの腕を、女は白い、細い指で摑つかむ。その爪つめは鋭するどく尖とがっていて、皮ひ膚ふに当たった。


「何、おばあさ……」


「面白いねえ。覇は者しやの顔してるよ。なのに賢けん者じやの顔もしてる。ああでも今一番はっきり出ているのはねえ……」


　女は顔を近づけてくる。ディディウスは逃のがれようとするのだが、細い指は思った以上に力強く、振りほどけない。


　渋色のフードの下の瞳が、ぎらぎらと輝く──その目は金色だった。暁ぎよう暗あんを貫つらぬく黄金ではなくて、手て垢あかで汚よごれた金貨の色だ。


「闇やみ色いろだ。人とか国とか歴史とかの、一番深いところに転ころがってるやつさ。


　これは、誰かが死ぬよ」


　そこでディディウスはやっと女を振りほどくことができた。


　驚おどろきと怯おびえの綯ない交まぜになったその鼻先に、掌てのひらを上にした皺だらけの右手が突つき出される。


「はい、続きは見けん料りよういただくよ」


「…………………は？」


　女は先さき程ほどの空そら恐おそろしい雰ふん囲い気きもどこかにやって、さばさばと言った。


「ほら、続き知りたくないかい？　誰が死んじゃうんだろーとか、やだコワーイとか。不幸を避さけたきゃ見料払ってアタシの話を聞きなね」


「…………………金ないけど」


「何言ってんだい、ほら、その首に下げてるもんでもいいよぉ」


　女はディディウスの胸むな元もとを指した。


　指の先にあるのは、革かわ紐ひもによって首に下げられた指ゆび輪わだ。普ふ段だんはチュニカの中に隠かくしている指輪が、人ひと混ごみでもみ合ったせいだろう、外に出てしまっていたのだ。


「これはだめなんだ」


　慌あわてて元のようにしまい、服の上から指輪を握にぎり締しめて言い繕つくろう。


「その、父の形かた見みだから」


　事実だ。それは父の──皇こう帝ていの持つ指輪だ。だから見られてはまずいのだ。


「なんだい。他に金かね目めのものは……あまりなさそうだねえ。小こ綺ぎ麗れいにしてるから、いいとこの出でかと思ったけど」


　女はじろじろとディディウスを睨にらみ付けると、ふんと鼻を鳴らして去っていった。


（なんだったんだ。怖こわがらせて高い見料取ろうって商売なのかな。前にダークロアがそういう占うらない師しもいるって……メイ？）


　メイヴェーラはひどく悩なやんでいるようだ──色々なものが四し方ほう八はつ方ぽうから彼女を呼び、引っ張っているのだ。


　──あぁ、あの焼いたお肉もいいなあ。濃こい目のタレがおいしそう。あっ、何、あのお菓か子し、外はさくさくで中はふんわりなのっ!?　ナッツのお菓子もつやつやしてておいしそう！　あああああ、メイどれ食べようっ、迷っちゃうー、もう選べないよー！　えい、全部っ！


　全部じゃねえよ。ディディウスは呟つぶやいたが、結局腹がきつくなるまで食べ歩きをさせられた。











　ディディウスらは、ダークロアの知ち人じんという商人の屋や敷しきに泊とめてもらっている。


　後こう頭とう部ぶの薄うすくなり始めた中年の商人は、皇帝存命の噂うわさについてこう言った。


「ああ、そういう話があるねえ。噂の元はミドラって島だよ」


「ミドラ？」


　その名前に、ディディウスが反応する。


　ディディウスがエトクス神殿から商人の屋敷に戻ると、ダークロアと商人が中庭で歓かん談だんしていて、声をかけようとしたところでちょうど聞き覚えのある名前が出てきたのだ。


　柱ちゆう廊ろうを巡めぐらした長方形の中庭は、雨水を受ける小さな水すい盤ばんと花か壇だんのある、ミュドラネでは一いつ般ぱん的てきな造つくりだった。床ゆかに敷しき詰つめられた太陽を思わせる黄色と白のタイルは、水盤を中心に同どう心しん円えん状じように広がり、モザイク模様を描えがいている。


　そこに椅子いすを出して座っている商人とダークロアの中に、ディディウスも椅子を引っ張ってきて混じった。


「ミドラの島っていうと、ミュドラネ人の発はつ祥しようの地でしょう？」


　商人に向けての問いなので、言こと葉ば遣づかいも改あらためる。何しろ泊めてもらっている身なのだ。


「お、君も知っていたかい。そうだよ、ミドラはミュドラネの始まりの地。ミュドラネ人は、より広い大地へ、という神の託たく宣せんに従したがって、それまで住んでいたミドラの島を出たんだ」


　彼はディディウスを「ぼうず」とか「ぼうや」とか言わないので、ディディウスは彼のことが結けつ構こう好きだった。


「そしてミュドラネ人はこの半島にたどり着き、ミドラの島は今は無人島、のはずですよね」


「そう、そのはずだったんだけどね、船乗りたちの中に、難なん破ぱしてミドラの島に流れ着いた者たちがいてね、彼らがそこで皇帝を見たって言うんだ」


「……その目もく撃げき者しやに会えねーの？」


　ダークロアが身体を乗り出して尋たずねるが、商人は首を横に振る。


「いいや。今は航海中だからね。東海貿ぼう易えきの商船に乗っているやつらだから、半年かそこらは戻ってこないね」


　東海貿易は、アルバ＝ロンガをここまで発はつ展てんさせたものである。東海に浮かぶ数百と言われる島々や、東海の向こうの東方大陸との取引が、毎年莫ばく大だいな富とみを生む。


「うーん……ミドラの島にその後行ったやつはいるの？」


「いるよ。命知らずが噂を確かく認にんしようとね」


「で？」


「戻ってこなかったね、一人も。まあ、あの辺りは巨きよ魚ぎよの生せい息そく地ちだから何にやられたかはわからんけども。お上かみも調査隊を派は遣けんするかどうかで討とう論ろんしてるところだってさ」


　商人は天を仰あおいで、厄やく除よけのために彼の信しん仰こうする神の名を呟いた。そのとき──


「恐ろしいお話ですわねえ」


　中庭を囲かこむ柱の間から聞こえてきたのは、ちょっとむりのある男性の裏うら声ごえだ。


　商人の顔がパアッと明るくなる。


「おお、ミューシカさん！」


　彼は椅子を蹴け倒たおして立ち上がるなり、柱の間から姿を現あらわした長身の人物に向かって駆かけ出した。残されたダークロアとディディウスは、まただよ、とげんなりした顔をする。


　新あらたに現れた怪あやしげな声の持ち主は、ディディウスの三人目の旅の連れで、名をミューシカという。葡萄ぶどう酒しゆ色いろの長くまっすぐな髪は腰まで伸のびて、神秘的な長い睫まつげに縁ふち取どられた瞳も同色。真しん珠じゆ色の長いチュニカの上に着たマントも、唇くちびるも、やはり同じ色に染まっている。


　商人には身分を隠しているが、酒と音楽の神であり、天空神の一ひと柱はしらだ。


　ミューシカは、足あし下もとに跪ひざまずいた商人ににこりと微笑ほほえんだ。


「お世話になっております」


「いいえ！　あなたのような美しい方ならばいつでも歓かん迎げいです。今度は是ぜ非ひうるさい魔ま法ほう使つかいなど連れずにおひとりでいらっしゃってください！」


　商人はがばりと立ち上がり、ミューシカの手を取った。


　まあ、と言ってミューシカは恥はずかしそうに視線を逸そらし──無む論ろん、実際に恥ずかしがっているわけでは決してない──顔を僅わずかに伏ふせた。睫が邪じや魔まそうなほど長い。


「どうしましょう……ひとりでなんて」


　白い頰ほおに朱しゆが差す。ディディウスは、顔色まで好き勝手に変えられるのか？　と思ったが、商人はそうは思わなかったらしく、慌てて手を離はなした。


「あ、いやこれは失礼を。何も下した心ごころがあってのことでは。ただ、あなたの麗うるわしいお姿をあの邪魔者なしで拝はい見けんできればこれに勝まさる幸せはないと」


　邪魔者で悪かったな、とダークロアが呟くのがディディウスにも聞こえた。


「あら。こちらこそ勝手に勘かん違ちがいして、お恥はずかしい……いやですわね、はしたない女とお思いにならないでくださいましね」


　女？　とディディウスとダークロアは同時に呟いたが、それは勿もち論ろんミューシカにも商人にも聞こえていなかった。ミューシカは葡萄酒色の目を潤うるませて商人を見つめ、見つめられた商人は日差しにやられでもしたかのように、ぐらりとよろめいて言った。


「ああ本当にお美しい。まるで楽がく神しんの零こぼした葡萄酒から生まれたという、快楽と娯ご楽らくの神ムシャのように美しい！」


（…………すみません、それ本人です）


　ディディウスは少しだけ冷さめた目で商人を眺ながめ、心の中で謝あやまった。


　ディディウスだって最初に聞いたときは信じたくなかったのだが、ミュドラネで信仰されている快楽と娯楽の神ムシャは、このミューシカが元になっているらしいのだ。


　日々ミューシカの裏声・女言葉を聞いているディディウスとしては、ちょっと、というか、とても、というか、辛つらい。


　幸いディディウスはムシャの熱ねつ烈れつな信者ではなかったし、神しん殿でんにお参まいりに行ったこともないから（そもそも帝てい都とではさほど有名な神ではなくて神殿もなかった）ショックはさほどではない。だがこの商人の場合はどうなのだろう。アルバ＝ロンガはムシャ信仰も帝都より広まっている。ムシャがこんな声でこんな言葉遣づかいだと知ったら──


「ああ本当に神殿に飾かざってあるムシャ像よりも美しいくらいです。すばらしい！」


（……あんまりショックじゃないのかもしれない）


　商人は、ミューシカの声とか言葉とかに最初は驚おどろいたものの、すぐにその美しさしか目に入らなくなった。どこに重おもきを置くかは、まあ人によって違うということなのだろう。そういえばムシャ信者は狂きよう乱らんと情熱を旨むねとすると聞いたことがある気がする。


　ディディウスの頭の中に、ぽつりと少女の声が漏もれる。


　──メイもどこかで信仰されてるのかなあ？


（えっ、噓うそ!?）


　このわがまま・癇かん癪しやく持もち・お子さま女神がもしも万が一自分の知ってる神様だったりしたら、しかもそれがお祈いのりしたことのある神様だったりしたらどうしよう！　ディディウスはそう思ったが、メイヴェーラはあっさり言った。


　──あー。むりかな。二万年も眠ってたんだし。


　それはそれで、なんだか切せつない。


（……元気、出せよ）


　──うん？


（俺が、いるだろ。誰もおまえのこと信仰してなくても、俺がおまえのこと知ってるから）


　メイヴェーラが、くすりと笑う気け配はいがある。


（な、なんだよっ）


　──んーん。ディディは優やさしいねえ。


（べべべべべ別に俺はさっ）


　──うん。メイはディディとかダークロアとかミューシカとかフィとかがちゃんとメイがここにいるって知っていてくれるから、大丈夫だよ。そうだねえ、そういうふうに誰かに知っていてもらうって、生きてるって感じするよねえ。


　たくさん挙あがった名前の中の一つでしかないところが少し悲しいが、まあそれは仕方ない。


　──これからも、ちゃんとメイのこと覚えていてね。


（……覚えてるもくそもおまえみたいなやつどうやって忘れるんだよっ）


　──むー！　やつって何よやつって！　メイは可愛かわいい女神様なのにィ！


　そう、忘れるわけがない──このときは、そう思っていた。


　ミューシカが商人に手を引かれて、中庭に入ってきた。話題は噂うわさ話ばなしとミドラの島のことに戻り、話し合いの結果、ディディウスらはその噂の元であるミドラの島に行くことに決めた。


　商人はほとんどすがりつきそうな勢いきおいでミューシカに出発を遅おくらせるよう頼たのんだが、結局その二日後には船と船乗りを用意してくれた。











　よく晴れた朝、船は横おう帆はんに風を受けて海うな原ばらに出た。


　二本マストの中型商船だ。帆ほ桁げたから垂たれ、風を受けてピンと張はった横帆は四角く、主しゆ帆はんにはアルバ＝ロンガの紋もん章しようである星と、ミュドラネの紋章である太陽とが描えがかれている。舵かじ取とりは船せん尾びのオールで行う。


　あの商人が金を積んでくれたが、行方ゆくえ不明者が多く出ているミドラまで行ってくれる船乗りは、船を動かす必要最低限の人数しか集まらなかった。ちなみに商人は商人なので、勿もち論ろんただで金と船を出してくれたわけではない。ミドラ付近で難なん破ぱした船の中には彼の部下と彼の積つみ荷にもあった。それについての手がかりを得えること、もしくは可能ならば部下と積み荷を回収してくること、それが条件だった。


　ともあれ、船は白い波を切って進む。遮さえぎるものもなく甲かん板ぱんに降り注そそぐ陽光と、細かく色を変える海は、ディディウスにとっては親したしみの深いものだった。雪や黒々とした森よりは、ずっと身近だ。彼が十四年間を過ごした帝都は、逆三角形をしたピュエラ半島の、その南なん端たんにあったのだから。


　潮しお風かぜが髪をぱさぱさにしてしまう。陽光が肌を焦こがす。それすら嬉うれしくて、ディディウスは思わず頰を緩ゆるめる。海鳥が鳴く──ミュドラネの船は東海貿易でもあまり陸から離はなれず進む。島と島の間を移動する感じなのだ。


　風をうまく捕とらえられれば、ミドラの島はアルバ＝ロンガからおよそ三日ということだった。途と中ちゆう、夜は近くの島に寄って船を港に入れて休んだ。休きゆう息そくのためでもあるが、ミドラの島に関する情報を手に入れたかったからでもある。


　得られた情報は多くはない。ただ、新しい情報が一つあった。


　ミドラには、帝都があるというのだ。


　ディディウスの知るミュドラネ帝国の帝都ミュドラネは現在復ふつ興こう中で、ピュエラ半島の南端にあり、アルバ＝ロンガからは陸りく路ろで二カ月弱かかる。ミドラはミュドラネ発はつ祥しようの地だが、今は無人島に過ぎないはずだ。


　そのミドラに、壮そう麗れいな神殿や広場、浴よく場じよう、大小の家まで揃そろった大都市があったというのだ。そしてそれは、目もく撃げき者しやの中で一度帝都を訪おとずれたことのある者が語るには、非常に帝都ミュドラネに似ていたとも。


　ミドラで、何かが起こっている。


　誰かの流した無責任な噂という可能性もまだないわけではないが、それにしては行方不明者といい、帝都といい、謎なぞが多過ぎる。


　そして、アルバ＝ロンガを出て、三日目、昼。


　ミドラの島を目もく前ぜんにして、突とつ如じよ、真っ白い霧きりが船体を包み込んだ。


　徐じよ々じよに霧が濃こくなるとか、霧の中に入り込んでしまったとか、そういう感じではない。


　いきなり濃い霧が出た。


　ディディウスはそのとき甲板に出ていた。霧はディディウスの身体からだを覆おおい、視界を覆う。


「き、り……」


　思い当たることは一つしかない。


　霧を司つかさどる者。見えざるものを司る者。


　天空神、エイルセイルだ。


　ディディウスは周囲を見回した。だが船の周りは一面真っ白、空と海の区別もつかない。当然、先さき程ほどまで見えていたミドラの島しま影かげも見えない。


　船乗りたちは帆ほを畳たたみ始めた。霧が晴れるまで待たねば危険だ。すでに島に近づいている以上、どこで岩がん礁しように乗り上げてしまうかわからない。


　波の音と船乗りたちの作業する音と声とが、闇やみのように濃い霧の中に重く鈍にぶく響ひびく。


「ダークロア、ミューシカ？」


　すぐ隣となりにはダークロアがいたが、厳きびしい顔で霧の一点を見つめ、何か呟つぶやいている。と、霧の中に小さな光が灯ともりかけるが、すぐに消えてしまう。ダークロアは舌打ちする。


「くそ。やっぱり妖精は呼び出せないか。そうだ、風起こしたら……いや、船がどこに流されるかわかんねえからだめだな。岩礁に乗り上げたらおしまいだ」


　──ディディ。


　メイヴェーラの張りつめた声に、ディディウスも緊きん張ちようを強める。


　──何か、この霧……普ふ通つうじゃないよ。


「それはそうだろう。霧って言えばエイルセイルの司るもので……」


　──それだけじゃないの。何か、違う。そう、『重い』の。


「どういう意味……」


　そう訊ききかけたとき。


　船が、ぐらりと傾かしいだ。


　ディディウスやダークロアの立っている方、右う舷げんへ船体が傾かたむいたのだ。まるでそちらにだけいきなり重いものを載のせたかのようだ。ディディウスは咄とつ嗟さに船ふな縁べりに摑つかまって持ちこたえるが、その腕うでが、誰かの手に摑まれて海の方へと引っ張られた。


「え」


　誰が、と思って見るが、腕を摑む手などない。ただ、霧が──


　一ひと際きわ濃い霧が、重くまとわりついている。


「なんだこれっ!?」


　ディディウスは悲ひ鳴めいじみた声を上げたが、ダークロアがそれに気づいて身体を支えるよりも早く、小こ柄がらな身体は霧の手によって海中に引きずり込まれてしまった。


「ディ……」


　派手な水音がするが、覗のぞき込んでも少年の黄色い頭は見えない。溺おぼれて暴あばれる手も見えない。ディディウスは泳げたはずだ。それなのに浮かんでもこない。


「ディディウス!?」


「ダークロアさん、わたくしが！　島で会いましょう！」


　身体を乗り出すダークロアを止めて、葡萄ぶどう酒しゆ色いろの影が素す早ぱやく海中に飛び込む。小さな水音のあとに、浮き上がってくる者はやはりいない。幾いくら待ってもそれは変わらない。


　結局のところ、ダークロアは人ならぬミューシカの言葉を信じるしかないのだ。


　同時に、霧は急速に晴れ始める。ダークロアは驚おどろく船乗りたちに、すぐにミドラの島に向かってくれと怒ど鳴なった。


　ミドラの島は近づく。もう霧は出ない。


　心の中で、ダークロアは彼らの無事を祈いのった。







◇◆◇







　メイヴェーラは薄うすく瞼まぶたを開いた。


　さわさわと、葉が風に吹ふかれて擦こすれる音が聞こえる。波の音は静かに身体を揺ゆすぶる。


　白い光が、視界に溢あふれる。


（ああ──気持ちいい）


　ディディウスならばそうは思わなかったかもしれない。服は海水を吸って重く、口の中は塩しお辛からい。けれど長らくこのような肉体を失っていたメイヴェーラには、頰ほおにこびりついた塩混じりの砂すら愛いとおしい。


（あれ？）


　突然、メイヴェーラはぱっちりと目を開けた。


　起き上がって、首を振ふって見回す。


　そこは、岩だらけの海岸だった。メイヴェーラが寝ていたのは、波のかからない岩の上だ。おそらくは満まん潮ちようのときに岩の上に投げ出されたのだろうが──


「ディディ？」


　体内に呼びかけるが、返事はない。


「あれ？　寝てるのかな」


　とりあえず立ち上がって、怪け我がなどないか調べてみる。


　黄色い髪は結んでいた紐ひもも取れて肩にかかっている。海水でばっさばさだ。肌には塩がこびりつき、ひりひりと痛い。若草色のマントはところどころ破やぶけている。


「あー、折せつ角かくダークロアにもらったのにぃ」


　ぶう、と頰を膨ふくらませる。


　傷は腕と足をすりむいたくらいだが、塩のせいで痛い。動物のようにぺろぺろと舐なめて、塩気を拭ぬぐう。


「ミューシカ？　ダークロア？」


　呼びかけるが、返事はない。


　海の反対側は鬱うつ蒼そうとした森になっている。ぎゃあぎゃあと鳥が鳴き交かわして飛んでいく。岩いわ場ばも海鳥の糞ふんで白い。


（ディディ早く起きないかな～……あれ？　でもこの感じなんか変な……）


　今まで、ディディウスが寝ていたり気を失ったりしているときでも、どこかにディディウスの存在を感じた。夢を見ている気配が伝わってきたりしたのだ。だが今は、それすらもない。


　人には、魂たましいというものがある。肉体と魂が重なって、人は生きていると言える。それは他の動植物も同じだ。


　その魂が、ない。


　メイヴェーラは一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になった。


　ディディウスの魂が、どこにもない。


　息を吸い、絶ぜつ叫きようした。


「ディディッ!?」


（そんな。だって約束したのに）


　メイヴェーラはひどく混乱した。いない。いない。どこにもいない。


　思わず石をひっくり返してみるが、多た足そくの虫が出てきただけで、勿もち論ろんディディウスの魂はない。当たり前だ、そんなところにあるはずがない。


　いなくなってしまった。


（約束したのに。ディディを守るって）


　それはディディウスがこの世に生を受けたときから続く、大切な約束なのだ。絶対に破ってはならない、大切な人と交わした、大切な約束なのだ。


　恐きよう慌こう状態に陥おちいったメイヴェーラの周囲で、ぱら、と砂や小石が巻き上がる。干ひからびた海草が岩いわ肌はだから離れる。感情の爆ばく発はつが風を起こそうとする。だがそのとき。


「メイヴェーラ！」


　声とともに、腕を摑まれる。メイヴェーラはいつの間にか濡ぬれていた瞳で声の主を見上げ、黒髪の魔法使いの姿を認みとめる。風が止やみ、乱れた黄色い髪が飴あめ色いろの額ひたいにはらりとかかる。


「捜さがしたぞ。見つかって良かった……メイヴェーラ？」


「ど……どうしよう」


「どうしたんだ？　ディディウスがどうかしたのか？」


　メイヴェーラの掠かすれる声に、ダークロアは不安を募つのらせる。


　そして歪ゆがんだ口から出た次の言葉に、ダークロアは一瞬呼吸を止めた。





「ディディが死んじゃった！」





　ダークロアはメイヴェーラの顔を見つめたまま固かたまった。


　しばらく経たってから、ぎこちなく言う。


「ちょ──ちょっと待て、メイヴェーラ、冷れい静せいになれ。な？　死んじゃったはないだろう、死んじゃったは。前みたく奥の方で寝てるだけじゃないのか？」


「違うもん！」


　ぶんぶんと頭を振る。普ふ段だんは可愛かわいらしいしぐさだが、今はひどく残ざん酷こくなものに映うつる。


「いやでもほら、脈とかあるし。生きてるじゃねえか」


「それは身体からだだけっ、ディディの魂がどこにもないの！」


「え？　えええええ？　いや待て、おいほんとに待てっ、なんじゃそりゃ！」


「うわーん、でぃでぃー！」


　ついにメイヴェーラが泣き出した。ダークロアは滝たきのように流れる涙を拭ぬぐうことも忘れ、呆ぼう然ぜんと、本当に呆然と、黄色い髪を見つめていた。


　だがそのとき不意に、メイヴェーラの右手首にある蔦つたの模様を描えがく白い痣あざから、乳白色の煙けむりが噴ふき出した。


「きゃん!?」


　メイヴェーラは驚きのあまり涙も引っ込める。


　煙はダークロアとメイヴェーラの間にわだかまり、小さな乳白色の蛇へびの姿をとる。


「〈滅ほろびの女め神がみ〉……!?」


　ダークロアが杖つえを握にぎり締しめ、メイヴェーラを後方に庇かばって身み構がまえる。


〈滅びの女神〉は幾つもの形けい態たいをとると言われているが、ディディウスが目にしたのはこの白い蛇だと、ダークロアは聞いていた。


　四カ月ぶりの登場である。


　蛇は鎌かま首くびをもたげて、ダークロアとメイヴェーラを見み据すえ口を開く。


『うるさい、慌あわてるな！』


　口中から覗のぞくのは真っ赤な舌ではなくて、虚こ空くうに繫つながる闇やみだ。


　叱しかられてしまって、ダークロアは言葉を失い、メイヴェーラは柳りゆう眉びを吊つり上げた。


「何よぉっ、いきなり現れたと思ったらそれ！　いいもん、うるさいならもっとうるさくしてやるもんっ！　それがいやならどっか行っちゃいなさいよ、メイはあんたなんか大だいッ嫌きらい！」


　凄すさまじい剣けん幕まくでまくし立て、さらに蛇を摑つかもうと手を伸のばすが、その腕はダークロアが摑んで止める。〈滅びの女神〉は生物の体内に入り込んで、その魂をすするのだ。無む闇やみに触ふれるなどさせられない。


「あ。まさか……あんたが食ったんじゃないでしょうね、ディディの魂！」


　さらに手足をばたつかせて暴れるメイヴェーラを、ダークロアが後ろから抱かかえ込む。身長差があるのでメイヴェーラの足は地につかない。


『違う。やつとは契けい約やくを結んでいる。やつに契約を果たす意志と可能性がある限りは、私はやつを食わぬ。やつはさらわれた』


「あんたの言うことなんか信じられるわけないでしょこの……って、何？　今何か言った？」


　振り上げられた握にぎり拳こぶしが、振り下ろす場所を見失って空中を彷徨さまよう。ダークロアもおとなしくなったメイヴェーラを地面に下ろした。


「なんだと？　さらわれたってどういうことだ？」


『そのままだ。やつの魂は、海中であの霧きりの神にさらわれた』


「「今どこ!?」」


　ダークロアとメイヴェーラが同時に同じことを訊きいた。


〈滅びの女神〉は、黙だまって頭を後方に向けた。


　そこには、広大な海うな原ばらが広がっていた。














二章　帝都に戻りましょう、我わが主あるじ







　時は、ディディウスが海中に転落したところまで遡さかのぼる。





　ディディウスの視界は一面の真っ白い空気の粒つぶに包つつまれた。落ちた、と理解した瞬しゆん間かんに水上に上がろうと明るい方を目め指ざすのだが、春の海はやはり冷たく、手足の動きは鈍にぶい。水を吸った衣服は身体にまとわりつき、泳ぎを邪じや魔まする。


　邪魔しているのは、服だけではない。海中に入ってはっきりとその姿を現あらわした白い腕が、ディディウスの身体を背中から抱だきかかえ、動きを封ふうじ込めているのだ。


　ディディウスは身体を捻ひねってその束そく縛ばくから逃のがれようとするが、腕の持ち主は力を緩ゆるめてはくれない。手足を無闇に振ふり回すと、指先が癖くせのない銀ぎん髪ぱつに触れた。


　この髪を、知っている。


　首を捻ると、美しい、石せつ膏こう像ぞうのような白い顔が、目と鼻の先にあった。


（エイルセイル……！）


　彼はにこりと微笑ほほえんだ。優やさしそうな笑えみなのに、灰色の目だけは海かい霧むのようにひどくぼんやりしていて、そのせいで何か空そら恐おそろしいものを感じさせた。


　かつてエイルセイルは一人の人間の少女を愛し、失った。彼は彼女の死後も彼女の魂が転てん生せいするたびにその生まれ変わりに彼女の面おも影かげを求め続けてきたが、それらはいつも結局彼女そのものではなかった。だから彼はそれらを「彼女の偽にせ物もの」と見なして殺してきた。


　そして、あるとき彼は彼女を見み出いだすことを諦あきらめた。彼は彼女と永遠の別れをするために〈滅びの女神〉を目覚めさせ、何度目かの彼女の生まれ変わりであるディディウスにとりつかせた。〈滅びの女神〉に食われた者は、他者の記き憶おくからすらも忘れ去られるから。だが、今彼がディディウスにこだわるのは、単に彼女の生まれ変わりだからというだけのことではないらしい。


　エイルセイルの手がディディウスの顔の上を覆おおい、ディディウスは最後に大きな空気の塊かたまりを吐はいて、意識を失った。


　力を失った身体が浮うかんでしまわないように左腕で抱き留とめて、エイルセイルは右腕を振って霧の鎌かまを造り出す。農作業で使う鎌よりもずいぶん大きく、普ふ通つうの鎌なら内側についている刃はが、外側についている奇き妙みようなものだ。


　エイルセイルは天空の神々をまとめる天てん王おうのかつての副ふく官かん、霧の神である。天空は父の腕にたとえられ、生命を与あたえ、奪うばう力がある。鎌もまた、命を収しゆう穫かくするものだ。


　そのとき、海中に躍おどり込んできた人物が、もう一人。


　葡萄ぶどう酒しゆ色いろの髪と衣ころもを引きずって、ミューシカがエイルセイルの方に突つっ込んでくる。エイルセイルはそれを無視し、ディディウスの喉のどに鎌の刃をあてがい、それを横に引いた。


　だが、少年の喉から血が流れることはない。


　血の代わりに、切られた喉からは真っ白い光が漏もれ、その光は体外に流れ出て、やがて球形をとって宙ちゆうに浮く。


　それでもミューシカは速度を緩ゆるめなかったが、エイルセイルがディディウスの身体から手を離すのを見て、速度を落としディディウスの身体を抱き留めた。


　手早く肌はだに触れる。脈みやくはあるし、首にも傷きず跡あとらしきものはない。


　では、エイルセイルの元にある光はなんなのだ？


（……そうかっ）


　エイルセイルの笑みを見て、ミューシカは理解した。


　ディディウスの肉体には自分の髪を数本巻き付けて放はなし、海上に逃れられるようにしておいて、自分はすぐさま下か降こうして、エイルセイルに体当たりする。


　エイルセイルは突き飛ばされ、ミューシカはその隙すきに光の球──エイルセイルがディディウスの肉体から切り離した魂たましいを摑もうとする。


　だが、手はすり抜ぬける。


　神といえど、直接に死を司つかさどる者でなければ魂に触れるのは難むずかしい。さりとてこのままではすぐにでも死者の行く海界に引きずりこまれてしまう。


　舌打ちして、改あらためて手を魂に突っ込み、念ねんじる。


（わたくしの中に来てくださいまし。お願い）


　思いが通じたのか、よりどころとなる器うつわを探していたのか、ディディウスの魂は一時明めい滅めつして、ミューシカの手の中に吸い込まれていく。ディディウスの魂を体内に匿かくまいほっとするのもつかの間ま、ミューシカの目の前に鎌があった。


　上体を反らして避よけるが、水中ゆえに動きが制せい限げんされて、葡萄酒色の髪が一ひと束たば散る。


　エイルセイルはもう一いち撃げき喰くらわそうと鎌を振り上げる。ミューシカはたった今切られた髪をその鎌に絡からませ動きを封ふうじるが、エイルセイルはそれすら一瞬で切り裂さく。ミューシカは逃れようと背を向け──


　そのとき、水が動いた。


　周囲を満みたす水に大きなうねりが起こり、ミューシカは何か大きなものが近づいているのを知った。


　振り向いて、『それ』がなんであるのか確かく認にんしたときには、すでに避けようのない距きよ離りまで迫せまっていた。


　がばりと開いた赤い虚きよ無む。脈打つ血けつ管かん。みっちりと何列にもなって生はえた鋭するどい牙きば。


　巨きよ大だい魚ぎよの真っ赤な口中に、ミューシカは吸い込まれた。





　そして、現在。





　ミューシカは巨魚の体内、柔やわらかな肉の壁かべで囲まれた、隧ずい道どう状の空間を駆かけ回っていた。


　エイルセイルから逃にげているのだ。ディディウスの魂を身体からだに抱えている以上、むりして戦い、負けてしまっては、ディディウスを危険にさらしてしまうことになる。ここは逃げの一いつ手てだ。


　髪もマントもチュニカも濡ぬれてはいない。幾いくら海水がミューシカの管かん轄かつではないとはいえ、ただの水ならば弾はじく程度のことはできる。


　濡れていないので、衣ころもの裾すそは軽かろやかに舞まう。チュニカを割わって、素す足あしが膝ひざの上まで覗のぞく。足首の銀の鈴すずはしゃんしゃんしゃんと美しくも騒さわがしい。


　灯あかりは必要ない。闇やみを見通す目は持っている。


　背後にはエイルセイルが迫せまっている気配、足の裏にはサンダル越ごしに熱い、肉のうごめく感かん触しよくがある。床ゆかは壁同様ぶよぶよと柔らかく、しかも濡れているので走りにくい。


　ミューシカの体内で、ディディウスの魂は微睡まどろんでいる。


（……わたくしってどうしてこんなことしているのでしょうか）


　胸にぽっかりと浮かぶのはそんな問いだ。


　ミューシカは天空神であり、天空からエイルセイルを討うてという命めいを受けている。エイルセイルは己おのれの目的のために地上を滅ほろぼそうとしており、この行こう為いを決して許ゆるしてはならない。


　と、言われてはいる。


（でも、天空は本当にエイルセイルを討つつもりがあるのでしょうか）


　ミューシカは元もと々もとエイルセイルの部下である。ミューシカがエイルセイルに刃は向むかったのは、過あやまちを犯おかし続けるエイルセイルを止めるためであり、天王の右腕でもあったエイルセイルと戦うためである。


　ミューシカ自身は勿もち論ろん負けるつもりはないが、ミューシカがエイルセイルに勝てると考えているのだとしたら、天空も天王もずいぶん甘あまいと言えよう。何しろ相手は戦いくさ神がみではないとはいえ、ミューシカよりよほど高こう位いの神である。


　ともあれ、ミューシカに課かされた任にん務むはエイルセイルの討とう伐ばつであって、ディディウスの守しゆ護ごではない。そういうのはダークロア辺りに任まかせておけばよいのだ。


　だが、今現在ミューシカがしていることと言えば……


（わたくしったら、どうしてこの子助けているのでしょう）


　走りながら考えるが、やはり理由らしいものは一つしか思い浮かばない。


　気に入っているのだ、この皇おう子じを。


（まー、確かにちっこくて一いつ生しよう懸けん命めいで可愛かわいくて、良い子なんですけどー。でも恋れん愛あい対象にはちょっと若すぎますわよねえ）


　ミューシカは天空神の中では人間に興きよう味みを持っている方だが、それでも人間のために自分の任務を後回しにするなどしたことはない。


　あどけない、そのくせきかん気の強い顔を思い出し、仕方ないかと諦あきらめる。


（逃げおおせたら、貸かしにしておきましょうっと）


　誰だれかのために命を張はることは、理り性せいではないのだろう。人間と触ふれ合うことは割合面おも白しろい、と思う。驚おどろかされることも多い。確実に自分より先に相手の命が尽つきてしまうのは悲しいが、彼らはその中で精せい一いつ杯ぱいに生きている。はかない命ではなく、とても力強い命なのだ。


　エイルセイルも、そのように感じたのだろうか。


　ミューシカはふと思う。


　エイルセイルは、人間の少女と出会い、失うことで、狂きよう気きと絶望の迷めい宮きゆうに足を踏ふみ入れた。


　その彼に、あなたの愛した少女は確かに一生懸命生きたのだと、だからあなたも堂どう々どう巡めぐりの迷宮から逃のがれてくださいと、そう言ったらどういう反応が返ってくるだろう。


（ディディウスさんに影えい響きようされてわたくしまで甘くなってしまいそうですわ）


　ミューシカが何を言ってもエイルセイルの反応は決まっている──だからどうしたの？　とかその辺だ。ミューシカは言葉で彼を止められるとは思っていない。


　とっくの昔に、そんな時期は過ぎたのだ。ミューシカはそう思っている。





　エイルセイルは考える。


　肉体がないということは自分が世界から切り離されたということだ。


　手を伸のばそうとしても手がない。ものを摑つかもうとしても指がない。


　喋しやべろうとしても口がない。見ようとしても目がない。考えようとしても頭がない。


　ディディウスは肉体から引っ張り出されて、魂だけの剝むき出しの状態にされてしまったのだ。


　神ならば意識を保たもてもしようが、人間に過ぎないディディウスには、何もない。


　思考もなく感覚もなく、ただ、そこにあるだけ。


　だから、外部からの操そう作さで幾らでも変化する。ミューシカの体内に入り込んだように。


（そう。たとえばこんなふうに）


　くすりとエイルセイルは微笑ほほえみ、ミューシカの体内に匿かくまわれた魂に、霧きりを通して念を送る。


　霧はあらゆるところに入り込むのだ。もちろんミューシカの体内にも。





　ミューシカは腹ふく部ぶに違い和わ感かんを覚え、立ち止まった。


　同時に、腹がいきなり光を発する。


「!?」


　光に切り裂かれるように、服まで裂ける。なのに血の一いつ滴てきも流れず、ただ光だけが噴ふん水すいのようにぱあっと噴ふき出し、周囲を照てらす。光は二色あった。白と、赤みの強い葡萄ぶどう酒しゆ色いろだ。


　ミューシカは膝ひざをつく──光量が強まるとともに、身体から力が抜けていくのだ。


　まるで、光に命を吸われているようだ。


　腹から出た光は目の前の暗闇にこごり、やがて一いつ定ていの色と形を取り始める。


　きらきら煌きらめく光の中で、まず白く細長いものが生まれた。それに張りつくようにピンク色のものが寄り集まり、さらに細い管くだのようなものが何本も螺ら旋せんを描えがいてそのピンク色の中に吸い込まれていって……


　ミューシカは膝だけでなく、片手をついた。


　その目の前で、白と葡萄酒色の光は混じり合い、真っ白い骨に、ピンク色の肉になり、一つの身体を形作っていく。そう、二色の光は溶け合い、ひとりの少年を作っているのだ。


　ミューシカの混こん乱らんは深まるばかりだ。この光はなんだ？　この少年は？


（……あ、そうか）


　ミューシカはふと気づいた。この白い光は見覚えがある。これは人間の魂たましいの色だ。


　そして、葡萄酒色の方は──





　自分の血ち肉にくが変へんじた命の輝かがやきだ。





（…………え？）


　つまりミューシカから奪うばった血肉で、少年の肉体が形作られているのだ。


　ひく、とミューシカの顔が強こわばる。現象を止とどめようにも、身体は痺しびれてしまって動かない。あらゆる感覚が意識の外に遠ざかる。自分が膝をついていることすら忘れてしまう。


　光の中から、綺き麗れいな弧こを描く背中が現れる。皮ひ膚ふは褐かつ色しよくに近い濃こい飴あめ色いろ。周囲を取り巻いていた光は徐じよ々じよに薄うすれていく。ミューシカの腹部からの光の流出も止まる。


　そしてついに少年は全身を現し、べたりと地に這はいつくばる。光は消え、人の目には見通せない闇が訪おとずれ、ミューシカの意識にも闇が忍しのび寄る。


　ミューシカは肩かたから俯うつぶせに倒たおれた。見上げると、少年はミューシカに背を向けて立ち上がったところだった。彼はミューシカの肉から生まれたのだ。ということは──


（……わあ、こんな大きな子ども産うんじゃった……？）


　それは違ちがうだろ、と自分で突つっ込み──


　ミューシカは気絶した。







◇◆◇







　少年は、ただぼんやりと、肌にまとわりつく闇の中に立っていた。


　不ふ意いに、その闇の中に一つの灯ともし火びが現れる。横から照てらされて、少年は振り向く。一いつ糸し纏まとわぬ身体からだが、硬こう質しつな白色光の中に浮かび上がる。陰いん影えいの少ない身体からだは細く、頼たよりない──まだ十歳にもなっていない。


　森の緑を映す瞳ひとみが、闇を照らす灯火を見つめる。そしてその横に立つ一人の男を。


　男はゆっくりと、少年の方に近づいてきた。白色光もそれに合わせ、音もなく宙を動く。


　美しい男だった。


　癖くせのない銀髪に縁ふち取どられた顔は白く輝き、優ゆう雅がな所しよ作さや静かな眼まな差ざしには王おう侯こう貴族の威い厳げんすら感じられる。海かい霧むを思わせる茫ぼう洋ようとした灰色の瞳がひたりと少年を見み据すえ、薄うすいが形の良い唇くちびるが自然と笑みを形作る。


　均きん整せいの取れた身体には、大昔の彫ちよう像ぞうのように、長い純白の布をゆったりと巻き付けている。


　彼は少年に寄り添そうように立つと、右腕を上げた。


　その腕に、真っ白い霧がまとわりつく。霧は白から漆しつ黒こくへと変わり、それとともに重みを持って、男の腕にとさりと落ちる。男はそれを広げて、少年の肩にかけた。


　白い霧は、闇のようなマントとなった。


　少年は手て触ざわりを確かく認にんするようにそのマントに触ふれ、それから男の顔を見上げた。男は砂さ糖とう細ざい工くのように甘くて繊せん細さいな笑みを浮かべ、その場に跪ひざまずいた。


「我が主あるじよ」


　その言葉に、少年の中で何かが反応する。


　少年は人の上に立つはずの者だったから。いつか自分が人の上に立ち、皆みなを導みちびくのだと、そう思っていたから、その言葉も素す直なおに染しみ込んだ。


　いつか来ると思っていたその「とき」は、今来たのだ。


　主と呼ばれ、かしずかれる日が。


「……君は誰？」


「エイルセイルと申します。父上様の忠ちゆう実じつなる僕しもべにございます」


「父上はどこ……？」


「今は呪のろいにより囚とらわれており、動けません。わたくしが言こと伝づてをお預あずかりしてまいりました」


「言伝？」


「帝てい都とに戻もどろう、と……」


「帝都へ」


　まだ混乱した少年の思考に、エイルセイルの顔と言葉は簡単に刷すり込まれる。


「……さっき呪いって言ったね？」


「はい。お父上様は呪いにかけられており動けません。わたくしがお手伝いいたしますゆえ、一いつ緒しよに父上様を……帝都の皆様をその呪いから解とき放はなちましょう」


　少年がいまだぼんやりとした思考の中にあることを、エイルセイルは知っていた。今の、このまっさらな思考に何を言ってどんな情報を刷り込むか、この少年の心をどんな色に染め上げるか、もう決めていた。


　少年は家に帰りたがっている。それはエイルセイルにはわかりきっていた。


　ならばそこをつけばよいのだ。


　帰っていいんですよ、帰りましょうよ、何もかも捨すてて。そう囁ささやきかけることで、彼の力で七歳以後の記き憶おくを封ふうじられた少年は、それだけを目的にするようになる。他の──〈滅びの女神〉をどうにかしないと故こ郷きように帰れないだとか、自分の肉体には居い候そうろうしている女神がいるはずだとか、守ってくれる魔法使いがいるはずだとか、足あし下もとに倒れている神がいることだとか、そういうことはすべて意識の外に追いやられる。霧の封印はより完かん璧ぺきなものになる。


　エイルセイルの思おも惑わく通り、少年は──ミュドラネ帝国の皇子ディディウスは、無む邪じや気きな笑顔を見せて、うん、と頷うなずいた。


　これで、いい。


　エイルセイルは、ディディウスに見られないように俯うつむき、嗤わらった。





　君の心を、そのマントみたいな色に染め上げてあげるからね。





　そのとき、壁かべの一方が裂さけた。


　裂け目からは海水とともに、一組の男女が流れ込んでくる。男の方が少女を脇わきに抱かかえて転がり、立ち上がる。エイルセイルは彼らの名を知っていた。男の方がダークロアで、少女の方がメイヴェーラだ。


　ダークロアは濡ぬれた黒髪を額ひたいに張りつかせたまま、怒ど鳴なった。


「ディディウス！」


　だが、幼いディディウスはダークロアとメイヴェーラをちらと見ただけで、何も言わない。


（むだだ。記憶は僕が封じた）


　エイルセイルはディディウスの肩を抱だき、二人の闖ちん入にゆう者しやから背そむけさせ、自分たちの周りに濃こい霧きりを放った。そしてその次の瞬間には、その霧は外の霧と結びつき、エイルセイルとディディウスを望のぞむ場所に移してくれた。


　だから、メイヴェーラの絶ぜつ叫きようはディディウスには届かなかった。














三章　ごめん、メイ







（僕の名前はディディウス）


　ディディウスは静かな緑の瞳で、目もく前ぜんの事じ象しようを見つめていた。


　人間の一人や二人は入ってしまいそうな大きさの青せい銅どうの鍋なべが、火にかけられている。中では真っ白い液体が、ぐつぐつと煮にえている。


　それを見つめるディディウスの口は微かすかに動き、幾いくつもの名を紡つむぎ続ける。


　それは神と妖よう精せいたちの名、ミュドラネの信しん仰こうの外にある、異民族や辺へん境きよう民みんたちの伝える名だ。


　ミュドラネは支配の拡かく大だいとともに被ひ支し配はい民族の神々を自分たちの信仰の中に取り入れていったが、それでも強い抵てい抗こうに遭あったり、相あい容いれない習しゆう慣かんから邪教とされた神々もいた。時の流れの中ですでに失われた名もあった。


　厳げん格かくなる収しゆう穫かく者しやフィオロス、ニガヨモギの妖よう狐こバルアル、渡わたし守もりイーアリーン……


（僕はディディウス……僕の願いを聞いて）


　ディディウスは、闇色のマントで首から足首までをすっぽりと覆おおっている。


　その横には、エイルセイルが立っている。彼は穏おだやかな微び笑しようを湛たたえて、ディディウスに白い欠片かけらを差し出す。


　一いつ見けんすると陶とう器きの破は片へんのようにも見えるが、それは骨の欠片だった。


　ディディウスはそれを受け取ると、躊躇ためらうことなく鍋の中に投げ入れた。


　骨の欠片は、白から赤へと色を変えた液体の中に沈しずむ。


（僕の願いを聞いて……僕はディディウス。帝国の皇子、境さかいを越こえる者……）


　赤い液体が、黒みを帯おび始める。ディディウスは神々の名を唱となえ続ける。


　生と死を司つかさどる神々の名を。


　……鍋の中身は、やがて赤から黒へと色を変えた。


　鍋の中心で、黒い液体が盛もり上がる。それはディディウスの頭より高いところまで持ち上がって急にまた鍋の中に戻り、その際盛せい大だいに跳はね、一瞬だけ漆しつ黒こくの幕まくとなって視界を覆う。


　液体が落ち着いたときには、鍋の中に一人の男が蹲うずくまっていた。


　男は、ゆっくりと顔を上げ、立ち上がる。


　ディディウスは子どもらしい無邪気な笑え顔がおで、その男に手を差し伸べた。


「もう大丈夫、君の呪のろいは解といてあげたよ」


　男は濡ぬれた腕うでを伸ばし、ディディウスの手を取った。


「ようこそ、帝都へ。君を歓かん迎げいするよ」


　ディディウスの横で、エイルセイルはただ笑みを浮かべてその光景を眺ながめていた。


　悪い呪いをかけられて、帝都の住人は骨となって眠り続けている。


　だから、皇子であるディディウスはその呪いを解いて、帝都の住人を目覚めさせているのだ。


　ディディウスは呪いを解いたばかりの男の手を取って、窓辺まで連れて行ってやった。


　大きく取られた南に面めんする窓からは、帝都のようすが一いち望ぼうできる。


　帝都ミュドラネは、三つの丘おかとその裾すそ野のに広がる。今ディディウスがいるのは、その北辺、イリヌスの丘の上に建てられた塔とうの一室である。この近辺は皇こう帝ていのための宮きゆう殿でんで占しめられ、低地に比べて住み良い残り二つの丘の上にも大きな屋や敷しきや施し設せつが建ち並ぶ。丘の斜しや面めんから裾野にかけての狭せまい土地には庶しよ民みんの住む高こう層そうの集合住宅が密みつ集しゆうし、丘と丘の間の平地には、大理石の神殿、闘とう技ぎ場じよう、浴場、市場、集会所など公共施設が建てられ、日の光に白く輝いている。


　また、向かって左手、東には青い水平線も見える。西の土地は川を挟はさんで広大な森。塔からでは見えないが、南の扇せん状じよう地ちには豊かな畑が広がっているはずだ。


　半島中から、いや、国の外からも人と物とが集まる都。帝都はまるでおもちゃ箱と宝石箱の中身を一緒にぶちまけたかのように乱らん雑ざつで、けれどきらきらと煌きらめく巨きよ大だい都市だった。


　ただ、その都には一つだけ欠かけているものがある。


　人だ。


　どんなに整せい備びされた道でも、美しい神殿でも、そこを歩く者が、祈いのる者がいなければ、なんの意味もない。


　だから、ディディウスは次々と人々を「呪い」から解放し、帝都に住まわせているのだ。


「エイルセイル。素す晴ばらしい国を造つくろう」


　ディディウスは、背後の忠実な僕しもべにそう語りかける。


「美しい、光の国を造ろう」


　帝都を眺めるディディウスの背後で、エイルセイルは声もなく嗤わらった。
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「死者の島ミドラ」


　そんな声が、ダークロアの耳に入る。


　誰かと話していたわけではない。道を歩いただけで、ミドラの島の噂うわさは入ってくる。


　ミドラの島には大きな都市がある、という噂はもうアルバ＝ロンガ中で広まっていた。それが帝都だと言う者もいるが、多くはそこまでは信じていない。


　ただ、ミドラの島に大きな都市があって、そこには死者が住んでいるのだと、人々は語っている。


　行方ゆくえ不明者が多た発はつしているため、すすんでミドラに近づこうという者はいなかったが、ミドラ近くで難なん破ぱして、島に流されて壮そう麗れいな都市を見たという者が現れた。彼は死んだ肉にく親しんを見たと言う。


　だから、死者の島ミドラ。


　そこを支配する者が銀髪と白い肌の男だとかあどけない少年王だとかという話は、巷ちまたにはまだ広まってはいない。


　だが、魔ま法ほうに詳くわしい者たちは、そろそろ勘かんづき始めていた。


　アルバ＝ロンガ、キツ港こう。


　白い石いし畳だたみは水みず揚あげされた魚の鱗うろこと海水で濡れ、島々を渡る商船からは人と荷とが吐はき出される。商人と船乗りは忙せわしなく動き回り、奴ど隷れいが石造りの倉庫と船との間を往おう復ふくする。荷車に載のせられた荷は、石畳の道を通って市場へと運ばれていく。


　その倉庫群の外れ、町中に近い辺りに、潮しお風かぜに打たれてすっかり曲がってしまった松の木が一本、倉庫の土つち壁かべにへばりつくようにして生はえている。その松に寄りかかり、人々の噂話に耳を傾かたむけていたダークロアの袖そでが、つと引かれる。


　ちらりと視線だけ動かして見ると、すぐそばに一人の老女が立っている。


　渋しぶ色いろのフードを頭から被かぶった、小こ柄がらな女だ。腰こしは松よりなお曲がっている。


「……なんか用？」


　ダークロアはぼそりと呟つぶやく。老女はケケケと嗤わらった。


「久しぶりなのにそれかい？　まあいい、それならこっちもずばり聞くよ。おまえさん絡からんでるんだろう、今回の」


「なんのことかわかんねえよ」


　ダークロアは視線を海の彼方かなたに戻す。女はまた渋色のローブの下で肩かたを震ふるわせて嗤った。


「今回の、ほら死者の島の噂さあ。死し術じゆつって言ったらあんただろ」


　生と死に関かかわる魔法を、死術と呼ぶ。生き物から命を奪うばい、あるいは生き物に新たな命を宿やどらせたり、生きていないものを生きているように動かしたりする魔法だ。


「……悪いけど外はずれ。もうそっちからは手を引いたもんでね」


「あれ？　おかしなことを言うねえ。じゃあその面つらはなんなのさ？」


「あ？」


　ダークロアが思わず視線を女に戻した。女は細い指を持ち上げ、ダークロアの顔をさした。


「その面さ。いいねえ、生と死の秘密を知る者、境さかいを越こえる者。死術使いは年を取ることをやめられるもの。その面が、あんたが優すぐれた死術使いだって証しよう拠こだろ」


「……ただの契けい約やくの代だい償しようだよ」


「代償！」


　ひゃは、と女は手を打って笑う。


「それを求めてやまない者もいるってえのに、代償と来たかい。まったく嫌いやなやつだね」


「話があるならさっさと済ませろって」


　ダークロアは自分の肩に乗った小さな蝶ちようをちらりと見た。蝶は女のローブと同じ、渋色に染まっている。その蝶がダークロアをここまで導みちびいたのだ。


「なあに、今回のことをちょっと話そうと思っただけさね。あのミドラの島で何が起こっているか……魔法使いたちは皆みな興味津しん々しんさ。同業者として、噂話の一つもしたいと思うのは普ふ通つうだろう？　死者復活なんて人間にゃあどだいむりだろうけど、もしもできるとしたらあんたくらいなものかとね。何しろあんたはあの……」


「ははあ。そんなことでわざわざ呼び出しやがったってわけね」


　ダークロアは肩の上の蝶を摑つかみ、握にぎりつぶした。渋色の粉こながはらはらと散ちり、蝶は消える。


「そんなこと、とは失礼だねえ。いいかい、これは大きな問題なんだよ。死者復活なんて自然の法則に反はんすることが大だい々だい的てきに行われている。多くの魔法使いはこの事じ態たいを憂ゆう慮りよしてるのさ」


「憂慮だって？　秩ちつ序じよの守しゆ護ご者しや面づらして額ひたい突つき合わせるのが憂慮かよ」


　ダークロアは苛いら立だっていた。こんなところで時間を潰つぶす気はない。


「死者を甦よみがえらせるなんて大おお技わざを自分たちの知らないところで知らない者が行っている、あんたらはそれが気にくわないってだけだろ。何が憂慮だよ」


「魔法使いは自然と人間との仲ちゆう介かい人にんだよ？　秩序の守護者面して何が悪いって言うんだい」


「そのくそったれな論ろん理りはもう聞き飽あきたんだよねえ。とっくの昔に半島の支配権は魔法使いなんかから帝てい国こくに移ってんのに。あんたらはただそれを認みとめたくなくて、失われたはずの矜きよう持じにしがみついているだけじゃないの」


　くだらないねえ、とダークロアは吐き捨てた。


　かつてミュドラネ帝国の支配の及およぶ以前、ピュエラ半島とその周辺の魔法使いたちの中には、各国の王に仕つかえ、あるいは自身王となり、大きな力を振ふるう者がいた。小さな村にも一人は魔法使いがいて、病やまいの治ち療りようから、今年の稲いね刈かりはいつ開始すべきか、畑をどこまで広げたら良いのか、という相談ごとまで受け持った。戦いに勝つために妖よう精せいを味方につけ眠る神々の声を聞くのも、すべて彼らの仕事だった。自然──森や天候、あるいはその化け身しんとしての神や妖精、そういったものと人間たちとの間を取り持つ者が、かつての魔法使いだった。


　戦争で国の王が替かわっても、それは変わらなかった。だが、新たな支配者となったミュドラネ帝国は、人々の信しん望ぼうを集めた魔法使いたちを危き険けん視しし、排はい除じよし始めた。実際、魔法使いが中心となって帝国に反はん旗きを翻ひるがえすことも多かった。一方で、ミュドラネ人は異民族の神々に興味を示しめし自分たちの信しん仰こうに柔じゆう軟なんに取り入れ、被ひ支配民族にそれまでと同じ神々への（ただし慎しん重ちように魔法使いを排除した形での）信仰を許した。硬こう軟なん両りよう様ようの政せい策さくによって、異なる文化を持つ人々を支配しようとしたのだ。


　そうして、魔法使いは政治からは追いやられ、けれどいまだ生き残っていた。


　辺境や、帝国の支配の及ばない地域では、魔法使いはまだ必要とされていたし、帝国内部にも、僅わずかながら需じゆ要ようはあった。特に自由な気き風ふうのアルバ＝ロンガには、異民族の商人も多く、占うらない師しや、船を護まもる波と風の司つかさとして、魔法使いの力が借りられることも多かった。


　魔法使いたちは緩ゆるやかな連れん帯たいを保たもち、情報の交こう換かんを行っていた。


　彼らの中には、いまだに帝国をひっくり返そうという者も、やはり自分たちが支配者として立つべきだと考えている者も、いた。ダークロアに言わせれば、要するに過去の崇すう拝はいや尊そん敬けいを取り戻したいのだ、ということになる。


　ダークロアは、そういう人間たちが大だい嫌きらいだった。


　ダークロアが、ディディウスが魔法使いになるということを現実的な選せん択たく肢しと思えない理由はここにあった。人間が自然の中で生きる限り魔法という技は何らかの価か値ちを持つはずだが、今生き残っている魔法使いたちにダークロアは未来を見み出いだしていなかった。


　女はおやおやと首を竦すくめた。不用意に首をさらしていたら、搔かき斬きられてしまうとでも言いたげだ。


「ミュドラネの法だけでは世界の秩ちつ序じよは維い持じされないよ。アタシらの古い掟おきての価値を守り伝えていくことがどんなに重要か……あんたも魔法使いなら忘れたわけじゃあないだろう」


「建たて前まえに興味はないね。本ほん音ねは首つっこんで搔き回してあわよくば力を増まそうってだけだろ」


「相変わらず手て厳きびしいねえ。でもあんたが昔荒あら稼かせぎしてた仕事に比くらべれば可愛かわいいもんじゃないのさね」


「じゃあ、またその『仕事』をやってやろうか？　金は取らないでおいてやるよ。俺様は優やさしいからなあ。ただし対たい象しようはてめえだ」


　口元にはなおも笑みを浮かべながら、しかしひどく冷さめた目で、ダークロアは女を見み据すえる。


「俺のやりくちは覚えてんだろ？　葬そう式しきの心配はいらねえよ、骨まで残さず綺き麗れいに消してやる」


「おお怖こわい。あたしは情報が手に入ればおとなしく引き下がるよ」


「渡わたす情報なんかねえよ。こっちが欲ほしいくらいだ」


「へえ。じゃあ一つ教えてやるよ。ミドラの島で死術を使って死者を甦らせているのはねえ、小さな男の子さ」


「……ほう」


「魔法使い仲間に、遠とお見みをしたやつがいてね、可愛らしい男の子が、死術を立りつ派ぱに使いこなしているって。真っ黒なマントを着てね。そうそう、最近みんなでその子に名をつけたんだ。ミドラの島の支配者にして、鈍にび色いろの都の主あるじ、死者達の王……」


　女は金色の目を細めて、ダークロアの反応を窺うかがっていた。


「闇やみ色いろの少年王、ってね」


「…………悪あく趣しゆ味みだね」


　ダークロアはそう言うと、ただ海を睨にらみ付けていた。


　だが、次の言葉を聞いて、再び女に顔を向けた。


「アタシさあ、実はその子らしき男の子と会っているんだよねえ」


「……どこで？」


　ダークロアの意い表ひようを突つかれた顔を見て、女は満足そうに嗤う。


「この町のエトクス神しん殿でんで。十日くらい前かね。遠見をしたやつの話とは年がちょっと違ちがうけど、他ほかの特とく徴ちようはよく似ててね。そういやあ、そのときアタシが覗のぞいた未来の中に、闇の色があったねえ。あんたの烏からすみたいなマントよりもっと暗い闇の色だよ」


「…………」


「覇は者しやの道と賢けん者じやの道、でもその前に死と闇が取り巻いている。あの子、きっと染そまっちゃったんだね」


　闇は染まりやすい色だからさ、と女は言った。











　メイヴェーラはミューシカの枕まくら元もとで頰ほお杖づえをついていた。椅子いすには座らず、床ゆかに膝ひざ立だちになっている。


　以前泊とめてくれた商人は、約束していた彼の船の乗組員も積つみ荷にも手に入らなかったのに、文もん句くも言わずまた泊めてくれた。ミューシカのようすに驚おどろいて、ダークロアを責せめる暇ひまもなかったのだ。


　ミューシカは、あれ以来──ディディウスが消えて以来、目を覚まさない。


　巨きよ大だい魚ぎよの体内からミューシカを連れて逃にげ出し、待たせておいた船に乗り込んだあと、メイヴェーラはミドラの島に行こうと主張した。だがミドラの島に近づこうとすると濃こい霧きりが船体を覆おおったため、近づくことはできず、結局一度引き返すことになった。


　アルバ＝ロンガに戻っても、ミューシカの意識は回復しないままだった。外がい傷しようはない。


　客きやく間まに用意された寝しん台だいの上で、ミューシカは静かに眠り続けている。もちろん食事も摂とっていないが、神だからなのか、それとも眠りが特とく殊しゆだからか、やつれるという気配もない。家の主は医師を連れて来ようと言ったが、それは丁てい重ちように断ことわった。神を人間の医師に見せても仕方がないし、これは医師ではなく神や魔法使いの領りよう分ぶんだと思われた。


　だが、メイヴェーラやダークロアにも、何もできなかった。


（……ディディ）


　メイヴェーラは、最後に見たディディウスのぼんやりした瞳を、何度も思い出した。


（何が起こったの？　エイルセイルは何を狙ねらっているの？　どうしてディディは若返ってしまったの？　どうして……メイのこと無む視ししたの？）


「メイヴェーラ」


　深みにはまりかけた思考が、名を呼ばれ、頭に手を置かれたことで引き揚あげられる。


　顔を上げると、横にダークロアが立っていた。


　彼はいつものように白い歯を見せ、笑顔を作る。


「べっぴんさんな顔が台だい無なしだぞ」


「ダークロア」


　思いつめた表情に気づいて、ダークロアはそばにあった椅子に座り、メイヴェーラを招まねき寄よせた。メイヴェーラは膝立ちのまま這はい寄ると、ダークロアの腿ももの上に這い上がって、そこにちょこんと座る。ディディウスがいなくなってから、黄色い髪は結ばれていない。


「あのね、西にし風かぜが言うの。ディディが、ミドラの島で王様になったって」


「……それは」


「うん、わかってる。悪いのはエイルセイルなのね。ディディがメイのこと忘れちゃったのも、エイルセイルがディディの記き憶おくを封ふうじてしまったからだと思うの。でも、それじゃあ彼の目的はなあに？」


　そうだなあ、とダークロアは呟つぶやき、ミューシカをちらりと見る。エイルセイルがミューシカに何をしたのかも、よくわからない。


「エイルセイルの目的は、ディディウスの魂たましいを滅ほろぼすこと……だと思う。それは変わっていないはずだ」


「でも魂を滅ぼすことができるのは〈滅びの女神〉だけ。だから〈滅びの女神〉を復ふつ活かつさせたのよね」


「そう。ところが、その〈滅びの女神〉がディディウスの味方についてしま……」


「あんなの味方なんかじゃないもんっ」


　メイヴェーラが頰を膨ふくらませて反はん論ろんする。


「あー、まあ待て。ひとまず味方ってことにしておこう。前はディディウスを守るためにエイルセイルと戦ってくれたし」


「む～……」


「とにかく、エイルセイルは〈滅びの女神〉の協力を得えられないってことになった。で、やったのが帝てい都とを復ふく元げんさせて、死者を復活させること……」


　メイヴェーラは「う～ん」と唸うなっていたが、ふと顔を上げて寝台で眠り続ける神を指した。


「あ、そうだ、ミューシカのことで一つわかったんだけどね」


「お？」


「なんかね、肉が薄うすい気がするの」


　奇き妙みような言い回しに、ダークロアは首を捻ひねる。


「あ。えーとね、ミューシカが瘦やせたってわけじゃなくてね、何かこう、肉を作り出す力というか、生きていくために必要な力というか、そういうものが少なくなっている感じがするの」


「……目が覚めないのはそのせい？」


「そう、だと思う」


「じゃあ、その力を奪うばったのはエイルセイルか？」


「…………わかんない」


「……ディディウスの可能性もあるってことか？」


「わかんないってば。でも、魂だけ抜ぬけ出したはずのディディが……肉体を持っていたことが、気になるの。それに、風はディディが……死んだ人を甦よみがえらせているって言っている。それもすごくたくさん。そんなこと、人間の身体でできるはずが……ない、のに」


　けれど神の肉体を手に入れたのなら、可能かもしれない。そしてさらにエイルセイルの助けがあったなら。


「……まあなあ。でも、もしもディディウスの仕し業わざだったとしても、あいつは記き憶おくを封じられてなんにもわかんなくなっちまったからそうしたってだけだろう。エイルセイルの封印を解とけば、きっと元に戻るって。な？」


「そうかな。でも、ディディは……王様に、なりたかったのよ」


　そう。ディディウスは皇こう帝ていになりたかったのだ。


　父のような、立派な皇帝に。


「そういうの、ディディはもう乗り越こえたみたいな顔してるけど、でも本当はまだ心の隅すみっこにあって、燃え残った熾おき火びみたいにくすぶっているの……ディディは帝都に戻って、皇帝になりたかったの。それって、ある意味……叶かなえられたんじゃないかなあ」


　なんだか泣きそうになってきて、メイヴェーラは手で顔を押さえた。ディディウスが自分たちではなくて、帝都とか皇帝とか、そういうものを取ったのではないかということが、悲しかった。


　でも、それが彼の決けつ断だんなのだとしたら、彼の選び取ったものなのだとしたら、きっとメイヴェーラには何もできないのだ。


「ディディは……それを、選んだのかもしれない」


　べち、とダークロアの掌てのひらがメイヴェーラの頭を叩たたいた。大きな手はそのまま黄色い髪をくしゃっと搔かき回す。


　メイヴェーラはぱちくりと瞬まばたきを繰くり返す。涙が一ひと粒つぶだけ、滑なめらかな頰を滑すべり落ちた。


「んなわけねえだろ」


　その一言が、とてもとても嬉うれしかった。


「ディディウスは、自分で言ったんだ。全部終わらせて、いつか必ず帝都に帰るって。まだ、何も終わっちゃいないだろう？　始まったばかりだ。何も、終わらない。だから、あれはメイヴェーラの知っているディディウスの選せん択たくじゃない。エイルセイルがディディウスのそういう思いを利用してるだけだ。いいな？」


「………………うんっ」


　メイヴェーラはダークロアの胸に頭を預あずけて、目を閉じた。


　しばらく、そうやって黙だまっていた。ダークロアがぎゅうっと抱だきしめてくれていて、メイヴェーラはちょっと嬉しかった。


「メイねえ、ダークロアのこと大好きよ」


「そりゃどうも」


「それでね、ディディのことも好きっ。ね、霧がディディウスの記憶を封じているのなら、メイはそれを吹ふき飛ばしちゃうよ！」


「ああ、そうだな」


　ダークロアも、とっくの昔に腹はらは決まっていた。


　ディディウスに〈滅びの女神〉などというやっかいなものを抱かかえ込ませたのはダークロアだ。ディディウスがそのやっかいごとを解決してしまうまで、ダークロアはディディウスを手伝い、その身を守らねばならない。それが責任を取るということだ。


「本当にだめよね、ディディったら！　やっぱりメイがついてないとだめなんだわ」


　言いながら、くすくすと笑う。


　メイヴェーラはダークロアの膝ひざの上から降りて、ダークロアに手を差し出した。


「西風が言ってるの。早く迎むかえに行っておあげって。霧を払はらう風を吹かして、ディディを助けてあげなさいって。もう悩なやむのも落ち込むのもやめよ。行動あるのみ！　ね？」


　ダークロアはメイヴェーラの手を取り、立ち上がった。


「ああ。俺たちの皇子を、迎えに行ってやろう」


　そのとき。


　くぴー。


　ミューシカが幸せそうな寝ね息いきを立てて寝返りを打った。


「…………」


　メイヴェーラとダークロアは顔を見合わせて笑った。


　深しん刻こくな顔なんて、似合わないから。







◇◆◇







　細い月と無数の星は暗い空に皓こう々こうと光を放ち、フクロウの鳴き声とエイルセイルの静かな足音だけが柱ちゆう廊ろうに響ひびく。


　ミュドラネ特有の四角張った大理石の建けん築ちく群ぐんを抜けていく。階段を下り、回かい廊ろうを渡り、中庭を抜け、エイルセイルは一つの塔とうに辿たどり着く。周辺の建物に比べて武ぶ骨こつで、まるで辺境の砦とりでのようにしっかりした、石積みの塔だ。


　その中に入り、階段を下って、地下の扉とびらを押し開き、辿り着いたのは灯あかりもない牢ろうだ。


　牢にこごった闇やみの中で、数人の男たちが身体を起こす気配がある。


　と、突とつ然ぜんキイキイと甲かん高だかい、金きん属ぞく質しつの声が地下牢一いつ杯ぱいに響いた。


「ゴ主人サマ！　ワタシ見張ッテタヨ！　コイツラ脱だつ出しゆつノ相談シテタヨ！」


　次ついで、ばささという鳥の羽は音おと。


「待ってなさい」


　エイルセイルのかざした掌てのひらに、小さな光球が浮かぶ。


　光に照らし出されたのは扉からまっすぐに伸びる廊下で、先は闇に消えている。廊下の左右には牢があり、一番手前の二つに、数人の男たちが閉とじ込められている。皆みな身体は引き締しまり顔は日に焼けているが、無ぶ精しようひげが生え頰ほおはやつれ、憔しよう悴すいしたようすだ。


　その中の、薄うす汚よごれてはいるが一番立派な服を着た男が口を開いた。


「貴様、目的はなんだ！」


　鉄てつ格ごう子しに取りついて怒ど鳴なるのを、両りよう脇わきから押さえて他ほかの者が止める。


「おやめください、相手は魔ま性しようの者なれば……」


「ええい放はなせ！　貴様らそれでもミュドラネの兵士かっ！　情けないっ……ぐ」


　男は、突とつ如じよ胸を押さえて倒たおれ、獣けもののように唸うなり出した。顔は紫むらさき色いろに変色していく。


　この男も、他の牢に入れられている男たちも、ミュドラネ帝国の正せい規き軍ぐん兵士や、船乗りだ。船乗りの方はミドラの島の噂うわさを確かめにきた命知らずや、霧きりのせいで難破してしまった者たちで、兵士たちはアルバ＝ロンガから派は遣けんされた調査団だ。


「ごめん、ちょっと黙ってね、うるさいから」


「黙レ黙レ！　アハハハ！」


　宝石細工のように綺き麗れいなカワセミが、エイルセイルの肩かたに乗ってそう笑った。


「で、訊ききたいことがあるんだけど。君らは兵士だね？　単たんに噂の調査で来たのかい？」


　兵士たちは口を閉ざして喋しやべらない。エイルセイルはにこりと笑みを深め、ついでに彼らの隊長に与あたえる苦く痛つうを増やした。


　絶叫を心ここ地ちよい音楽のように聞きながら、エイルセイルは怯おびえ、あるいは睨にらみ付けてくる兵士たちに囁ささやく。


「さ、教えて。帝国はどこまで摑つかんでいるんだい？　コレは、なんだい？」


　そう言って、エイルセイルは灯りの届かない奥の牢まで歩いていって、その鉄てつ格ごう子しを蹴けった。耳みみ障ざわりな音が響き、兵士たちは身を竦すくめる。


「この魔女はなんだい？」


　石いし壁かべを挟はさんで隣となりの房ぼうにいる兵士たちからは、渋しぶ色いろの衣ころもをまとった囚しゆう人じんの姿は見えない。ただ、最初に牢に投とう獄ごくされたとき、見たことのない老女がいて、それが彼らの船にこっそり乗り込んでいたらしいということだけはわかっていた。


「し──知らぬ、勝手に潜もぐり込みおっただけ……」


　兵士の一人が慌あわてたように叫ぶが、エイルセイルは首を傾かしげるだけだ。


「おかしいねえ、帝国の軍人ともあろう者が密みつ航こう者しやを見み逃のがしたとでも言うのかい？……まあいい、それならこっちに直接聞こうか。ねえ、おばあさん、どうしたの？」


「何も」


　渋色の囚人は渇かわいた喉のどで咳せき込むように喋る。


「何も知らぬ、助けてくれえ。助けてくれえ、魔女などではな……」


「魔女だよ。それくらい一ひと目めでわかるさ」


「違うよ、アタシはただの占い師さね、ただ……」


「ただ、飯めしの種たねになるかと思って潜り込んだだけだって？　それにしてはおかしな臭においがするねえ、おばあさん？　死の力の臭いだ。ただの占い師がどうしてそんな臭いをさせているのさ？　君の心を覗のぞこうにも妙みような力に守られているし……」


「ほんとさね、アタシはただの哀あわれな占い師……」


「黙りなさいね。同じ事を言うだけなら、あの隊長さんみたいにして……あれ？　隊長さん？」


　激げき痛つうに意識を失ったのか、それとも心臓が鼓こ動どうをやめてしまったのか、あの軍人はおとなしく床ゆかに長くなっている。部下たちはその周まわりに集まり、必死で手て当あてをして呼びかけている。


「あ。ちょっと力入れすぎちゃったね。まあ、いいや」


　エイルセイルは笑顔を格こう子しに近づけ、隅すみに縮ちぢこまるローブの人物をすかすように見つめる。


「どこの神だか妖よう精せいだかに雇やとわれたのか知らないけど、すぐに吐はかせてあげるから」


　そう言って、白い衣を翻ひるがえし、カワセミを肩に乗せたまま外に出る。扉が閉しまるのを確かめてから、カワセミはエイルセイルに囁いた。


「アノ魔女動クヨ。放ほうッテオクノ？」


「泳がせる。あれでは裏を吐きそうにないからね。まあ、天空からの刺し客かくってことはないだろうし、海界も相変わらずの不ふ干かん渉しようだし……考えられるのは地上神のどれかだね。新しく目覚めたのがいるのかな。とにかく、おまえはあの魔女を見み張はれ。兵士と漁ぎよ民みんたちは捨て置け」


「承しよう知ち、ゴ主人サマ！」


　このカワセミはカワセミの姿をしているが、地上のカワセミとは異なる。エイルセイルの下げ僕ぼくの一つで、天空の生き物だ。夜よ目めもきく。


　エイルセイルはカワセミを残し、塔を出た。


　塔の外には濃こい霧きりが出ていた。


　まるで溺おぼれてしまいそうな霧の白い闇の中を泳ぐように歩き、回廊を渡わたり階段を上る。


　その間、小さな笑いが幾いく度ども発ほつ作さ的に起こった。


　楽しかった。先の見えない霧に溺れていく少年を見るのが楽しかった。あの兵士たちはどうやって使おう？　死者復活の魔法の代だい償しようにでもしてやろうか？　それもいいかもしれない。少年の手で、彼らを殺させよう。


　エイルセイルは霧の力をもって帝都を造つくり、皇こう帝ていの幻まぼろしを作り、それらを難破させた船乗りに見せ、彼らを逃にがした。さらにそのきっかけを注意深く噂まで育てあげ、ディディウスをおびき寄せる餌えさとした。ディディウスが餌にかかったところで、魂たましいだけを奪うばった。そうすれば、ディディウスの肉体に住むメイヴェーラや〈滅びの女神〉は手出しできない。ディディウスの魂を入れておく肉体はどうしようかと思ったが、ミューシカからうまく奪うことができた。


　すべては順じゆん調ちようだ。


『誰だって霧を抱かかえているのよ』


　遠い昔に聞いた言葉が、耳元に甦よみがえる。


（そうだね。その通りだ。誰だってはまれば抜け出せない霧を抱えている。それをつついてえぐり出すのが僕の仕事。霧の神。迷いの神……）


　低い笑い声は、夜と霧の生み出した闇に喰くわれて消え、響きもしない。


　そうして彼が辿たどり着いたのは、謁えつ見けんの間まだ。


　神話の一場面が描えがかれた高い天てん井じよう、それを支える磨みがき上げられた緑色の列れつ柱ちゆう。雪せつ原げんのように真っ白い床には足音を吸い込む絨じゆう毯たんが敷しかれ、その絨毯を踏ふみしめ列柱の間を通り抜けた先には、床まで這はう真しん紅くの緞どん帳ちようを背景に黒光りする玉ぎよく座ざが一つ。


　玉座には水に沈しずむ重く黒い木材が使われ、何やら複雑な彫ちよう刻こくがなされている。腰こしと背の当たる部分に打ちつけられているのは、水鳥の羽はねを大量に使ったクッションだ。


　椅子いすの主あるじたる皇帝──ディディウスの愛する父は微び動どうだにせず、声どころか咳せき一つない。


　ディディウスは玉座に至いたるきざはしに腰こし掛かけ、父の玉座の脚あしに頭をもたせかけている。


　エイルセイルは静かにそばに寄り、少年の顔を覗のぞき込む。


　眠っている。


　顔には疲ひ労ろうの色が濃い。神の肉体を得えたとはいえ、強力な魔法の行こう使しを続けたのだ。


（でも、まだやってもらわなくちゃいけないことがあるんだよ、ディディウス君）


　こっそりとエイルセイルは微笑ほほえんだ。彼がその笑みを隠かくすか隠さないかの間に、ディディウスはぱちりと瞼まぶたを開ける。


　小声で何なに事ごとか呟つぶやく。エイルセイルを見つめる緑の瞳ひとみから、つう、と涙が一ひと筋すじ流れた。


「？　我が主……？」


　涙は止まらない。はたはたと流れ続ける。ディディウス自身はそんなことにも頓とん着ちやくせず、パッと横を見上げた。


　そして、玉座に座る人物を見て安心したように頰ほおを緩ゆるめたところで、やっと涙に気づいて、慌あわてて拭ぬぐう。


「いかがなされました……？」


「ああ、エイルセイル。なんでもないよ……怖こわい夢を見ちゃっただけ」


「どのような？」


「……父上が……」


　言いかけて、ディディウスは口を噤つぐんだ。言葉にしてしまうと、それが現実になってしまうような気がしたのだ。


「ううん。なんでもない」


　ディディウスは父を見上げて、夢を振ふり払はらうように笑いかけた。皇帝はそんな息子むすこに一いち瞥べつも与えず、ただ冷たく前方を見み据すえている。


「……皇子は、お父上が本当にお好きなのですね」


「もちろんだ。僕もいつか父上みたいな立派な皇帝になりたい」


　エイルセイルは心の中で笑んだ。そう、誰だって霧を抱えている。突つくべき弱点はいくらでもある。


「では、もし皇帝になるなとお父上から言われたら、どうなさいますか？」


　ディディウスは本当に不思議そうな顔をして、エイルセイルを見上げた。父がそんなことを言うはずがない、そう思っているのだ。


「何を言って……」


「仮かりに、の話です。私は、あなたが望むのならすべての力をかけてあなたの望みを叶かなえましょう。私にはその力がある」


　ざわ、と空気が動いた。室内にまで滑すべり込んだ霧が凝ぎよう縮しゆくし、エイルセイルを慕したうように、その腕に、衣ころもに、絡からみつく。


「……エイルセイル？」


「叶わない望みなどないのですよ。死者だって甦らせることができます……」


「死者を？　そんなことをしてはいけないんだぞ。死者は海界で眠っているのが幸せだって、父上も言っていたもの」


　そう、本当のディディウスはそんなことは望まないだろう。死者は死のままに──それは原げん始しの法ほうの一つであり、それを破やぶる者には破は滅めつのみが待っていると言われている。その言い伝えはミュドラネでも変わらないはずだ。


　だからこそ、エイルセイルはディディウスに偽いつわりを言って死者を復活させているのだ。


　エイルセイルはディディウスを自分の闇やみに染め抜きたかった。ディディウスがエイルセイルを救おうと必死で、まっすぐで、明るくて、輝かがやいているから。エイルセイルはディディウスが痛めつけられたすえに闇に陥かん落らくするところが見たかった。


　それはある意味征せい服ふく欲よくだったのかもしれない。殺さつ意いだったのかもしれない。


　ただ、エイルセイルはディディウスを憎にくんでいた。それは確かだった。


　かつて一人の少女を愛したときと同じように、エイルセイルはディディウスを憎んでいた。


「でも、望むのではないですか？　もしも父上がお亡なくなりに……」


「父上が亡くなっても、だよ。父上だってそれを望みはしないだろうしね。あまり変なことを言うと、不ふ敬けいと見なされちゃうぞ」


「……これは失礼を。今までの発言はどうかお忘れくださいますよう」


　エイルセイルは頭を下げて退たい室しつしていった。ディディウスはその後ろ姿を見送り、なぜか妙みように悲しい気持ちになった。


　エイルセイルは、父の部下であり、それゆえにディディウスに仕つかえているのだと言っていた。だが、それだけではないとディディウスはなんとなく気づいていた。


　そっと、玉座の上の父を見上げてみる。


　きざはしを上り、その玉座の傍かたわらに膝ひざをつき、ディディウスは肘ひじ掛かけの上の父の腕に頰を寄せた。かつての父なら、頰を撫なでてくれた。頭を撫でてくれた。だが今はねぎらいの言葉一つかけてくれない。


　これは呪のろいにかかった後こう遺い症しよう。ディディウスはエイルセイルからそう言われていた。


「父上」


　答えはないが、ディディウスは精せい一いつ杯ぱいの笑顔で話しかけた。


「僕、父上みたいな立派な皇帝になりたいんです。なれるかな？　ね、父上。ディディウスは父上のこと、大好きですよ。だから、早く元の父上に戻ってくださいね」


　父は返事をしてくれない。だが声は聞こえているのだとエイルセイルは言っていた。だから、ディディウスは語りかけ続けた。


「父上……あのね、父上の部下だって言ってたエイルセイルのことなんですけど。彼はいったい何者なんでしょうか？　彼を見ていると時々痛いくらいに思うんです……」


　ディディウスは言葉を選び、それでもどことなく自信の持てない口調で言った。


「彼は、空からっぽなんじゃないかって……」


　何がどう空っぽなのかわからない。でもなんだか妙に寂さびしげで、見ていて悲しくなってくる。翼つばさを怪け我がした小鳥を見ているような感じだ。


　あの鳥は、飛ぶのだろうか。


　それだけが、妙に気になった。







◇◆◇







「死者の島、ミドラ、ねえ……」


　ダークロアは気乗りしないふうでひとりごち、メイヴェーラは珍めずらしく真しん剣けんな眼まな差ざしで、帝都の心臓部となる広場を見み渡わたした。


　四角い広場は列れつ柱ちゆう廊ろうで囲まれ、その周囲には巨きよ大だいな神殿と公共施し設せつが建ち並ぶ。


　長方形の建物は裁判などの集会用のもので、その隣となりに建つのは元老院の議場。巨大な丸まる天てん井じようと天窓を持つ神殿は太陽を司つかさどるミガ神のもので、桃もも色いろの花か崗こう岩がんだけを使った方ほう形けい神殿は春と花のディル神を祀まつる。少し奥まったところにある紺こん色いろの布で覆おおわれた巨大な岩は、嫉しつ妬と深ぶかき収しゆう穫かくの女神ナキウェドを祀ったものだ。


　広場の真ん中には巨大な水神の像があり、その像が担かつぐ壺つぼから、水が勢い良く噴ふき出している。水神は帝都の近くを流れるアミス川を擬ぎ人じん化かしたもので、老人の姿をとり、川の水を入れた壺を肩かたに担ぎ、左手でその壺を支え、右手で錫しやくをついている。人間の背せ丈たけのゆうに六倍の高さのある像がさらに土台の上に載っているため、壺は周囲の列柱廊の天てつ辺ぺんよりまだ高い位置にあって、流れ落ちる水の下では明るい陽光によって小さな虹にじができている。


　メイヴェーラとダークロアは、船乗りを雇やとって、再びアルバ＝ロンガからこの偽にせ帝都へとやってきた。霧きりが出て島に近づけなくなっているのではないかと危き惧ぐし、それに対たい抗こうできるよう準備も整えていたのだが、来てみると霧など一ひと欠片かけらもなかった。


　誘さそわれているのかもしれない。そうは思ったが、前進する以外の道はすでにない。


　船を適当な入いり江えに泊とめて、正面門から入って歩くことしばし。何度か帝都に来たことのあるダークロアは、こっちに行けばなんとか浴場、あっちはなんたら闘とう技ぎ場じようと劇場で、そっちは住宅地と市場、と道を指さして説明しながら歩き、この広場までやってきたのだ。


　ダークロアは最後に、青い空を背景に小高い丘おかの上に広がる、白はく亜あの建築物群を指した。


「んで、あっちの道を上って行くと皇帝の宮殿っと。まあ、よくもこれだけ造ったなあ」


「……そっくりなの？」


「そっくりもそっくり。帝都そのまんまだわ。地形や気候まで変えやがったな、こりゃ」


「でも……誰だれもいないよ」


「…………だな」


　相手がエイルセイルなら、島に近づいた時点でこちらの接近には気づいているはずだ。だからこそ「どうせわかっているならこそこそする必要もない」と半なかば開き直って正面から入ってきたのだが……


　通りにも、建物の中にも、人っ子一人いない。


　海鳥の叫ぶような声だけが、静まり返った都市に寂しく響ひびく。


「……っと、そうでもねえか」


「え？」


「お迎むかえが来たぞ」


　ダークロアの視線を追った先にメイヴェーラが見たものは、整備された石いし畳だたみの道をこちらへやってくる一団だ。


「……人？　でも、なんか変……」


　見た目は普ふ通つうだ。正規兵の鎧よろいと真しん紅くのマントを着けて、腰こしには剣けんを提さげている。ベルトから下がる金属製の下がり紐ひもがぶつかり合ってじゃらじゃらと鳴り、兜かぶとが陽光を照り返してきらりと光る。彼らは素す早ばやくメイヴェーラたちを囲むように展てん開かいし、一いつ斉せいに剣を抜いた。


「変だろうなあ、そりゃあ。魂たましいねえもん」


　何十もの切っ先に囲まれても、ダークロアには怯おびえたようすもない。それはメイヴェーラも同じだ。


「え？　じゃあ、これが……」


「甦よみがえった死者、だろ。死者の肉とか骨とかから、その生前の状態まで復ふく元げんするんだよ。ただし魂はもう海界に行っちまってるから、本人とは別物さ。魔ま法ほうで肉だけ動かしているに過ぎない」


　言われてよく見てみると、兜の下の顔は、生せい気きはあるがひどく無表情だ。


「ひどい……」


　唇くちびるを嚙かむメイヴェーラの頭を、ダークロアはぽんぽんと叩たたいてやる。


「そうさ。だから……頼たのむぞヴェルペイア！」


『承しよう知ち』


　応こたえる声はどこからともなく聞こえてくる。


　一瞬のちに、大量の水が水神像の担ぐ壺を内側から破は壊かいして溢あふれ出した。水は逆流した滝たきのように天を突ついて噴き上り、大だい蛇じやのようにうねって兵士たちに襲おそいかかる──！


　ダークロアは兵士が水に押し流されて空あいた道に、背中を叩いてメイヴェーラを送り出す。


「よし、行けメイヴェーラ、手はず通りだぞっ」


「うん！」


　メイヴェーラは元気良く答え、西風の後押しもあって飛ぶように速く駆かける。その足あし下もとを這はっていくのは白い蛇へびだ。


　兵士たちの幾いく人にんかはメイヴェーラを追おうとするが、そこへさらに水の塊かたまりが襲い、彼らを押しつぶす。残った兵士たちは魔法使いから片づけることにしたらしく、剣を構かまえて一斉に輪を詰つめ、ダークロアめがけて斬きりかかってきた。


　ダークロアは剣をひょいひょいと避よけ、あるいは蹴けり飛ばす。その合あい間まに、勢いは弱まったとはいえだらだらと水を流し続ける水神像の方を横目で見る。


　流れる水が一人の女性の顔を作る。彼女は口を開き、せせらぎのような声を紡つむぐ。


『わらわの力は守しゆ護ごする土地から離れるほど弱くなる。見知らぬ島では多少不ふ利りじゃぞ。わらわも疲つかれるしのう』


　その言葉を表しているのか、彼女の輪りん郭かくは不ふ鮮せん明めいで、表情もよくわからない。


　背後から斬りかかってきた兵士を杖つえで殴なぐり飛ばしたダークロアは、にっこりと女神に笑いかけ、彼女を拘こう束そくする力ある言葉を吐はく。


「水みな面もの乙おと女め、水みな底ぞこの母、川と子どもらの守護者ヴェルペイア。命生み出いだし守る者よ。その定めに従したがい、生死の掟おきてに背そむく者を討うて！」


　女神の顔を形作る水流が、一瞬歪ゆがんだ。水面に映る顔に表情は認められないが、それで女神が不ふ機き嫌げんになったことは十二分に伝わってくる。


『……くそっ、人使いの荒あらい……！』


「がんばってね～」


　ちなみに彼女は地上の下位神だが、その昔ダークロアによって封印を壊こわされ眠りから引っ張り出され、以来引っ張られっぱなしでダークロアの「お守もり」をしている。


　ダークロアは壊こわれた水神像の上に身み軽がるに登り、さらに追いすがる兵士を蹴り落とす。


　同時に、今度は広場の床ゆかに敷しき詰められていた石が、タイルがきしみ──


　地面に深い亀き裂れつを作って、水が兵士たちの足下から噴き上がった。水神の像からちょうど放射状に亀裂は広がり、土も、石も、何十人もの兵士たちも、何もかも吹き飛ばし、遠い地面に、あるいは広場のぐるりを囲む列柱廊の柱に叩きつける。


「うは。ご苦労さん」


『礼は早いぞ』


　水流が一いつ旦たん落ち着くと、ダークロアは遠くから近づいてくる新あら手ての足音を聞きつけた。


　倒たおれる兵士たちには目もくれず、新たな兵士たちが続々と四方の道から駆けつけ、剣や槍やりが陽光を浴びて輝かがやく。ダークロアは筋肉をほぐすように伸のびをすると、一つ不ふ敵てきに笑ってみせた。


「わかってるってー。これからが本番、だろ？」











　メイヴェーラは何百もの石段と幾いくつもの門を越こえ、目指す北の丘目指して突っ走った。


　先せん導どうするのは一いつ匹ぴきの蛇だ。〈滅びの女神〉がディディウスのかすかな臭においを捕とらえ、行くべき先を教えてくれる。


　そして高い壁かべを乗り越えて辿たどり着いたのは、広大な庭園の中だった。


　メイヴェーラは額ひたいや耳の後ろから垂たれた汗あせを拭ぬぐい、荒い呼吸のまま庭を見回す。


　まだ春浅いというのが信じられないような、花に溢あふれた庭だった。緑は濃こく、鮮あざやかな花が高木にも低木にも咲き乱れ、風に吹かれて花粉を散らしている。濃こい匂においが鼻につく。


　だが、メイヴェーラはすぐに異変に気づいた。


　虫がいない。蝶ちようも、羽虫も、地虫の類たぐいも。鳥もだ。


　ここは、急ごしらえでむりやり造られた庭なのだ。動物は恐おそれて近づかないか、あるいは近寄らないように魔法がかけられているのだろう。


「……変なのォ！」


　メイヴェーラはちょっと眉まゆをひそめてそんな感想を漏もらしたが、それでも蛇に導かれて小道を見つけ、そこを歩いて奥に入っていく。蛇はしばらく行くと横手の茂しげみに分け入り、メイヴェーラも肌はだの出ていた足をつつかれながら、同じ茂みを抜ける。


「いてて……ん？」


　茂みを抜けた先は開けた芝生しばふになっていて、その芝生の向こうに壁が見える。建物だ。


　駆け寄ると、その壁の前にとぐろを巻いていた蛇が、首をもたげてメイヴェーラに上を指し示した。


　蔦つたの這った真っ白い壁は何階層分も続き、その階層ごとにたくさんの窓が並んでいる。


　その最上階──五階程度だろうか？──にとりわけ大きな窓が一つあって、そこから少年が身体からだを乗り出して遠くを見ている。


「ディディ！」


　メイヴェーラは思わず叫んでいた。少年は声に気づいて周囲を見回し、やがてメイヴェーラを見つけたらしくあっと声を上げてあとずさり、部屋の奥に消えようとする。だがその前に、メイヴェーラは風を起こしていた。


「いっけぇえええ！」


　右腕をぐるんと振ふると、その動きに合わせて風が生まれる。風は周囲の芝生を散らし庭木を折って、折れた庭木ごと少年のいる窓めがけて突とつ進しんし、その窓まど枠わくと付近の壁を破壊する。


　そして今にも室内に駆け戻ろうとしていた少年の身体を捕らえ、窓の外に叩き出す！


「う──うああああ!?」


　少年は絶ぜつ叫きようし手足をばたつかせるが、結局近くのマロニエの木に突っ込み、枝を折りながら地面に落ちる。枝のおかげで落下速度が緩ゆるみ、骨を折るなどの大おお怪け我がはないようだが、多少腰を打ってしまったらしく、痛そうにさすりながら立ち上がる。


「貴き様さま何者──」


「そォれッ！」


　少年の誰何すいかを遮さえぎって、メイヴェーラは両手を突き出しさらに風を起こす。少年は飛ばされて同じマロニエの木に頭を打ち、呻うめいてくずおれる。


　メイヴェーラは駆け寄り、少年のそばに座り込んで肩かたを摑つかみ揺ゆさぶった。


「どうディディっ、メイのこと思い出した!?　霧きり晴れた!?」


「き──貴様何者だっ！」


「あああっ、むりなの!?　じゃあ奥の手よっ！」


　メイヴェーラはいきなり襟えり元もとを乱みだして肌を見せると、少年の腕を取り、しなだれかかった。


　ダークロアから教えられた「奥の手」だ。


「ねえ～ん、まだ思い出さな──いだっ」


「放はなせっ！」


「殴ることないでしょっ、ディディのばか～！　それにそこは『俺の身体で気持ち悪いことすんなっ！』でしょ～」


「なんのことだ!?」


「だからあ、メイがディディの身体で色いろ仕じ掛かけをして、それをディディがやめろって止めてっていうパターンで記き憶おく回復を──」


「ちょっと待て、誰が誰の身体……？　なんだ、おまえ……顔が……」


　少年はメイヴェーラの顔を見つめてはたと気づき、言葉を失った。


「似ている……？」


「うん。ディディの身体だから当たり前だけど。それに本当のディディは十四歳だけど、そっちのディディはもっと若いよね？」


「え？　僕は……七つだけど……」


「七歳まで記憶を封ふうじられてしまったのね。そのせいで身体も相そう応おうのものになってしまった、ってことかなあ。ま・いいから一いつ緒しよに来てね……って、あれ？」


　メイヴェーラは、じいっとディディウスの顔を見つめて、ちょっと頰ほおをつついてみた。


　出し抜けにハッと顔色を変えて叫ぶ。


「あっ、やっぱりこっちの方がお肌はだ綺き麗れい！　しかもなんか身体小さくて可愛かわいいしっ。ディディずるいっ！」


　言いながら、その頰をさらに摘つまんで引っ張る。柔やわらかくてすべすべしている。


「ず……ずりゅひって、い、いひゃいっ！」


　強く頰をつねられて、ディディウスは慌あわててメイヴェーラの手を引き剝はがした。


「痛いじゃないかっ！　あと、間ま違ちがっても可愛いなんて言うなっ、ぼ、僕は男だぞっ！」


「えー、こんなに可愛いのにぃ」


　しゅんとなって、メイヴェーラは指をくわえて恨うらみがましくディディウスを見つめる。


「いい加か減げんにしろ！　とにかく、おまえが何者だか知らないが、僕はここから離れるわけにはいかない！　僕には帝てい都とや父上を守る義ぎ務むがあるんだからなっ！」


　ディディウスは顔を真っ赤にして立ち上がり、憤ふん然ぜんとそう言った。


　メイヴェーラは指をくわえたままきょとんとした顔でしばらくディディウスを見つめ、それからじわじわと顔を歪ゆがませていった。口はへの字に曲がり、頰はぶにっと膨ふくらんで、眉は真ん中に寄る。


　そして、目には涙。


　銀色がかった緑の瞳は、うるうると潤うるんでなんだかさっきよりも大きく見える。


「ディディ……ダメなの、帝都も、ディディのお父さんも、もう……」


　後半の声は言葉にならず、メイヴェーラはその大きな目からだらだらと涙をこぼした。


「あ、あの………？」


　自分より幾いくつも年上の女の子が泣いているのを見て、ディディウスはとても驚おどろいた。年上の子でも泣くんだ、どうしようと狼狽うろたえていると、メイヴェーラはいきなりわしっとディディウスを抱だきしめた。


「あああ、ディディッ、かっ、かわいそうっ！　お父さんも、帝都も、もうないのよーなんてっ、そんなこと、メイには言えないー！　あーん！」


「いや、なんのことだかわからな……おい、これは」


　ディディウスはむりやりメイヴェーラを引き剝がし、自分のつまみ上げたものを彼女の目の前に突つきつけた。


　それは紐ひもに通された金の指輪だった。紐はメイヴェーラの首にかけられている。それまで服の下に隠かくされていたものが、メイヴェーラが胸むな元もとをはだけたせいで外に出てしまったのだ。


　台だい座ざにはめ込まれた石には文字が刻きざまれ、印いん鑑かんとなっている。


　皇帝の印しるしだ。


「おいっ！　これはなんだ、父上のものじゃないかっ！　貴様いったい何者だ!?」


　メイヴェーラは濡ぬれた頰を手で擦こすったが、涙はまだ流れ続けて止まらない。それでも何度も目元を拭ぬぐって、一いつ生しよう懸けん命めいに、精一杯の言葉で言った。


「何者って、言われても、メイはメイだもんっ。説明なんかできないもんっ。でも、これだけは言えるのっ、メイは、メイは絶対にディディの味方なのっ！　ディディがどんなことして、どんな悪い子になっちゃっても、メイだけはディディの味方なのっ！」


　メイヴェーラの目は涙できらきら光っていて、そして怖こわいくらいに真剣だった。


　ディディウスは心のどこかで痛みを感じる。


（何故なぜだろう──この子の泣き顔は、なんだか切せつない）


「……でも、僕はここに残って、父上みたいな立派な皇帝にならなくちゃいけないんだ」


　メイヴェーラは真剣だった。だからディディウスも真剣に答えた。


　ディディウスの言葉を聞いて、メイヴェーラの顔が苦痛に歪む。自分が彼女を傷つけてしまったと知り、ディディウスは唇くちびるを嚙かむ。だが、それでも自分の答えを変えることはできない。


「わかったわ……」


　メイヴェーラは、決意を秘ひめて呟つぶやいた。


　もう一度もっと強い風を起こして、今度こそディディウスの記憶の霧を払はらうのだ。


　メイヴェーラは右腕を頭上高く振り上げる。風がその周囲で唸うなりを上げ、梢こずえの葉が、茂しげみの花が、引きちぎられて飛ぶ。


「き、君……？」


「ごめんね、ディディ。それでもメイはこうしないといけないの」


　風はさらに勢いを増し、枝が折れ、木々がしなる。ディディウスは腕で目を庇かばいながら、困こん惑わくしきって少女を見ていた。


　メイヴェーラは、振り上げた腕を振り下ろそうと──した。


　だが振り上げたその手首を、背後から茂みを搔かき分けて現れた人物にぱしりと握にぎられた。


「いかがなされました、我わが主あるじ」


　メイヴェーラは耳元で響ひびく声にぞっとした。ディディウスは瞬まばたきを繰くり返しながら、現れたエイルセイルを見上げた。


「いや……その子が突とつ然ぜん現れて……」


　エイルセイルは、メイヴェーラの顎あごを摑んでぐいと上を向かせた。


「この者が危き害がいでも？　ならば殺してしまいましょうか」


「エイルセイル!?」


「皇子の身の上に危害を及およぼすとなれば、死し刑けいも当然でしょう？」


「だめだっ！」


　ディディウスはエイルセイルの手からメイヴェーラを奪うばい、背後に庇った。


「ディディ……？」


　ディディウスのまっすぐな視線と、エイルセイルの静かな、けれど威い圧あつ的な視線がぶつかる。エイルセイルが手を差し出す。


「では、その娘は捨て置きましょう。いらっしゃい、皇子」


　ディディウスはちらりと後方のメイヴェーラを振り返り、小声で言った。


「君はちゃんと逃にげるんだよ」


　そしてエイルセイルの方へと、歩き出す。


（ディディがいっちゃう──）


　メイヴェーラはまた右手に風を集め始めた。


（行かせない）


　ここで風を起こして、ディディウスの記憶を封じる霧きりを払うことさえできれば、エイルセイルの思おも惑わくは潰つぶれ、ディディウスはメイヴェーラのところに戻ってくる。何もかもまた元通りだ。一緒に喧けん嘩かができる。一緒にお話ができる。一緒に色んなものを感じられる。


　霧さえ払うことができれば──


「ディディ！」


　メイヴェーラの呼びかけに振り向きかけたディディウスの手を、エイルセイルが摑つかんで引き寄せる。エイルセイルのもう片方の手は霧の大おお鎌がまを造り出す。鎌が一振りされ、刃はに触ふれてもいないのに、風ふう圧あつだけでメイヴェーラの首筋から血が流れる。


「エイルセイル!?」


　ディディウスの焦あせったような声を聞きながら、メイヴェーラは痛みを無視してさらに風を呼んだ。エイルセイルがとどめの一いち撃げきを繰りだそうとするのを、ディディウスが摑みかかって止めようとする。だが止めきれず、ディディウスは突き飛ばされて灌かん木ぼくの茂みに突っ込む。


　エイルセイルの鎌が振るわれる。


（身を守らなきゃやられる）


　メイヴェーラはそう思った。集めている風で霧の鎌を吹き飛ばさなければ、今度こそやられる。エイルセイルの狙ねらいはそこにある。メイヴェーラの今起こしている風をここで散らしてしまえば、メイヴェーラが次の風を集めるまでに、エイルセイルはディディウスを霧でどこかに飛ばしてしまえる。


　メイヴェーラはエイルセイルを見み据すえ、上げた腕を振り下ろした。


　風が獲え物ものを見つけた猟りよう犬けんのように唸うなる。限界まで集められ、渦うずを巻き石いし壁かべすら壊し始めた風が、ついに解き放たれる。


　エイルセイルの鎌ではなく、茂みの中に座り込んでいるディディウスめがけて。


「全部思いだしちゃってよディディ！」


　メイヴェーラは叫ぶ。その身体からだにエイルセイルの鎌が食い込む。メイヴェーラは衝しよう撃げきで後方の建物の壁にぶつかり、ディディウスも風によって飛ばされそうになったところを、エイルセイルの腕が伸びて抱き留める。


「う──」


　呻うめく腕の中のディディウスを見下ろし、エイルセイルは舌打ちした。


　風の直撃を喰くらった。多少は霧が消えてしまっているかもしれない。


（だがもしそうなら、また封ふう印いんしなおせばいいだけのこと）


　ディディウスはうっすらと目を開け、覗のぞき込んでくるエイルセイルの顔をしばらく見つめてから、ぼうっとしたままの目線をメイヴェーラの方に送った。


　メイヴェーラはなんとか霧の鎌の直ちよく撃げきを避よけていた。だが腹部には赤い染しみが滲にじみ始め、決して無傷ではない。


　メイヴェーラはじっとエイルセイルを見つめた。そして、期待を込こめてディディウスを。


　ディディウスは何秒もそのまま黙だまっていたが、やがてエイルセイルの腕から身体を離し、ひとりで立った。エイルセイルは舌打ちし、メイヴェーラの顔にはほっとした笑えみが広がる。


　ディディウスは静かな声でこう言った。


「行こう、エイルセイル」


「……ディ……」


　メイヴェーラの喉のどで悲鳴が凍こごえる。


　対照的に、エイルセイルは満まん面めんの笑みを浮かべた。


「はい、我が主」


　ディディウスはエイルセイルの差し出す手を取り、メイヴェーラに背を向けた。エイルセイルの霧が、その周囲を取り巻く。


「……失敗……だったの……？」


　そう呻くことしかできないメイヴェーラに、ディディウスは最後に一いち瞥べつを与あたえ、声には出さずに口を動かした。


　メイヴェーラはその口の動きを見て、声すら出せなくなった。


　エイルセイルとディディウスの姿が霧の中に消えたころ、兵士を撒まいてきたダークロアが駆かけつけた。


　まだ座り込んだままのメイヴェーラの肩を揺ゆすぶり、ダークロアは心配げに問とう。


「おい、メイヴェーラ、どうだったんだ？　ディディウスは？　記き憶おくは戻らなかったのか？」


「…………」


「メイヴェーラ？」


　ディディウスは去りがけに、声には出さずにこう言ったのだ。





　ごめん、メイ。





　メイヴェーラは混乱していた。ディディウスの記憶は戻ったのだ。たぶん。メイヴェーラのことをメイと呼び、謝あやまるということは……


　けれど、それならばなぜ、エイルセイルと一いつ緒しよに行ってしまったのだ？


「……よく、わかんない……」


　メイヴェーラはそう呟いた。そうとしか言えなかった。


（記憶が戻っていて、それでもエイルセイルと一緒に行ったってことは……）


　メイヴェーラは考えたくない可能性に行き当たってしまった。


（ディディは、この帝都とお父さんを選んだの……？　メイたちではなくて）


　現れた霧は、葉に露つゆを残し、静かに散っていった。







◇◆◇







　エイルセイルの霧に覆おおわれたと思った次の瞬間には、ディディウスは謁えつ見けんの間にいた。


　霧と霧を繫つなぎ、空間を移動させられたのだ。


「皇子、お怪け我がは？」


「…………ないよ」


　ディディウスの声の調子がいつもと少し違ちがう。そのことに気づいて、エイルセイルはディディウスの顔を覗き込もうとした。その動きを制せいして、ディディウスのほうから顔を上げる。


　先さき程ほどあのような騒さわぎがあった割わりには、ずいぶんと静かな表情をしていた。


「…………エイルセイル。君の目的はなんだ？」


　出てきた声も静かだった、七つの少年にしては静かで、平へい坦たんすぎる。


　エイルセイルは意味がわからないというように微び笑しようを湛たたえたまま首を傾かしげて見せた。


「はて？」


「帝都の者たちにかけられた呪のろいを解く方法を教えてくれて、それを手助けしてくれている。それはすごくありがたい。でも、君の目的はそれだけで終わるものではないだろう？」


　ディディウスは言葉を選ぶように、慎しん重ちように話す。その話しぶりも、七つという年を考えると大人おとなびている。


「先さき程ほどの娘に何か吹き込まれましたかな？」


　エイルセイルの問いに、ディディウスは答えない。ただ、エイルセイルの答えを待つ。


　エイルセイルはさも困ったような情けない表情を浮かべて、問いを重かさねた。


「私の忠ちゆう誠せいをお疑うたがいで？」


「まさか。ただ、僕は父上とこの国のことを考えていなければならない」


「疑問を差し挟はさむことは、あなたの父上とこの都のためになりませんよ」


「どういう意味だ」


「父上を守りたいでしょう？　この都を守りたいでしょう？　ならば疑ってはなりません」


「……疑いを持つことはものごとの基本だ。おまえは僕を操あやつろうとしているのか？」


（正解）


　エイルセイルは内心でそう呟つぶやいた。顔にはもちろん出さない。


「疑いを持たせること、それがあやつらの目的、術じゆつ策さくなのです。そして私とあなたの仲を裂さく。それが目的なのですよ。世の中には疑ってはならないことがあるのです」


「エイルセイル」


　エイルセイルの見る限り、ディディウスは苛いら立だっているようだ。


「僕はただ、君の最終的な目的を訊きいているだけだ」


「あなたの幸福が私の目的ですよ」


　苛立ちが募つのって火花が散るような気配があったが、ディディウスは結局苛立ちを爆ばく発はつさせることはなく、代わりに少しだけ不ふ服ふくそうに、そしてある種しゆの決意を込めて唇くちびるを引き結んだ。


　次ついでその口から出てきた言葉は、エイルセイルを困こん惑わくさせた。


「僕の目的はおまえをそこから引っ張り出すことだ」


「……はい？」


「おまえのいるところは寂さびしすぎる。なんだか悲しい。だから、そこから、もっと明るいところへ引っ張り出したい。もっと明るい道があるはずなんだ。辛つらいのは見ていていやだ。


　それだけだ」


　先に立って玉座の間を出ようとするディディウスを追うエイルセイルへ、さらにディディウスは付け加えて言う。


「それから、昨日の答えだけど、僕はそれでも皇帝になるよ」


　エイルセイルは数秒考えて、思い出した。


　もしも父から皇帝になるなと言われたらどうするのか、とエイルセイルが訊いた、あの質問のことだ。


　予想外の、しかも明めい確かくな答えに驚おどろき、エイルセイルは立ち止まってしまった。ディディウスはそんな彼を振り返って、きっぱりと言う。


「何を驚いている？　当たり前だ。僕は父上みたいな立派な皇帝になりたい。父上がなるなっておっしゃられても、誰だれが何て言っても、僕はなるよ」


「どうして……そこまで」


「どうして？　さあ？　別に理り屈くつで言えることじゃないんだと思うよ。冷れい静せいに判断して、その力が僕にあるとかないとか、そういう問題じゃないんだ。僕ならできると思っているわけでもない。でも、父上のような、民たみを愛する為い政せい者しやになりたいんだ」


　ディディウスの表情は冷たいほどに平へい静せいだった。ただ、瞳にちらりと垣かい間ま見みえるのは、どこか寂しげな色。


（……おかしい）


　ディディウスの言動は、それまでのものとは明らかに違う。エイルセイルは霧きりがまだディディウスの記憶を封ふうじているのか、自分に具そなわった力を使って確かめようとした。


　だが、ディディウスの心が見えない。


（……!?）


　エイルセイルの目は、相手の心の裏の裏まで見通す力があった。その力が働はたらかない。


「エイルセイル？」


　凍こおりついたように立ち止まっていたエイルセイルは、呼びかけられて首を振った。


「いえ………なんでもありません」


　ディディウスは訝いぶかしげな顔をしながらも、皇帝に挨あい拶さつをして部屋を出ていく。父たる皇帝は息子むすこの挨拶に応こたえはしない。魂たましいのない者は喋しやべることも考えることもない。ただの操り人形だ。寂しげなディディウスの後ろ姿を見送りながら、エイルセイルは自じ問もんを繰くり返していた。


（……どういうことだ？　見えない？）


　周囲のものは普通に見える。緑の列柱も、玉座も、そこに座る人形も。


　見えないのは、人の心だ。


　いつもなら望まずとも、他人の妬ねたみの呟きが耳に入り、秘ひめられた願がん望ぼうが思考に入り込んでくるはずだった。霧を司つかさどり、見えざるものを司るエイルセイルには、すべてを見通す力があった。人の心の暗くら闇やみも、残らず知ることができた。


　エイルセイルはかつて何度も、この力を恨うらんだ。他人の心など、見たくもなかったから。長いことエイルセイルを苦しめ続けてきた力だった。


　人の心が見えないということは、その力が消えたということだ。


　最初に感じたのは驚きで、徐じよ々じよにわき上がってきたのは困惑と喜びだった。


　エイルセイルにとって人の心が見えるということは息をするのと同じくらい当たり前のことだった。だから今の状じよう況きようはいきなり目め隠かくしをされたようなものだった。だが、その困惑を越こえて発ほつ作さ的に突つき上げてきた笑いが身体からだを震ふるわせ、戸と惑まどいをねじ伏ふせてしまう。


「ふ……くくくく！　見えない！　ああそうか、こんな感じなんだね。ああ。いい気分だ」


　なぜ急にこんなことが起こったのか、それはわからない。だが思い返してみれば、少しずつ色々なものが見えなくなり始めていたような気がする。長い年月をかけて、少しずつ、霧がエイルセイル自身をも覆おおっていった。


　そう。霧だ。霧の海だ。


　霧の海に沈しずむのだ。どんどんどんどん、先の見えない闇色の霧に溺おぼれていくのだ。


「あははは……ははははははは！」


　霧はやがてエイルセイル自身を食いつぶし、世界を食いつぶす。そうなる予感がした。霧の力が暴ぼう走そうする。それは気持ちのよいことだった。


　そうだ、自由な霧になってしまうのだ──エイルセイルは呟いた。自由な霧に、何者にも捕とらわれない霧に！


　エイルセイルの引きつったような笑い声だけが、静かな皇帝の座ざ所しよにこだましていた。














四章　あなたはだあれ？







『これ以上は放ほうっておけぬ』


　乳白色の蛇へびが、夜空よりも真っ黒い虚こ空くうの口から、そんな言葉を吐はいた。


「放っておけないのはわかってるわよ！　あんたは黙だまって……」


『あやつを滅ほろぼす』


　帝てい都と郊こう外がい、海に近い森の中である。


　潮しお騒さいと近くを流れる小川の音が絶たえ間まなく大たい気きを震わし、梢こずえの間から覗のぞく空にはこぼれんばかりの星が瞬またたいている。


　メイヴェーラは、その静かな夜を破は壊かいしつくすような大声を上げた。


「滅ぼ………………っ！　て、誰を!?　まさかディディのこと!?」


　川かわ縁べりの土手で、メイヴェーラ、ダークロア、それに蛇に変へんじた〈滅びの女神〉で、焚たき火びを囲かこんでいるところだ。


『ディディウスとか呼ばれておる私の契けい約やく者しやだ。滅ぼす。これ以上見過ごせぬ』


「そんなのダメ～!!　悪いのはエイルセイルなんだからねっ！」


　摑つかみかからんばかりのメイヴェーラを、ダークロアが背中から摑んで止める。


「お……落ち着け、メイヴェーラ」


「エイルセイルがディディをおかしくしちゃったのよ!?」


『そうだ。しかし表だって死を司つかさどる小神や妖よう精せいどもと契約を交かわしているのはあの子どもだ。その術すべを教えた天空神もその天空神の造ったあの都市も勿もち論ろん残らず滅ぼすが、私は私の契約者が死し術じゆつを弄もてあそんでいることの方が許ゆるし難がたい』


「なんでよっ！」


『死者復活は私の最も嫌きらう業わざなのだ。私の定さだめは滅びるべきものに滅びをもたらすこと。死者復活はその逆だ。滅びたはずのものを法に逆さからい甦よみがえらせるなど、私の契約者ともあろう者の為なすべき業ではない』


「むっ……難しいこと言われてもわかんないもんっ！　あんたなんか大ッ嫌い！」


　メイヴェーラの声はどんどん大きくなり、それとともに周囲で風が牙きばを剝むき始める。ごうごうと唸うなり、耳元を掠かすめていく風に、ダークロアは肝きもを冷ひやした。


「ま、待て、メイ、なっ」


『私に勝てると思っているならやってみるがいい』


「あーっ!!　頼たのむから挑ちよう発はつするなーっ!!」


「じゃあやってやるもーんっ！」


　ダークロアの叫びも空むなしく、メイヴェーラの罵ば声せいとともに、突とつ風ぷうが吹ふき抜ぬけた。


　…………川の魚が空を飛び、折れた木が頭上を飛び交い、まき散らされた焚き火がぼやを起こした。


　メイヴェーラが肩かたで息をして風を収おさめたころには、ダークロアは疲つかれきって、大きな木の根元にぐったりと座り込んでいた。ぼやを消したのはもちろん彼だ。木の枝に引っかかっていた魚が落ちてきて、その後こう頭とう部ぶにぺちりとぶつかる。ダークロアはローブの隙すき間まに入り込みかけた魚を拾い上げ、夕飯がまだだったことを思い出した。


　メイヴェーラはダークロア以上に疲れきって地面に倒たおれ込んでいる。力を使いすぎたのだ。〈西風〉はメイヴェーラと一緒に生まれた兄弟のようなものだから本来なら風を操あやつって疲れることなどないのだが、今はディディウスの身体なので勝かつ手てが違うのだ。〈滅びの女神〉だけは澄すました顔で、元の場所でとぐろを巻いている。


　ダークロアは魚の尾おをつまんでぶらぶらさせながら、その〈滅びの女神〉に言った。


「あのな、〈滅びの女神〉。たぶん、それがエイルセイルの目的だ」


〈滅びの女神〉が、その長い首をもたげてダークロアを見み据すえる。


「エイルセイルの目的はディディウスを滅ぼすことだ。だが前におまえさんを復活させたときは、おまえさんがディディウスの側がわについちまって失敗した。それなら、その仲を引き裂さいて、おまえさんにディディウスを滅ぼしてもらおうってのが、今回の作戦だろ。だから、ディディウスにおまえさんがいやがる死者復活をむりやりさせている、と」


『だとしても、私はこれ以上待てぬ』


「いや……しかしだな、ここでおまえさんがディディウス滅ぼしちまったら、エイルセイルの思おも惑わく通りなんだぞ？」


『構かまわぬ。誰の思惑だろうと、私は私に定められたことを果たすだけだ』


〈滅びの女神〉はそう言い放はなった。決意は岩より固そうだ。


「あのなー……もうちょっと待てって。放っておくとは言ってねえだろ。まだ方法が……」


『方法？　情じように訴うつたえでもするのか。無意味だな。だいたい契約者は記き憶おくが戻もどっている節ふしがあるのだろう？』


　その言葉にはメイヴェーラがムッとして、疲れきった顔を持ち上げて睨にらんだ。


「そ……っ、それはっ、きっと何かまだ術がかけられていてーっ」


『ふん。おおかた故郷が恋こいしくなったのだろうよ』


「ちっがうもーんっ!!」


　メイヴェーラと滅びの女神が再び険けん悪あくな雰ふん囲い気きになりかけたとき、闇やみ夜よを包み込むように、霧きりが出てきた。


　星明かりが隠かくれる。白い闇が黒い闇と溶とけ合い、世界を閉とざす。


　三人とも、なんとなく口を噤つぐみ、なかなか話を再開できなかった。


　メイヴェーラは唇くちびるを嚙かんだ。


『ディディがどんなことして、どんな悪い子になっちゃっても、メイだけはディディの味方なのっ！』


　ディディウスに対して言ったその言葉に、一いつ片ぺんの偽いつわりもない。


（でも、なんにもわかんないのは不安だよ、ディディ……）


　霧は、冷たく島を閉ざしていった。







◇◆◇







　回かい廊ろうは長く伸のびていた。


　一方を壁かべ、一方を列れつ柱ちゆうによって挟はさまれた回廊だ。壁には一面に鮮あざやかな朱しゆ色いろや緑色で天空の花はな園ぞのが描えがかれ、大理石の柱の間からは夜の帝都を見下ろすことができる。


　ディディウスは柱の間に立ち、帝都を見下ろしていた。


　西の森から出始めた白い霧は、灯あかりのほとんどない帝都の上を滑すべるように包み込み、やがて斜しや面めんを登ってディディウスの住まいするイリヌスの丘おかの方にまで届いた。


　霧が剝むき出しの肌はだを撫なでるようになっても、ディディウスはその場に留とどまり続けた。


　やがて、その視線がふと脇わきに逸それた。


　回廊に、橙だいだい色いろの灯ともし火びが浮ういていた。


　灯火はかすかに揺ゆれ動き、細かく色を変え伸び縮ちぢみ、徐じよ々じよにディディウスの方に近づいてきた──それは蠟ろう燭そくの炎ほのおだった。掲かかげ持つのはエイルセイル。


　霧が這はい寄るように速すみやかに、エイルセイルはディディウスの傍かたわらに寄り添そった。


「……お風邪かぜを召めされる前に中にお戻りください」


　ディディウスはそれには従したがわず、ぽつりと漏もらした。


「……霧は好きだな」


　風が吹く。乳白色の霧が動くが、まだ濃こいままだ。


「なぜですか？」


「緑にとってはおしめりになる。それに、霧の中で見る蠟燭の炎は綺き麗れいだ」


　見通す力を失ったエイルセイルには、ディディウスが何を考えているのかはわからない。


　だが、ディディウスがすでに記憶を取り戻したか、あるいは半ば取り戻しつつあるのだろうことはわかっていた。だから皮ひ肉にくげに口元を歪ゆがめた。


「……世せ辞じか、機き嫌げん取とりのつもりですか」


　言いながら、どこまで自分たちがこの茶ちや番ばん劇げきを続けるのか、エイルセイルは考えていた。


　ディディウスも同じことを考えていたのだろうか、エイルセイルの目を静かに見つめ、それから帝都を見下ろした。


「いいや。ただ、そう思った」


　沈ちん黙もくが下りる。


　その帳とばりを破やぶったのは、エイルセイルの方だった。


「………前に、まったく反対のことを言われたことがありましたよ。


　霧なんて大だい嫌きらい、と」


「嫌い？　どうしてだ？」


「……確か、『獲え物ものには逃にげられるわ道は見失うわ服は濡ぬれるわ、ろくなことがない』と」


「ああ、確かにそうかもね。獲物って、その人は狩かり人うどか何か？」


　エイルセイルは遠い昔の抽斗ひきだしの中をまさぐり、いつまでも色いろ褪あせない記憶を引っ張り出した。


「ええ。狩人でした……まだ若く、腕は未み熟じゆくでしたが」


　エイルセイルはただ霧の中の蠟燭の炎を見つめていた。


「獣けもののような子でしたから、いっそ森の獣の仲間入りをしてしまった方が幸せだったでしょう」


「……でも、人間だろう？」


「人間ですよ。でも、遠くから移り住み、里には受け入れられず、森で暮らしていました。里には受け入れられませんでしたが、その子は結局人間で、獣の仲間にもなれませんでした」


　エイルセイルは抽斗をまさぐり続けた。けれど、彼女が『ろくなことがない』と言ったあと、自分がなんと言ったのか、思い出せなかった。決して色あせたことのない記憶に、霧が手を伸ばし始めていた。霧の暴走は止まらないだろう。いつか自分が誰だれかもわからなくなるのかもしれない。深い霧に埋うずもれて。


　だが、もうどうでもいい。霧が暴あばれるならそれもいいだろう──エイルセイルはそう思う。


　現実の霧は、その間も濃さを増していく。もう、すぐそばの壁も闇と霧に隠かくれてしまって、絵の具の色すらわからない。手元に灯火があるのに、だ。


　不ふ意いに、エイルセイルは核かく心しんに触ふれた。


「いつまで〈皇おう子じ〉でいるつもりですか？」


「さあ。状じよう況きようが許す限り、かな」


「……なぜ私のそばにいることにこだわるのですか」


「僕の目的は言っただろう？」


　ディディウスはそう言い、柱から身体からだを離し、霧の向こう、廊下の奥に消えた。


　エイルセイルはその場に留とどまり続けた。


　ディディウスの霧の封ふう印いんは解けた。


　それは確実だ。ならば、また霧をかければよいだけのこと。けれど、ディディウスが逃げ出しもせずエイルセイルのそばに留まったことが気になった。


　なぜ？　その問といの答えは、ディディウスがもう言っている。





『おまえをそこから引っ張り出す』





　ディディウスはそう言った。ディディウスの言う「そこ」とは、エイルセイルの心が捕とらわれているこの霧の闇のことだろう。つまりディディウスはエイルセイルを救いたいのだ。


　ディディウスは宣せん言げんしたことを愚ぐ直ちよくに実行しようとしている。そのためにエイルセイルのそばにいて、エイルセイルに挑ちよう戦せんしようとしているのだ。この心を踏ふみにじるのなら踏みにじれ、それでも自分はおまえのそばにいておまえを救ってやるのだと、ディディウスは言いたいのだろう。


　それなら、その挑戦を受けるのもいいだろうと思う。


　そして、無む謀ぼうな挑戦をしてきたディディウスを徹てつ底てい的に叩たたきのめすのだ。


（まだ僕を救いたいなんて言っているんだね、あのぼうやは）


　救いがなんなのかすら、今のエイルセイルにはわからない。心安らぐとはどういうことか、わからないしそんなものは無意味だ。だから、ディディウスの言うことが理解できないし興味もない。自分に理解できないことを言い、行おうとしているディディウスが疎うとましい。つぶしてしまいたい。きらきら輝かがやく目をしているディディウスに決して落ちない汚よごれを塗ぬりたくり、霧の海に沈しずめてしまいたい。そうすればもうエイルセイルを惑まどわすこともなくなるから。そうして、ディディウスの心がゆっくりと死んで、最後の息を吐はき出して、その口がもう何も喋しやべらないのだと知ったら、自分はきっととてもとても安心するのだ。


　救われたくなどない。そんなものはいらない。


　何もいらない。ただ一人の女性が欲ほしかった。


　霧が指先を覆おおう。鼻をかすめ、頰ほおに触れる。身体を包み込む。


　エイルセイルにとって、長い生は拷ごう問もんそのものだった。


　無む為いの日々。硬かたく巨きよ大だいな岩山を少しずつ削けずり出して砕くだいて水に溶かして流していくように、限りない神の命が終わる日をただ待ち続けた。たった一人の女性だけを思い続けて、星の数を数え続けるような永遠という名の苦痛をやり過ごした。


　その星も、今は見えない。見えない星空を見上げて、エイルセイルは小さく震ふるえた。


『真まっ暗くら闇やみに一人ぽつんといることに、いきなり気づくの。そういうことってある？』


　ああ、あるよ──


　エイルセイルは震える唇で呟つぶやいた。寂さびしいよ。


『世界は広すぎて寂しいわね』


　ああ、そうだね──……


　エイルセイルは、その場に蹲うずくまり、朝までそうしていた。











　自分の部屋に戻り、ディディウスは寝しん台だいに身を投げ出した。


　疲つかれた。


　記憶は、実のところまだ六割程度しか戻っていない。ところどころ抜ぬけ落ち、虫食いにあったように繫つながらない。だが、エイルセイルのことはほぼ思い出すことができた。


　ディディウスがどんなに逃げ回ったところで、どこにいてもエイルセイルは見つけ出し、追いついてくるのだ。逃のがれることはできない。


　それならば、立ち向かった方がいいと思った。エイルセイルのそばにいて、彼の言葉を聞いて、彼の埋もれている過去から引っ張り出したい。彼に自由になって欲しい。


　だが、それは想像していた以上に困こん難なんで、疲れるものだった。


　底なし沼ぬまのようなものだ。助けようとすれば自分も引きずられてしまう。


　そして、エイルセイルにそこから這はい出るつもりはないのだ。


　ディディウスにわかったのは、エイルセイルの苦く悩のうは一生変わらないだろうということだけだった。それは消え去りも変化もせず、延えん々えんとエイルセイルにつきまとうものなのだろう。


　だいたい、今まで消えなかったものが、ディディウスと少し話したくらいで解かい消しようされるはずがないのだ。


　だからといって正面切って戦っても、ディディウスでは一生彼に敵かなわない。このままではいつか必ず殺される。


（……殺されるのは、やだなあ）


　そう、それはいやだ。


　何しろディディウスには色々とやりたいことも、見たいものもあるのだ。


　どうせこんな身の上になったのだから、皇子の身分ではできなかったことをしたい。帝てい国こく中を、いや、半島を飛び出し世界中を回って、いろんなものを見たり聞いたりしたい。メイヴェーラや、知り合った人々と、一いつ緒しよに何かを感じたい。


　そしていつか必ず、帝都に戻るのだ。


（……って、ここも帝都だったっけ）


　そう、確かにここは帝都だ。何もかもディディウスの記憶の通りで、宮きゆう殿でん内の装そう飾しよくどころか、家具についた細こまかな傷までそっくりだ。


　だが、ディディウスが帰るべき帝都はこの帝都ではない。


　そして、帰るべき時も今ではない──ディディウスが帝都に戻るのは、〈滅びの女神〉の問題が解決したあと、すべてが終わってからのことだ。


（……で、俺が今帰るべき場所はメイヴェーラのところなんだろうなあ）


　泣き顔を思い出すと、なんだか胸が苦しくなってくる。


　だが、今はエイルセイルとまともに話ができる数少ない機会なのだ。


（……ごめんな、メイ。必ず戻るから、もう少しだけ待っていてくれ）


　これから、きっとアルバ＝ロンガもこの島の本格的な調査に乗り出すだろう。そうしたときに、エイルセイルがアルバ＝ロンガの人間を傷つけるようなことがあっては絶対ならない。


　状況を打だ開かいするための、何かがほしい。何か、この闇を照てらす灯あかりが。


（……俺の前ぜん世せっていう女性ひとなら、うまくあいつを説せつ得とくできたのかなあ……）


　ディディウスの魂たましいの、何代も前の持ち主──エイルセイルが愛したという少女ならば。


　布ふ団とんは柔やわらかくてさらさらしていて気持ちよい。眠ねむ気けは先さき程ほどの霧より速すみやかに訪おとずれる。


　だが、ディディウスは身体を起こした。


　微睡まどろみかけた視界の端はしで、何かがきらりと光ったのだ。


　目を擦こすり、部屋の隅すみの方をよく見る。


　そちらに置かれた卓たくの上で、窓から差し込むごく僅わずかな光を浴あびて、何かが光った。


　ディディウスは寝台から降りると、そっとそのそばに寄った。


　卓の上、水差しとカップの間に、手て鏡かがみが一つあった。


「？　こんなのあったっけ？」


　手に取り、しげしげと見つめてみる。


　そこにぼんやり映うつるのは、黄色い髪の自分──


　ではなかった。


　ディディウスは危あやうく鏡を取り落としそうになり、慌あわてて持ち直した。


　もう一度覗のぞき込むが、やはり鏡に映るのは自分の顔ではない。


　それは、白い肌、黒い髪の少女だった。


　癖くせの強い髪は耳が隠かくれる程度で短く切られ、まっすぐにこちらを見つめてくる瞳は力強く、それでいて相手をからかうような光を潜ひそませている。ぴこぴことよく跳はねる髪を押さえつけるように、羽は根ね飾かざりのついたなめし革かわの帽ぼう子しを被かぶっていて、それがよく似合っている。年はたぶん十六、七……あるいはもう少し上かもしれない。


「……だ、誰？」


　ディディウスは思わず声に出して呟いていた。


　震える左手で、鏡に触ふれてみる。すると相手も同じように右手を挙あげて、ディディウスの指先に自分の指先を触れ合わせた。だがディディウスの指先に伝わってくるのは、ただただ冷たい鏡の感かん触しよくだけだ。


『あたしはあなた』


　鏡の中の少女は唇くちびるを動かし、ディディウスにそう囁ささやいた。


「は？」


『でも性格も見た目も何もかも違ちがうわ、他人も同じよ。だいたいあたしが誰かなんて、今はどうでもいいことよ。要ようはあたしがあなたよりエイルセイルを知っているってことが大切なの』


　少女はざっくばらんにそう言って、鏡の中で肩を竦すくめた。


『で、そのあたしが言うわ。あなたには彼を救えない』


　突とつ然ぜん自分の考えを否定され、ディディウスはむっとする。


「……いきなり現れて名乗りもせず、何を言うんだ」


『名前なんかどうでもいいことよ。いいえ、あなただってもうあたしが何者かわかっているでしょう？　あたしはあなた』


　少女は先程も言った言葉を繰くり返し、ディディウスは挑いどみかかるように鏡の中を見つめ続けた。


　あたしはあなた──彼女が何を言いたいか、ディディウスにもわかった。


『前世なんて言葉は嫌きらいだけど、エイルセイルはあたしたちに何か共通するものを感じ取ってしまったみたいね。まあ、それはいいわ……とにかく、あたしはあなたに彼を苦しめてほしくないの。あたしが彼を苦しめてしまったからって、あなたまでそうすることはないわ』


「苦しめるだって？　俺は別にあいつを苦しめたいわけじゃない。むしろ助けになりたいと思ってる。あいつに自由に生きてほしいんだ。だってあいつは霧の神じゃないか。もっと、自由に生きられるはずの男だろ」


『そうよ。そして彼はそういう自分自身に捕とらわれている』


「……自分自身に？」


『ありもしない〝本当の自分〟ってやつにね。彼は、自分で作った自由の檻おりに捕らわれている──自由でいようとするがゆえに、彼は自分を拘こう束そくするあなたという楔くさびに捕らわれる』


　ディディウス自身が楔になってしまう？　少女の言葉を聞いて、ディディウスは混こん乱らんした。


「じゃあ、俺……どうしたら……」


『迷わせておきなさいよ』


　いっそ冷たいくらいにあっさりと、少女は言った。


「……あんな風に迷って、苦しんでるのに？　放ほうっておけって言うのかよ？」


『そうよ。迷ったっていいじゃない。どうせなら思いきり迷った方がいいわ。そうして見つけた道なら、あとからなかなか見失わないもの。迷いの霧の中から抜け出すのは彼自身が決めることで、彼自身がすることよ。あなたには見ていることしかできない。あなただっていい加か減げん降りかかった火ひの粉こくらい払はらいなさいよ。鬱うつ陶とうしいわね』


「鬱陶し……あのなぁっ！」


『ぐだぐだ言っても結局自分が見てて辛つらいから放っておけないだけでしょ。ううん、お父さんを亡なくした自分を彼に重ねているからでしょ。あなたの救いを彼に押しつけないで。あなたと彼は違うの。そして──あなたとあたしも違う。もしもあたしだったらどうしただろうなんて、考えなくていいのよ』


　少女はきっぱりと言った。心の中を見み透すかされた──ディディウスは一瞬鼻はな白じろみ、それから負け惜おしみのように呟つぶやいた。


「………君は、もっとおしとやかな子だと思ってた」


『あら。そう？』


「うん。だってエイルセイル、前に『綺き麗れいな子だった』って言ってたから。なんて言ったんだっけ、確か『水のように透とう明めいで、静かな心の持ち主』だとか……」


『ああ、綺麗な子、ね……』


　少女は何故なぜか自じ嘲ちよう的に口くちの端はを歪ゆがませて笑った。


『とにかく、あたしが言いたいのはこれだけ──彼はあなたなんかにどうこうできる相手じゃない』


　その言葉に、ディディウスは少女の嫉しつ妬とを感じた。


　ディディウスはエイルセイルと一緒にいて、話をすることができる。だが少女にはできない。あたしのエイルセイルはあなたなんかにどうこうできるひとじゃないの──彼女はそう言っているのではないだろうか。


『……もう行くわ。あなたが今会ったのはあたしであってあたしではない。本物のあたしは死んじゃって、もういないものね。これはあたしの残り滓かすみたいなものよ……あなたの魂の中に残っていた、ね。もう会うこともないわ』


　鏡の中の少女の姿は、一瞬ぼやけた。そしてその次の瞬間、そこに映し出されたのはぼんやりとした表情のディディウスだった。


　驚おどろいて目を擦こすり、もう一度鏡を見ようとしたが、すでにその手の中に鏡はない。


「!?」


　ディディウスは自分が寝しん台だいの上に寝ね転ころがっていることに気づいた。てっきり卓のそばに立っていると思っていたのに──


　身体からだを起こして、何度も瞬まばたきし、目を擦る。もう、卓上に光るものはない。


（……夢？）


　いったいどこからが夢だろう。鏡のところからだろうか。


　ディディウスはそのまま寝台の上に座り、夢のような少女とのやりとりや、まだ虫食いのようにところどころ抜ぬけている記憶について考えていった。


　ディディウスが、今為なすべきことは──


（降りかかった火の粉を払う、か……）


　一つ、今できる仕事を思いつき、ディディウスは寝台からそっと抜け出した。


　そしてその仕事を終えてディディウスが就しゆう寝しんしたのは、結局深夜をとうに過ぎていた。











　一夜明けた翌朝、ディディウスが昨晩見たときとまったく同じところに、エイルセイルは蹲うずくまっていた。


「夜が明けたな、エイルセイル」


　そばに立ちそう声をかけると、エイルセイルは顔を上げ、ゆっくりとディディウスを見上げた。疲つかれたような目をしていた。


（……まさかずっといたのか？）


　そう、きっとエイルセイルは一晩中眠ねむりもせずにここにいたのだ。


　神の時間感覚をディディウスは知らなかったが、エイルセイルを見ていると、そう思えた。長い時の流れの中で、エイルセイルはいつもこうやって夜明けを待ち続けていたのだろう。


「……来たよ」


　ディディウスは言って、柱の間から腕を出して、朝の光に輝かがやく東の海を指さした。


　海は、穏おだやかな波間に一つの船団を抱かかえている。


　船が掲かかげるのは、赤い旗はた。


「……ミュドラネの船せん団だんですね。軍船です」


「そうだ。アルバ＝ロンガが、本気を出したんだろう」


「では、いかがいたしましょう」


「…………」


「命めいをいただければ、蹴け散ちらしますよ。この都とお父上を守りたいのなら、そう命令してください」


　エイルセイルはあることに気づいた。


　ディディウスは、少なくとももう七歳の外がい見けんではない。十……いや、もう少し上まで成長しただろうか。ひょっとすると十四歳の状態にまで戻もどったのかもしれない。エイルセイルの腹までしかなかった背が、胸にまで達している。記憶が戻ったために、身体もそれに合わせて成長したのだ。


　もう、茶番も終わりだ。


　エイルセイルも、ディディウスも、それを感じた。


「………時間切れ、か」


　ディディウスの言葉が、砕くだけたものに変わった。


　疲つかれた身体をほぐすように、指を絡からめて腕を伸のばし、背を伸ばし、あーあ、と声を上げる。


「あー、うまくいかなかった。ほら、なんかおまえってさ、寂さびしげで、あのまんま放っておけなかったんだよなあ。怪け我がした鳥みたいって、記憶戻る前からそう思ってたよ、俺。だからもうちょっと理解の糸いと口ぐちみたいなもの見つけたいなとか思ってたんだけど」


「甘あまいね」


「……まあ、そういうことみたいだな。昨日怒おこられたし」


「誰に？」


　少し考えてから、ディディウスは「秘ひ密みつ」と言って舌したを出した。


「とにかく、俺は皇帝になりたいってところをおまえにつかれて術にかかっちゃったみたいだし、それでおまえに過去を引きずるななんて言えないのかもしれないなって、ちょっと思っただけだよ」


　エイルセイルはこのままの道を突き進み、ディディウスは自分の道を行く。


　つまり、自分たちは一生敵てき対たいするのだ。


　なんだか、それでいいような気がした。


　そう考えると、一気に肩かたの力が抜けて、楽になった。


　昨夜の少女の言ったことは、おそらくは正しかったのだろう──だが、それでもディディウスがエイルセイルのためにできることはあるはずだ。


　ディディウスの変へん貌ぼうに微び笑しようを漏もらしながら、エイルセイルも口調を戻す。


「そうだろうね。僕は君が元気に喋しやべっているのが我が慢まんならないし」


「……うっわ、嫌きらわれたもんだな」


「だね。で、どうするの？　蹴散らすかい？」


「んなわけねえだろ。もしもあの船団に手ぇ出してみろ、俺絶対おまえのこと許さないからな」


「お好きに」


「好きにするさ」


　ディディウスは言い、帝都を見下ろす。


　人はいない。海鳥だけが、ただ高こう空くうを飛んでいる。


　大通りにも細い枝道にも見覚えがある。街がい路ろ樹じゆも建物も何もかも、ディディウスの知る帝都のものだ。


　だが、ディディウスはきっぱり言った。


「こんな幻まぼろしの都より、大事なものはいくらでもある。メイにも早く会いたい。〈滅びの女神〉もいい加減怒ってそうだし。アルバ＝ロンガは賑にぎやかだったよ。ああいうのは好きだなあ、なんかこー、泥どろ臭くさくて。人ひと混ごみは疲れるけどね。一緒に行くなら案内してやるよ。どうだ？」


「遠えん慮りよしておくね」


「あ、そ。……あー、やっぱりああいう話し方とか腹のさぐり合いみたいなことは疲れるな。完かん璧ぺきにお芝しば居いってわけじゃないけど。まだ七歳のディディウスもちょっと残ってたし」


「疲れるならしなきゃいいのに」


　言いながら、エイルセイルもどこかほっとしていた。この少年には、こういう方が似合っている。そしてこんな少年だからこそ、エイルセイルは闇に染そめたいのだ。


「だっておまえがどこまで気づいているかわかんなかったもん。どうせならちょっとでも長くそばにいて、色々話してみたかったんだけどさ」


「ほぼ最初から勘かんづいてはいたよ」


「……やっぱりね。あ、そうそう、どうせおまえにはすぐばれるだろうから言うけど、地ち下か牢ろうに囚とらわれていた人たちは夜のうちに解かい放ほうしたから」


「ああ、気づいてたんだ……じゃあ、あの女占い師も？」


「は？　何ソレ」


　ディディウスの返へん答とうに、エイルセイルは一瞬だけ瞠どう目もくした。


「……もしかして君が行ったときにはいなかったのかい？」


「うん。女の人なんていなかったよ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのおっさんばっかり」


　では、魔ま女じよはディディウスが地下に行く前に逃にげていたということになるだろう。


（ならば、なぜ見張りにつけていたカワセミから何も報ほう告こくがない？）


　裏切り、という言葉がエイルセイルの脳のう裏りをかすめる。そうでなかったにしても、カワセミは失敗したのだ。


「で、俺のこと解放してくれんの？　また霧きりかけるの？　後こう者しやなら今すぐ逃げ出すけど」


「僕としては、〈滅びの女神〉が動き出すまでは君を手元において死術を使い続けてもらいたいから……おっと」


　エイルセイルは帝都の方を見てそんな声を上げた。ディディウスもエイルセイルの視線を追う。二人は柱の間から、陽光を浴びる都市を見下ろした。


　都を南北に貫つらぬく〈ディル大通り〉の南の起き点てんとなる、〈南門〉。


　それが、なくなっていた。


　音も立てず、次は南門から伸びる石いし畳だたみのディル大通りが消えていく。


　白い石が白い塵ちりになる。建物も道も柱も何もかも、元の形を崩くずして消えてしまう。


「ああ、始まったね」


　そう言うエイルセイルの腕は、もう霧になりかけている。こちらは帝都とは違ってエイルセイル自身の意志による。


「〈滅びの女神〉が決けつ断だんを下くだしたんだ。彼女の怒いかりは止められない。君もこの都のように彼女に滅ぼされる……」


「エイルセイル！」


「それがいやなら、戦うんだね。僕をどうにかしたいと本気で思うなら、全部乗り越こえておいでよ。〈滅びの女神〉も……何もかも。そしたら考えてあげるよ」


　ふ、と一いち陣じんの風が吹き──


　エイルセイルの霧は消え、ディディウスだけが残された。


（この都が……滅ぼされる）


　ディディウスはもう一度だけ、眼がん下かの都市を見つめた。


　都市は急速にその姿を塵ちりに変えていく。燃え尽つきた灰のような白い塵に。


（……しばらくはさようなら、だ）


　次は、自力で本物の帝都に会いに行こう。


　帝都にはまた会える。遠い将来のことかもしれないけれど、いつかきっと再び目にすることはできる。


　だが、もう二度と手に入らないものもある。


　だからディディウスはその足で謁えつ見けんの間まに行った。


　足音を吸い込む絨じゆう毯たんを踏ふみ、緑の列柱の間を抜ぬけ、玉座の前に。


　皇帝は玉座に座ざし正面を見つめたまま、ディディウスが目の前に立っても、声もかけてくれないし見てもくれない。


（……当たり前か。変な魔法で身体からだつなぎ合わされただけだもんな）


　それでも、その肉体は確かに父のものだった。


　深い皺しわの刻きざまれた頰ほおも、額も、灰色がかった優やさしい色の髪も。


　そっと腕を伸ばして、ディディウスは父の身体を抱だいてみた。


　父が昔のように話をしてくれることも、笑いかけてくれることも、もうない。


　もう、これから一生ない。


　父の背中に腕を回し、広い肩に顔を埋うずめてみた。


　何年もそんなふうに甘えたことはなかった。


　いいや、それどころかまともに目を合わせようとさえしなかった。


　怖かったのだ──目を合わせたら、自分が本当は父を尊そん敬けいしていて、だからこそ皇帝になりたかったのだとばれてしまう気がしたのだ。そしてそのことが息子を皇帝にしないと決めた父をいっそう困らせると知っていたから、ディディウスは極きよく力りよく知らんぷりを決め込んだ。


（でも言っておけば良かった。本当は大好きだよと言っておけば──）


　こうしていると、もう追いつかない過去にばかり目を向けてしまう。自分は父に何かできることはなかったのだろうか。自分と父にはどんな可能性があっただろうか。


（……生きてるときに、もっとああしてればこうしてればって、そういう思いばかりだな）


　だから、エイルセイルも道に迷ったのだろう。


　だが父は死に、ディディウスは生きている。生きているディディウスは、何をしたらいいのだろう。生きている人に、何ができるのだろうか。


（エイルセイルに、俺は何をしてやれるかな。ねえ父上）


　そして、メイヴェーラに、自分は何をしてやれるだろう。


　ため息が声になって漏もれる。


「父上と、メイヴェーラの話したかったなあ……」


　あのわんぱくでわがままな女神の話をしたら、きっと一緒に笑えたのに。


　父と、ディディウスと、メイヴェーラと、一緒にいられたら、きっと楽しかっただろうに。


　けれどそれはもうできない。


「あいつ、父上との約束で俺のこと守るって言ってるんだ。父上のこと大好きだったんだって。知ってた？　ねえ父上……」


　父を抱く腕に込こめる力を、強くした。


「なんで俺とメイ置いてっちゃったの……？」


　寂さびしいな。声には出さずそう呟つぶやいた。


　東からの光は、廊ろう下かから謁見の間へと静かに滑すべり込む。


「父上。もうとっくの昔に父上死んじゃってるのに、こんなこと言ったらばかみたいだけど」


　光は玉座まで届き、ディディウスの肩に、父の頰に降ふり注そそぐ。


「これを、俺の父上とのお別れにするからね」


　ディディウスは父の顔をそっと支えて、その額に唇くちびるで軽く触ふれた。


　そしてすぐに立ち上がって玉座に背を向け、タン、と五段のきざはしの上から飛び降りる。


　最後に一度だけ振り向いて、手を振った。


「じゃあね、父上！　俺、皇帝になれなくても父上みたいないい男になるからねっ！」


　応こたえる声はないとわかっていたから、ディディウスは返事を待たずに駆かけ出した。


　ディディウスが光溢あふれる廊下へ出て数秒後、きざはしの下に、霧が集まり始めた。


　霧はさらに集まり、霧の神の肉体を作る。


　現れたエイルセイルは微笑ほほえみ、玉座の主ぬしを見上げてほくそ笑えんだ。











　春の神ディルの名を冠かんした大通りには、真っ白く、ひと抱かかえもある太い蔦つたがのたうっていた。


　蔦は石畳をうち砕くだき地面に潜もぐり込み、地中を荒あらして離れたところでまた顔を出し、白しら壁かべの建物を破は壊かいし、その屋根を突き破り、青い空に伸のび上がって、また石畳の隙すき間まに潜り込む。


　そんな蔦が、何十本も暴あばれている。


　そして蔦に蹂じゆう躙りんされた建物や石畳は、真っ白い塵になって、速すみやかに消えていく。


　蔦によって破壊されていく大通りをゆったりとした足取りで歩くのは、一人の女だ。


　艶つやのない黒い鎧よろいと兜かぶとに身を固め、引きずるほどに長い白はく髪はつを白い顔と白い腿ももの横に垂たらし、鎧と同じ色の瞳で鋭するどく前方を見み据すえている。鎧と兜の材ざい質しつは謎なぞだ。形も奇き妙みようにくねったり尖とがったりして、艶のない表面はクルミの殻からに似た凹おう凸とつを持っている。


　顔も剝むき出しの腕も腿も、肌は滑なめらかな乳白色で、唇と爪つめだけが黒っぽい紫むらさき色いろをしている。


　暴れる蔦も、見据える女も、両方が〈滅びの女神〉だ。


　白しら々じらと明けた空の下、すでに帝都の半分が消しよう滅めつしていた。もともと歪ゆがんだ力で造られたあるべからざるものだ。ちょっと手を加えてやれば崩ほう壊かいも早い。


〈滅びの女神〉は、メイヴェーラの──というか、本来のディディウスの身体からは抜け出したままだ。あの身体の中にいては力が使いづらいし、メイヴェーラとは契けい約やくを結んでいないために居い心ごこ地ちが悪い。


　彼女は水神像のある広場までやってくると、足を止めた。


　中央の水神像はすでに破壊されていたが、蔦はその瓦が礫れきすらも細かい塵に分ぶん解かいしてしまう。周囲の壮そう麗れいな神しん殿でん群ぐんも、政治を司つかさどる建物も。さらに蔦は広場から伸びる道ごとに分かれ、道みち沿ぞいにあるすべてのものを消滅させていく。そうして、本来のミドラの島が顔を出す──かつて強力な力を持った神に守られていた豊かさはその神が力をすり減らすとともに失われ、大地は水を保たもたず、海から魚は消え、神は人々に託たく宣せんを下し島を捨てさせたのだ。


　蔦と塵の乱らん舞ぶの中、ディディウスは〈滅びの女神〉と相あい対たいした。


　ディディウスは身を守るように闇色のマントの前を搔かき合わせ、口を開く。


「……おまえは……」


「言ったところでおまえは私のことを忘れている」


　声は女性にしては低く、蔦の破壊活動の音をついて、よく響ひびく。


　ディディウスは女神をしっかりと見据えて言った。


「いや。わかるよ。〈滅びの女神〉だ」


「ふん？　記憶を取り戻したのか？」


「全部じゃないけどね。まだ色々抜けてる」


「しかし記憶を取り戻すのが遅おそすぎたな。おまえはやりすぎた。私はおまえを許せぬ」


〈滅びの女神〉はそう言うと、虚こ空くうに手を伸ばし、見えない何かを摑つかみ取るような素そ振ぶりをした。次の瞬間、その手の中に長なが柄えの斧おのが現れる。それも、兜や鎧と同じく黒く、奇妙にねじくれた形をしている。


　女神は、それを無感動に横に振った。


　ディディウスは大きく後ろに跳とんでかわす。ふわりと風に乗って、瓦礫の山の上に着地する。人では決してできない動きだ。その肉体は人ではなく、神たるミューシカのものだったから。


「ふん」


〈滅びの女神〉は面おも白しろくもなさそうに鼻を鳴らし、斧を手元に引き戻すと、空いた距きよ離りを一ひと跳とびで詰つめてまた斧を振るう。ディディウスはまたそれを跳んで避よけ、一度とんぼ返りをして、記念円柱の上に着地した。


　円柱は百年も昔に戦勝を記念して広場に建てられたものだ。側面には戦いとその勝利のようすが生なま々なましく刻まれている。天てつ辺ぺんには当時の皇帝の像が建ち、戦場のあった北を指さしている。その像と背中合わせになって、ディディウスは立ち上がった。


　ざ、と黄色い髪を巻き上げるのは高こう所しよに特とく有ゆうの強い風。ディディウスは自分で自分の肉体やら行動やらが不思議で仕方なかった。


（この高さ……どー考えたって変だよな）


　眼下に広がるのは帝都の光景。〈滅びの女神〉の蔦は広場から道に沿って四方に散り、帝都を滅ぼし続けている。建物が、果か樹じゆが、石いし畳だたみが、見る間に白い塵ちりと化していく。舞まい上がる白い塵は、雪のように分ぶ厚あつく大地に降り積もる。


　円柱は、目がくらむほど高かった。普ふ通つうの建物なら十階分の高さはある。


　その高さに、ディディウスは地面を軽く蹴るだけで到とう達たつしたのだ。


　試ためしに、手で円柱の石材に触れてみる。


　少し力を入れると、それはあっさり崩くずれる。


　ばらばらと破は片へんが地上に落ちる。手に残された欠片かけらを握にぎりつぶす。分厚い石材すら、まるで土つち塊くれのように破壊してしまう。


　自分の肉体ではない。


（気持ちわる）


　持ったのは、そんな感想だった。


　この肉体は、ディディウスのものではないどころか、明らかに人間の持つものではない。


　普段より鋭い耳が、小さな音を拾ひろう。ディディウスはまだ戦いの最中だったことを思い出し、マントを翻ひるがえしその場から飛び降りる。


　少し遅おくれて、円柱が崩れる。〈滅びの女神〉が斧でその基き部ぶを破壊したのだ。ディディウスの身体からだが落ちる先にいるのは──


　斧を構かまえた〈滅びの女神〉！


　ディディウスは崩れる円柱を蹴り、斧の軌き道どうから外れるように落ちる。


　斧が、黒いマントを切り裂さく。


　ディディウスの身体は女神の身体にぶつかり、一いつ緒しよになって地面に転がる。


　立ち上がりざまに斧を振りおろそうとする女神へ、ディディウスは停てい戦せんを呼びかける。


「わ、ちょっと待って！　契約は──」


「そんなものは破は棄きだ！　貴様など契約者とは認めぬ！」


　ひゅん、と斧がしゃがんだディディウスの頭上を掠かすめる。ディディウスは低い姿し勢せいから女神の懐ふところにもう一度飛び込み、組みかかろうとするが──


「ディディ！」


　突然聞こえた声に、一瞬動きを止める。


　思わず振り向いてしまう。


　振り向いた先にあるのは、崩れた円柱だ。ちょっと視線をずらすと、瓦が礫れきの横に立つ一人の少女の姿が目に飛び込んでくる。


　メイヴェーラだ。


　彼女に何か言おうとしたその瞬間、どん、と胸に重いものがめり込んだ。


　首をねじって見ると、〈滅びの女神〉の顔が目の前にあった。


〈滅びの女神〉の手は斧の柄を握り、その斧おの刃ははディディウスの胸にめり込んでいる。


「ディディ！」


　またメイヴェーラの声。さっきよりもごく近い。頰ほおに息がかかるほどだ。柔やわらかい腕に支えられながら、ディディウスは膝ひざをつく。


　そして、視界は暗あん転てん。







◇◆◇







　ぱっちりと目を開くと、視界いっぱいに自分の顔があった。


（鏡……じゃないっ!?）


　そう、鏡ではない。自分とうり二つの顔の持ち主が、目の前にいたのだ。


　ぎょっとして離れようとするのを、その人物は抱だきついてきて止める。


「ああああん、良かったああ、ディディ大だい丈じよう夫ぶぅ!?」


　出てきた声は、確かに自分のもののような気がする。ただし、いつもの自分の声より幾いくらか高い。まるで女の子のようだ──というか、喋しやべり方といい、女の子としか思えない。


　ディディウスは抱きついてきた自分そっくりの顔をした少女の肩を摑んで引き剝はがし、まじまじとよく見た。


　一瞬考え、思い出す。


　霧きりの神エイルセイル。〈滅びの女神〉。黒い魔法使いと紫むらさき色いろの派手な琴こと弾ひき。自分はエイルセイルの術にかかって旅の連れの肉体の一部を奪うばい、本来の身体とは別にもう一つ身体を作ってしまった。それが今の身体だ。


　それまで戻っていなかった記憶も、かなり戻っている。ほぼ完かん調ちようだ。


　少女の頭あたま越ごしにこちらを覗のぞき込んでいるのはダークロアで、少し離れたところで斜しやに構えて立っているのは〈滅びの女神〉。場所は気を失う前と変わらない。広場だ。ただし、破は壊かいはさらに進んでいる。周囲に残っている建物は先さき程ほどの戦せん闘とうで崩された円柱の残ざん骸がいだけで、あとは白い塵が風に舞って、遠くまで運ばれている。きらきらと、陽光を浴びて塵は煌きらめく。まるで空気に宝石の欠片かけらが混ざっているようだ。


「俺の……身体、確かに斧が」


　慌あわてて服をまくって胸を見るが、傷きず跡あとはない。


「あのねあのね、あいつが滅ぼしたのはディディじゃないの。ディディの記憶を封ふうじていた霧なのっ」


「霧……エイルセイルの？」


「そうよ！　ああ良かった、本当に良かった、元通りのディディなのね！　ああん、身体もちゃんと成長してるーっ！」


　そう言って、少女はまたディディウスに抱きついてくる。


（…………えっと）


　ディディウスは再び少女を引き剝がした。そして、その顔を見つめる。


　褐かつ色しよくに近い飴あめ色いろの肌、黄色い髪、幼さを残した丸みのある顔だち。瞳の色こそ僅わずかに銀色が混じって神秘的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせてはいるが、それは紛まぎれもない、自分の顔だ。


　今のディディウスの身体は本当の身体ではない。そう、今目の前にあって少女口調で話しているこの身体こそが、本当のディディウスの身体であるはずだ。


　少女は涙の跡の残る顔で、きょとんとディディウスを見つめ返す。その顔が、ある可能性に気づいて血の気を失っていく。


「ディディ……あの、もしかして……」


　口元を引きつらせる少女に、ディディウスは困こん惑わくしきった表情で、言った。





「君は、誰だ？」





　二人の後ろではダークロアが安心したように額ひたいの汗あせを拭ぬぐった姿勢で固まり、〈滅びの女神〉が片方の眉まゆをぴくりと持ち上げていた。


〈滅びの女神〉は、ややあって、ぼそりと呟つぶやいた。


「……しまった」


　少女は引きつり気味の顔を、ぎこちなく〈滅びの女神〉の方に向けた。


「食い過ぎた」


　数秒の間、誰も、何も喋れなくなった。


　息を吸い込み、絶叫したのは、勿もち論ろん少女──メイヴェーラだった。


「なああああんですってえええええ!?」


「思ったより霧が少なくて、調整が難むずかしかったのだ。だから、記き憶おくの一部に傷が残るような食い方になったのだろう」


「だろう、じゃないわよ！　どーしてくれんのよディディが一生記憶喪そう失しつなんて……！」


「あ、でも俺、君のこと以外はだいたい思い出してるし、まったくの失敗ってわけじゃ」


「ディディは黙だまってて！　っていうかなんでメイだけ思い出してないの!?」


「さあ……？　どーでもよかったからとか？」


「ど…………どーでもいいぃぃぃーっ!?」


　びゅううぅ、と、メイヴェーラの背後で風が唸うなる。巻き上げられた砂が目に入って、ディディウスは痛みに目を擦こすった。仲ちゆう裁さいに入ったのは〈滅びの女神〉だ。


「まあ待て。何も一生記憶喪失と決まったわけではない。記憶そのものを食った覚えはないから、何らかのきっかけで元に……」


「戻るのっ!?」


「……かもしれん」


「かもって何よーっ！」


「いや、でも思い出せないものは仕方な……」


　ディディウスの言葉が、途と中ちゆうでぷつりと途切れる。


　メイヴェーラの銀色がかった緑の瞳が濡ぬれていたのだ。


「言ったのに……」


　小さな唇くちびるから漏もれるのは、震ふるえる声。


「ディディ言ったじゃない、メイのこと覚えてるって！　それなのに本当はどうでもよかったの!?　ディディの噓うそつき！」


　ディディウスは面めん食くらった。女の子が泣いている。しかもそれは自分のせいらしい。


　ぽか、とメイヴェーラはディディウスの胸を叩たたく。


「ディディのばかっ！　言ったのに！」


「お、おい……」


「誰もメイのこと知らなくても……ディディが知っててくれるから、平気だったのに……」


「あの……」


　何やらよくわからないが謝あやまっておこうかなと思ったとき、いきなり突とつ風ぷうに吹き飛ばされた。


　台風よりも凄すさまじい風だ。ディディウスの身体は一瞬空に浮いたが、浮いたと思った次の瞬間風は止やみ、背中から地面に落とされる。


「ばかばかばかばか～！」


　さらにメイヴェーラは駆け寄ってきて、背中を打って起き上がれないディディウスの腹やら胸やらをぽかぽかと叩いてきた。こちらは背中と違って痛くはないが、しかしいい加減むかむかしてきた。


　確かにこの少女一人のことだけ思い出せないというのはひどいかもしれない。だが、思い出せないものはしかたない。ディディウスのせいではない。責任があるのはディディウスの記憶を封じたエイルセイルで、あとはせいぜい〈滅びの女神〉くらいだ。


　文句の一つも言ってやろうと、ディディウスは痛む背中をおして、がばりと起き上がった。


「おまえいい加減にし……」


「うわああああん！」


「う……」


　怒ど鳴なろうとした矢や先さきに泣かれて、ディディウスもきついことは言えなくなってしまう。メイヴェーラの泣き顔を見ていると、ディディウスまで悲しい気持ちになってきた。


　ディディウスはぎこちなく、わんわんと大声を上げて泣くメイヴェーラの頭を撫なでてみた。


「う～、ひっく、ひっく」


　ほっぺが真っ赤で、びしょびしょに濡れていて、そういう泣き顔を見ていると、なんだかもう今まで自分が怒おこっていたことがどうでもよくなってくる。自分が不ふ快かいに思った以上に、きっとこの子は悲しいのだ。


　ディディウスは、黙ってその泣き顔を見ていることしかできなかった。


（この子は……俺の何だったんだろう？　仲間？　友達？　家族？　それとも……）


　恋こい人びと？


（……って、それはあり得えないよな。だってこの子の身体からだ俺の身体じゃないか。あれ？　ってことはこの子、自分の身体はどうしたんだろう？　なくしたのかな？　でもどうして？）


　考えるのだが、何も思い出せない。


　しかしとにかくこの子の涙は止めたい。そう思って、ディディウスは言った。


「あのさ、思い出せないけど……でも、このまま思い出せなくても、また一から関係作っていくことはできるじゃないか。な？」


「ディディ……」


　やっと、メイヴェーラの涙が止まる。


「色々教えてくれよ。俺と君ってどういう関係だったの？」


「関係？　えっと……」


　メイヴェーラが返答に窮きゆうして考え込む。


　そのとき、ディディウスがここ数日で聞き慣れていた声が彼らのやりとりを遮さえぎった。


「やあ、なんだか戦いは落ち着いてしまったみたいだねえ」


　ディディウスはパッと顔を上げる。メイヴェーラは立ち上がり、ダークロアも身み構がまえる。


〈滅びの女神〉だけは、ゆっくりと後方を振り向く。


　円柱の瓦礫の上に、霧が現れている。


　霧は見る間に凝ぎよう縮しゆくし、一つの形を取る。


　白い肌と白い衣ころもの男。


「エイルセイル──」


　ディディウスの喉のどが震え、掠かすれた声が出る。


　瓦礫の上に姿を現したエイルセイルは、霧を集めて鎌かまを造り出し、それをしっかりと握り、肩に担かつぐようにして、にこりと微笑ほほえむ。


「皇子サマ、そろそろ決着をつけようか」


　そして、瓦礫を蹴けって、白い神は飛んだ。














五章　約束をともしびに変えて







　ディディウスはそばにいたメイヴェーラの身体を抱かかえて、横に飛んで鎌を避よけた。


　すぐにメイヴェーラを下ろし、背後に庇かばう。そして、再びエイルセイルに視線を向けたとき、ディディウスは目を瞠みはり、ミュドラネの呪のろいの言葉を呟つぶやいた。


「ディディ？」


　メイヴェーラもディディウスの肩から顔を出し、同じものを見ようとし──次の瞬間、悲鳴を上げた。


　エイルセイルの背後、宮きゆう殿でんに続く石いし畳だたみの階段の上から、一人の男がこちらへ近づいてくるところだった。


「…………父上」


　皇こう帝ていは、ゆっくりと歩いていた。その歩みはどこかぎこちない。と──


　前に踏ふみ出した足が身体を支えきれず、皇帝は膝ひざをついた。


　最初その光景を見たとき、ディディウスは元々足の悪かった父が単たんに転んだのだと思った。だが実際はそうではなくて、皇帝は足を失い、立っていられなくなったのだ。


　ディディウスは、自分の背中で少女が悲鳴を呑のみ込む音をはっきり聞いた。


「あのね」


　一人呑のん気きな声を上げたのは、もちろんエイルセイルだ。


「肉体を作っても、魂たましいがないと七日で崩くずれてしまうんだよ」


　皇帝は立ち上がろうと手をつくのだが、今度はついたその手が崩れる。


　崩れているのだ。


　肉が、塵ちりになって。


「どうだい？　ディディウス君が望むのなら、持じ続ぞくさせるための魔法を使うよ。でも大きな魔法だから代だい償しようが必要だねえ。そこの女神とか魔法使いとかの命と引き替かえっていうなら、できないことはないかな」


「メイの命と……？」


　ディディウスの耳を、背後に庇ったメイヴェーラのか細い声が打つ。


　ディディウスは後ろに手を伸のばし、メイヴェーラの手を握にぎった。


　メイヴェーラの手は冷たくて、震ふるえていた。


「誰だれの命も犠ぎ牲せいにはしない」


　そう言うディディウスの声も震えていた。


「ディ……」


　ディディウスはメイヴェーラの呼びかけを遮さえぎって、震える唇を開いた。


「断ことわる」


　そう、悲しいくらいきっぱりと言った。


　それ以外の選せん択たく肢しなど、選べるはずもなかったから。


「そう」


　ほがらかにエイルセイルは言い、ぱちんと指を一つ鳴らした。


　同時に、皇帝が崩れる。


　肉は塵に。骨も塵に。血も塵に。


　足の次に腕、その次に腰、肩、腹、胸──


　顔。


　さらりと、塵が風に運ばれて散っていく。


　そして、ただ皇帝のマントだけが残された。


　ディディウスは風が吹ふいて残されたマントをさらっていくまで見つめていた。


　堪こらえようとしたが、できずに膝を地面につける。


（ごめんなさい、父上）


　膝の上で拳こぶしをぎゅっと握り締しめる。


　思いは胸から喉のどへと溢あふれ出る。


「ごめんなさい、父上……っ！」


　ディディウスは謝あやまり続けた。自分がただの肉でできた人形として甦よみがえらせてしまった父に。


　後方で、少女が息を吸うのが、ディディウスにも聞こえた。


「いやああああああああああああああ!!」


　耳をつく絶ぜつ叫きよう。


　メイヴェーラが崩れてしまった皇帝に駆かけ寄ろうとするのを、ダークロアが後ろから腕を摑つかんで止める。


「待って！」


　メイヴェーラは喉から血が出るほど叫さけんだ。


「待って、おいてかないで！　お願い！」


　メイヴェーラの絶叫がディディウスの胸に突つき刺ささる。爪つめを立てる。


　どうして彼女はディディウスの父が消えたことにこんなに心を乱みだしているのか。どうして自分は彼女の叫びにこんなに心を乱しているのか。


（あの子は──あの子は）


　ディディウスは必死で思い出そうとする。


　確かに、知っているのだ。知っている子なのだ。


　誰だ。誰──


　エイルセイルが、その思考を邪じや魔まする。


「ねえ、そんなに辛つらいなら一いつ緒しよに海界に行ってしまえばいいんじゃないの？　そしたら、また君の大切な人に会えるよ。ね、メイヴェーラさん」


　ぴたりと、メイヴェーラの叫びが止まる。彼女はのろのろとエイルセイルを見ようとし、ダークロアがそれを抱だきしめるようにして止めた。


「だめだっ、あいつの言うことは聞くな──」


「一緒、に？」


「そう、だって、君は本当はもう」


「やめろって言ってんだろっ、このクソったれの天空神がっ!!」


　ダークロアの声に応こたえて地面が割われ、そこから水が飛び出しエイルセイルに襲おそいかかるが、エイルセイルは鎌かまを一ひと振ふりするだけでそれを断たち切り、水流は勢いきおいをなくし、地に染しみ込んで消える。


「君は本当はもう、死んでいるはずの存在だもの」


　メイヴェーラはディディウスを守って肉体を失った。


　今は辛かろうじてディディウスの肉体にしがみついて地上に踏ふみとどまっているが、本来はとっくの昔に海かい界かいに行っているはずの存在で、だから本当は無理に地上に留とどまっているよりも、呼ばれるままに海界に行ってしまった方が楽なのだ。今だって、メイヴェーラには海界の波音がすぐ間近に聞こえる。


　静かなさざ波が、帰っておいでとメイヴェーラを呼ぶのだ。命は海から生まれて海へと帰る定めだから──


　その中に、懐なつかしい人の声を聞いたような気がして、メイヴェーラは目を閉じた。


　おいで、と、大好きな人に呼ばれた気がした。


　君は頑がん張ばった。だから、もうゆっくり休んでいいんだよ。そう言われている気がした。


（好きよ。大好き）


　瞼まぶたの裏に浮かぶのは、大好きな人の顔だ。


　メイヴェーラは目を開けて、ディディウスを見つめた。


　ディディウスは戸と惑まどったような顔で、メイヴェーラを見ていた。


（ディディ、メイのこと忘れちゃったんだもんね。それならメイがいなくても、寂さびしくなんかないよね）


　メイヴェーラは口を開き、別れの言葉を囁ささやいた。


　その声はディディウスまでは届かなかったが、ディディウスは唇くちびるの動きからそれを察した。





　じゃあね。





「だめだ、待て──」


　ディディウスは叫んで駆け寄ろうとするが、メイヴェーラの身体からだは一いつ切さいの力をなくし、ぐったりとダークロアの腕にもたれる。


　ダークロアはすぐさまその身体を地面に横たえ、脈を確かく認にんしながら口中で呪じゆ文もんを唱となえる。


　ディディウスは、倒たおれて動かない少女を見つめる。


　知らない少女だ。名前は辛うじてわかるが、それも覚えていたからではなくて、ダークロアやエイルセイルが口にしているからだ。


（誰だ。わからない）


　わからないのに、胸が苦しい。息ができない。だめだ。ちゃんと息をしないと死んでしまう。死──？





『これは、誰かが死ぬよ』





　嗄かれた声が頭の中で鳴り響ひびく。そうだ。彼女は死んでしまった。


「よそ見はいけないねえ」


　声は、背後から聞こえてきた。


　気がつくと、喉のど元もとに鎌かまの刃は。


　刃は、ぎらりと凶きよう悪あくに輝かがやく。
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「じゃあね」


　メイヴェーラはその言葉だけを残して、目を閉じ、むりやり縛しばりつけていた肉体から魂たましいを解放した。


　肉の重みを失い、身体が軽くなる。視界は白い光で包まれる。穏おだやかな心ここ地ち。


　あとは、引き寄せられるままに海界へ向かえばいい。それで、長い生に終しゆう止し符ふが打たれる。


　だが、邪じや魔まが入った。


　一度は軽くなった身体が、急にまた重みを持った。


　メイヴェーラは、置いてきた自分の肉体の方へ意識を向けた。視界は肉体を持っていたときとは異ことなる。目がないため、その視界は自分の記き憶おくを元に作成されている。記憶にない物体や人物は、その力や思念の種しゆ類るいによって見分けることになる。


　自分の肉体──というかディディウスの肉体は、地面に寝ねかされている。その肉体を真ん中に五つの頂点を持つように、硬かたく鋭するどい金属──短たん剣けんが地面に刺ささっている。


　この短剣が、メイヴェーラの魂と肉体をつなぎ止めているのだ。


（どいて）


　メイヴェーラが念ねんじると、短剣の一本が地面からせり出す。メイヴェーラはさらにそれを押し出そうと意識を集中する。


　だが、その短剣は別の力によって、じりじりと地面の中に押し戻されていく。


（誰？）


　メイヴェーラは短剣にかかっている力を辿たどり、その出で所どころに辿り着つく。


　その力を振るっているのは、人間だ。柔やわらかく、暖あたたかな、黒い力だ。


（誰？　邪魔をするのは）


　メイヴェーラはさらに意識を集中する。肉を持たない目でその人間を見つめ、その力を探さぐる。


（誰？　誰か知ってる人のような気がする……）


　そのとき、その人間の心の声が聞こえてきた。


『メイヴェーラ』


　そう。それは自分の名だ。


『行くな、メイヴェーラ！』


　心の叫び。聞き覚えがある。これは──


『ダークロア？』


　メイヴェーラが認にん識しきした途と端たん、それまでもやもやとした黒い力の塊かたまりにすぎなかったものが、人間の姿をとった。ダークロアだ。彼もメイヴェーラの姿が見えているようで、手を差し出してきた。


『おいで』


『でも……メイは、ここにいちゃいけないんだもん。ディディの身体にいつまでもいちゃいけないんだもん』


　そう言うと、ダークロアは微かすかに笑った。


『なら、俺がおまえだけの身体を作ってやるよ』


『……身体を作る？』


『ああ。どうにかしてな』


『そんなことできるの？　あ、誰かの身体を盗とってきて、なんていやよ？』


『わかってるって。俺様を信じろ、なんせ世界一の魔法使い様だぞ？』


『約束……？』


『そうだ。約束する。メイヴェーラのためだけの身体を作る。今はむりだけど、いつか必ず。だから、おまえも……約束を守れよ。昔、ディディウスの親おや爺じさんとした約束、あるんだろ？』


『あ……………』


　メイが、ディディを守るよ。


　メイヴェーラは、海界に至いたる道を見た。


　西の彼方かなたに、そこはあるという。あるいは東の彼方に。


　死者の集つどうところ。死者の魂はそこで罪つみを償つぐない、あるいは転てん生せいし、あるいは消しよう滅めつする。


　メイヴェーラは、決断を下した。
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　ディディウスは咄とつ嗟さにしゃがんで鎌を避け、身体を捻ひねってエイルセイルの足に飛びつき、押し倒した。エイルセイルの手から鎌が離れる。ディディウスはそれを摑つかみ、エイルセイルの胸を薙なぎ払はらう──


　だが、鎌はエイルセイルの身体をすり抜ける。腕に伝つたわるはずの肉を切り裂く抵てい抗こうもない。


「あのねえ、それは霧きりでできているんだから、僕の身体を傷つけるわけないじゃないか」


　エイルセイルはゆっくり立ち上がると、ディディウスから鎌を奪うばう。


「ほら、僕が憎にくいだろう？　メイヴェーラさんを海界に送り出したのは僕だよ。ああ……いい顔してるよ。憎ぞう悪おで凝こり固まった、いい顔だねえ」


　ディディウスの身体の中で、心臓が壊こわれてしまいそうなほど激はげしく脈打っていた。どんどん高ぶり、尖とがっていく感情が、心臓を強く強く握にぎり締しめて、そこから押し出される血が全身をカッカと熱くさせる。


　毒どくみたいな熱が、頭にまで回る。


「エイルセイル」


「なんだい？」


「エイルセイルッ！」


　ぐ、と踏ふみ込んでまっすぐ拳こぶしを突き出す。それはあっさり避よけられ、ついでに足をひっかけられて倒される。腕が地面で擦れて血が滲にじむ。


　ディディウスはなおも立ち上がり、エイルセイルに突っかかる。


「ふ……ふふふ」


　エイルセイルは楽しそうに笑う。笑いながらディディウスの攻こう撃げきを避け、最小限のダメージだけを与あたえるよう加か減げんされた攻撃を繰くり出す。蹴けり倒し、小こ突づき……投げ飛ばす。


「ち…っくっしょおおお！」


「ふ、ふははははは！　あはははは！　どうしたんだい、そんなんじゃあいつまで経たっても僕の身体をかすりもしないよ。折せつ角かくの特別な身体も、使いこなせないんじゃあしかたないね」


「よくもっ、よくもあの子をっ！　父上を！」


「父上のことは君が決めたことだよ。この都が滅ほろびるのも！　でもさ、ディディウス君」


　エイルセイルは笑い、ひらりと飛んで、折れた円柱の上、皇帝像の頭の上に降り立つ。


「そんなに僕が憎いなら、君が契けい約やくした神とか妖よう精せいとかの力を借かりればいいじゃないか。ほら、君のお父上を甦よみがえらせるのに使った神々の力」


　一瞬ディディウスの動きが止まる。


「そう。君は父上を甦らせたんだ。その他ほかにもたくさんの人間をね。死者の眠りを脅おびやかし、冒ぼう瀆とくした……ひどい皇子サマだね！」


　エイルセイルはさらに笑う。嘲あざ笑わらう。


「皇子サマが悪者になっちゃった。でもねえ、どうせ悪者になっちゃったんなら、もっと悪くなっちゃえばいい。一度力を借りたのなら、もう一度力を借りればいい。神々も妖精も、きっと君の願いをきいてくれるよ。そこの霧の神をぶち殺せってね！」


「ああ、殺してやるよ！」


　ディディウスはパッと右手を振る。指先の動きに合わせて光の線が現れ、虚こ空くうに奇き妙みような文字列と図形を描えがいていく。口は慣なれた調子で神々の名を呟つぶやく。エイルセイルに教え込まれた、死の神々を呼び出す魔法だ。代だい償しようはこの身体。神の肉体だ。欲しいならくれてやる。望みは一つ。


　ただ、この男を殺したい。


　エイルセイルはそれを満足そうに眺ながめている。これでいいと、彼はそう思う。


「ほら……君だって、結局そんなもんじゃないか」


　嘯うそぶく声は、ディディウスの元まで届かない。


　その間にも、神々を招まねくための文字列と言葉はどんどん紡つむがれ、空には巨きよ大だいで複ふく雑ざつな図形が描かれていく。


　風が唸うなる。闇やみ色いろのマントがはためく。


　緑の瞳は天に描かれていく真っ赤な図形の色を映うつして赤く輝く。


　まるで、嵐あらしのようだった。


　雨はないまでも風が荒あれ狂くるい、瓦が礫れきをまるで布のように軽々と宙ちゆうに放ほうり上げる。


　空が暗くなる。西の雲くも間まには遠えん雷らいが煌きらめく。


　風をついて聞こえてくるのは、何も雷かみなりの音ばかりではない。


　死を司つかさどる神々の咆ほう吼こうが、命の刈かり取り手たちのひそやかな羽音が、途と切ぎれ途切れに届く。


「エイルセイル!!」


　ディディウスは叫び、図形を描き、魔法の最後の仕上げにかかろうとする。エイルセイルはそれを止めもせず、ただこう言った。


「君を歓かん迎げいするよ、ディディウス君。


　僕の世界へ、ようこそ」


　ディディウスはその言葉を無視して、指で最後の赤い線を真横に一本引く──


　……いや。


　引こうとした瞬間、横から誰かに思いきり抱だきつかれて、その動きを止めた。


　ディディウスは尻しり餅もちをつく。なんだか柔らかくて良いい匂においが広がった気がした。黄色い髪の誰かが、ディディウスの首に腕を回し、力の限り抱きしめている。


　ディディウスは抱きしめてくる腕を振り払おうとしたが、相手はそれに逆らってさらに強く抱きしめてくる。


「放せ……っ」


　ディディウスには、もう黄色い長い髪も、自分と同じ顔も、目に入っていなかった。ただ、エイルセイルを殺したい。それだけだった。


「だめえっ、ディディッ！」


　声を聞いても誰だかわからない。邪じや魔まだと怒ど鳴なって、マントを摑む指を引き剝はがそうとする。だが、その温あたたかな感かん触しよくに、その少し高めの声に、なんだか覚えがあるような気がする。


「ディディのばかっ」


　いきなり、腕を嚙かまれた。


　そこでディディウスはやっとまじまじと嚙みついてきた相手を見つめた。


　相手も嚙むのをやめて、ディディウスを見つめた。


「ディディ。もういいの。もういいのよ」


「俺は」


「ごめんね。勝手に遠くに行こうとして。ねえ、ごめんね」


「俺は──」


　砂を踏ふむ音に、ディディウスは顔を上げる。三歩の距きよ離りにエイルセイルが立っていた。


「……僕を、殺さなくていいの？」


「あ……ああ……？」


　ずきん、と頭に痛みを感じて、ディディウスは蹲うずくまった。ずきんずきん。痛みは断だん続ぞく的てきに頭を締しめつける。そうだ、殺さないと。運命を表す糸いと紡つむぎの糸を描き、魔法を完成させないと。


　でも、それはどうしてだっけ──……


「ディディに近寄らないでっ！」


　少女は濡ぬれた瞳でキッとエイルセイルを睨にらみ付ける。エイルセイルは困ったように笑いかけ、ふと表情を引き締めて地面を蹴って後方に跳とんだ。


　それまでエイルセイルがいた地面に、巨大な亀き裂れつができる。〈滅びの女神〉が横から斧おのを振ふるったのだ。女神はエイルセイルにさらに攻撃を仕し掛かけ、エイルセイルはそれを避ける。


「さっさと済ませろ」


〈滅びの女神〉はそう言い残して、エイルセイルをディディウスから引き離す。


　少女は泣きながら、必死になってディディウスに思いを伝える。


「あのねっ、ディディ、メイがねっ、間ま違ちがってたのっ。だってディディは最初から関係作ればいいって言ってくれたのにねっ、メイの方が逃げ出すみたいな真ま似ねしてっ」


　その泣き顔から、ディディウスは目が離せない。


（……また、泣かせた……）


　少しずつ、ディディウスの心は静まっていく。


　その顔に、何か冷たいものがぽつりと当たる。さっきまで空に描かれていた図形が、文字列が、曇くもり空に溶とけて赤い雨になって降ってきたのだ。


「ディディがねっ、どんなに悪い子でも、メイは味方だって、そう言ったのに！　ディディ残していくみたいなことしてゴメンねっ！」


　憎ぞう悪おと殺さつ意いが、雨と一いつ緒しよに溶けていく──


（そうだ、俺がエイルセイルを殺そうとしたのは、この子をなくしたと思ったからだったっけ）


　だが、彼女は生きていた。そう、生きていたのだ。


　ディディウスは少女の肩に触ふれ、それからその背中に手を回して、抱き寄せて言った。


「おかえり」


　メイヴェーラは一瞬だけきょとんとして、それから泣き顔にじわじわと笑みを広げていった。泣いているときに、甘い甘い菓か子しを口の中に放り込まれたみたいな顔だった。


　その、まだ涙の乾かわかない頰ほおを拭ふいてやりながら、ディディウスは言った。


「さっきはごめん。なんか頭の中真っ白になって。自分で自分のことわけわかんなくて怖こわかった。でももう大だい丈じよう夫ぶ。君も、もう何も言わないで遠くに行こうとしたりしないでくれ」


「うんっ、行かない、行かないよっ。さっきメイね、ディディがメイのこと忘れちゃったんなら、メイがいなくてもディディは寂さびしくないかなって思っちゃったの」


「そんなことないよ。確かにまだちゃんと思い出せないけど、俺は今君が戻ってきてくれて嬉うれしいよ」


　メイヴェーラは、一、二度瞬まばたきをする。


「……記憶なくても、メイがいると嬉しいの？」


「うん。なんだかよくわかんないけど、きっと俺は君のこと好きだったんだと思う。間違ってるかな？」


「ううん。間違ってない。間違ってないわ。メイも大好きよ」


　メイヴェーラの顔がくしゃっとつぶれる。綺き麗れいな線の眉まゆが変なふうに歪ゆがんで、輪りん郭かくがおかしくなるほど口が横に引っ張られる。


「び……びええええええ」


「あー、もー」


　ディディウスは泣き出したメイヴェーラの頭をぎゅっと抱きしめてやった。


　そうだ、とディディウスは突とつ然ぜん気づいた。涙は拭ぬぐってあげればいい。寂しそうなら抱きしめてあげればいい。そして精せい一いつ杯ぱいの言葉で、勇気づけてあげればいい。


「もう大丈夫。エイルセイルの言うことなんか気にするな。俺は君がどういう存在でも、そばにいて欲しいよ。ほら、今は……」


「ひっく、今は、っく、あいつを、やっつけるのねっ」


　ほら、やっぱりメイヴェーラはちゃんと自分で涙を止められる。


「そうそう」


　ディディウスはメイヴェーラの顔をもう一度覗のぞき込んだ。変な顔だった。さっきまでは自分の顔なのにちょっと可愛かわいいと思っていたのだが、泣き顔はなんだか思いきり不ぶ細さい工くだ。


（俺ってこんな変な顔してたっけ？）


　それでもメイヴェーラは、なんとか涙を止めた。


「よし、泣きやんだな。じゃあ、俺どうやったら元の身体からだに戻ることができるか教えてくれ」


　やはり自分の身体が一番落ち着く。それに──


『俺が今帰るべき場所はメイヴェーラのところ』


　思い出すその台詞せりふは、たぶん自分の言ったか考えたかしたものだ。そう、自分はメイヴェーラと一つの身体を共きよう有ゆうしていたのだ。そして今自分が戻るべき場所は、メイヴェーラのいる、自分の本当の身体なのだ。


　だがメイヴェーラは、何故なぜか唾つばをごくりと飲み込んだ。


「い、いいのね、ディディ」


「……何が？」


「ディディがいいって言ったよ、ダークロア！」


　メイヴェーラがディディウスの背後に呼びかける。


「よし、恨うらむなよっ……この者の肉体と魂たましいとを切り離せ。天あま駆かける収しゆう穫かく者しやの真白き刃やいば」


　聞こえてきた声に振り向こうとすると、わき腹に衝しよう撃げきがあった。


　あれ？　あれれ？　と思ってそっと衝撃のあったところを見る。刃が突き出している。


（えっと）


　痛みは遅れてやってくる。


　痛みを感じると同時に目を見開き、ディディウスは後方を振り返って怒鳴ろうとした。


「ダー……」


　声は喉のどに詰つまる。何かが腹から胸、胸から喉へと込み上げて、口から出ようとしているのだ。


　ディディウスは喉を押さえて言葉と一緒に出かかったものを飲み込んだ。


　けれどまたすぐにそれは喉の奥で暴あばれ、外に出ようとする。


　ダークロアはディディウスのようすに慌あわてたように言った。


「わかってる！　痛いよな！　ごめん頼たのむからがまんしてくれ！　ほらメイヴェーラ！」


「どどど、どーすればいいの!?　ディディの魂出て来ちゃうんでしょっ、海界行く前にこっちの身体に入れなきゃいけないんでしょ!?」


「ええと、魂の出口は口だから──」


「わかった、口ね！」


　メイヴェーラはそう言うや、ディディウスのそばに膝ひざをついてその顔をわしっと左右から摑つかんで上を向かせた。


　そして。





　ちぅ。





　触れ合う前に戸と惑まどう目線とか、ドキドキ高たか鳴なる胸とか、ゆっくりと近づき、閉とざされる目とか、そういうものは全まつたくなし。綺き麗れいさっぱり一いつ切さいなし。


　ディディウスが「あ」と思ったときには、もう唇くちびると唇は思い切りよく触れ合い、というかむしろぶつかり合っていた。唇の裏の歯の感かん触しよくまで伝わってきて、色いろ気けがないどころか痛い。


「むぎゅ!?」


　ディディウスはじたばたと暴れるのだが、メイヴェーラは離してくれない。そのうちに喉の奥でもがいていたものへの注意が逸それる。


「！」


　喉の奥から、口に、何か熱いものが出てくる。同時に四し肢しは冷ひえ、感覚が遠のく。


　止めようとするが、もう止められない。


　ディディウスの口から吐はき出されたそれは、メイヴェーラの口へと移り、住すみ処かを替える。


「んく」


　メイヴェーラは、それを飲み下し、それまで押さえ込んでいたディディウスの身体を離した。そうするとディディウスの身体は人形のようにくたりと倒たおれ、一瞬赤っぽいような黒っぽいような紫色に輝かがやいたかと思うと、次の瞬間には消えてしまった。


「どうだ!?」


　ダークロアが勢いきおい込んで訊きいてくるのへ、メイヴェーラは頷うなずいた。


「うん、大丈夫、中にいるよ」


　そのメイヴェーラの『中』で、ディディウスは怒ど鳴なった。


　──おいこらコレどういうことだよ！


「う、うるしゃい。だからねっ、元の身体に戻ってもらうためにぃー、ダークロアにディディの偽にせ物ものの肉体から魂だけ出してもらってね、それをメイがこの身体で受け止めてー」


　つまり、ディディウスがさっきまで喉の奥に感じていたのは自分の魂だったのだ。


　──あほぉ！　こんな乱らん暴ぼうなやり方あるかっ！　ダークロアなんて俺殺してんだろ！


「いや、殺してるわけじゃないのよ。ちょっと魂と肉体切り離しただけで」


　──それを殺したと言わないで何と言うんだおまえらはっ！


「ああ～ん、もうそんなに文もん句くあるなら自分で言ってよ！」


　言うなり、メイヴェーラは肉体の支し配はい権けんをディディウスに明け渡わたした。ディディウスは久しぶりに本来の肉体に戻り、一瞬ぼうっとする。


（あ…………なんか落ち着く）


　ぎゅ、と手を握にぎったり開いたりしてみる。試ためしに座り込んでいる地面をこつんと叩たたいてみた。拳こぶしが痛い。それはそうだ。何も鍛きたえていないのだし。


　立ち上がり、肩を鳴らして伸のびなどしてみる。


「へへ」


　笑い声が漏もれる。と、軽く小こ突づかれて振り向くと、ダークロアがあっちを見ろと指をさしている。そちらを見ると、エイルセイルが〈滅びの女神〉と向かい合っていた。


「〈滅びの女神〉！」


　ディディウスが呼ぶと、女神はディディウスの方を振り向き、エイルセイルとディディウスの間から身を引く。


「……エイルセイルを押さえてくれてたのかな？」


　ディディウスにこっそりそう訊かれ、ダークロアは首を捻ひねった。


「さてな。気まぐれだからあてにするな」


「しないよ。あんまりあてにしてたら見限られて契けい約やく反ほ故ごにされちゃうだろ？」


「そういうこと。んじゃ行って来い」


「え？　俺だけ!?」


「あ？　だって俺様疲つかれちゃった。メイヴェーラ留とどまらせるのとおまえの魂を切り離すのと、大おお技わざ二つもやったもん」


「もんじゃねえよ、おい……」


　──ディディ！


　メイヴェーラの警けい告こくが飛ぶ。ディディウスは慌てて身を低くし、その頭上を鎌かまの刃が薙ないでいく。ダークロアも慣れた動どう作さでひょいと避よけ、離れたところで観かん戦せんに入る。


　攻こう撃げき者しやは、薙いだ鎌を手元に戻してにこりと笑う。


「もう感動の再会は終わったかな？」


　ディディウスが見上げた先に立っているのは、当然霧の神だ。


「エイルセイル！　俺はっ、もう二度とっ、あんな変な力使わないからな！」


「ふぅん？　それで？」


「そんで、おまえをっ、一発ぶん殴なぐる！」


　ディディウスは言うなり、いきなりエイルセイルの懐ふところに飛び込む。繰くり出した拳は避けられるが、その拳が空気に流れを呼び、微び風ふうがエイルセイルの頰ほおを撫なでる。


　そして微風はいきなり牙きばを剝むき強風へ。


　風は踏ふみとどまったエイルセイルの横を通り抜け、その背後の瓦が礫れきの山を吹き飛ばしてから、やっと静まった。


　エイルセイルは風が過ぎ去ったあとも、何事もなかったかのように同じ場所に留まっていた。ただ、癖くせのない銀色の髪がわずかに乱れている。


「……良かったね。君の大切な人は生きていた」


　反撃はせず、エイルセイルはただそう言った。


「ああ良かったよ。本当に良かった」


「君はずるいね」


　海かい霧むのような茫ぼう洋ようとした瞳が、乱れた銀ぎん髪ぱつの下からディディウスを見つめる。


「君だって一度はこちら側に、僕の立つ闇の方に来たのにね。なのに、好きな人が生きてたからって、あっさりなかったことにしてしまうんだ。君は本当に腹の立つ子だ……君も僕と同じ思いを味わえばいいと思ったのに。君を僕の色に塗ぬりつぶしてあげようと思ったのに」


「……もしこれでメイが本当に死んでたら、俺はおまえにもう一回こうして話しかけようなんて思わなかったと思う。でも、メイは生きてた。だから、言うぞ。二度とあんなことするな。俺の周まわりの人間を傷つけようとするな。もう一度そんなことをしても俺はおまえと同じモノにはならない。でも、これからもおまえは俺につきまとうつもりだろ？」


「……僕が君を滅ぼしてしまうまではね」


「俺は滅ぼされるつもりなんかない」


　ディディウスの目はまっすぐにエイルセイルを見つめていた。表情は緊きん張ちようのためか強こわばっていたが、その瞳に宿やどるのは意志の強い煌きらめきだった。


「俺も色々考えた。でもおまえはたぶん俺が何したって俺のこと嫌きらいだろうから、戦うことにはなるんだと思う。痛いの嫌いだから本当はヤだけど。俺にとっておまえと戦うって何かって言うと、何かを勝ち取るとかそういうのじゃ全然なくて、たぶんおまえの憎にくしみを受け止めることなんだと思う。俺はおまえの相手をする。そんで負けなければ殺されない」


「負けない？　僕相手に？　それで本当に生き残れると思っているのかい？」


　ふと、微風が吹いた。


「知るかよ。やってみなくちゃわかんねえし。それに俺今言ったよな、俺にとっておまえと戦うってことは、おまえの憎しみを受け止めることだって。俺、それだけは続けていきたい。おまえに俺がしてやれることって、たぶんそんなに多くないから、せめておまえの感情は受け止めたい。そうしたら、きっとおまえは前より少しだけ楽らくに生きられる」


　海風だ。


　それが、エイルセイルのいつもより白い頰を撫でる。少し肌はだ寒ざむい。エイルセイルのかけた術が解け始め、気候も元に戻りつつあるのだ。決して穏おだやかではない、けれど力強い風──それが、この島に吹く本来の風なのだ。


「楽？　そんなのどうでもいい。僕は自由になりたいだけだ。君だってメイヴェーラさんだの〈滅びの女神〉だの、すべてのしがらみを断たち切ってしまえばもっと自由に生きられるさ！」


　すでに広場だけでなく、帝てい都と中の建物はほとんどが崩くずれ去っている。剝き出しにされた一面の白っぽい石せつ灰かい岩がんの大地には、波の音も、潮風も、今までよりも直接届く。


「俺は自由ってしがらみを断ち切ることじゃないと思う。少なくとも俺の考えているものとは違う。俺にとっての自由って、自分の思いこみとか、そういうのを自分で壊こわすことなんだ。本当の自分はこうだからこうしなくちゃいけないとか、そういうのはないんだ──ただあるのは、自分の意志と二本の足だけで」


　その風と海のざわめきをついて、ディディウスの声はエイルセイルの元にまっすぐ届く。


「何故なぜ……？　何故君は僕を恐おそれない？　実際に逃にげられるかどうかなんてどうでもいい、逃げたいとは思わないのか!?」


　ディディウスが恐れたのなら、エイルセイルの心も少しは満たされただろう。ディディウスへの征せい服ふく欲よくが満たされただろう。だがディディウスはあっけらかんと言った。


「そりゃ怖こわいことは怖いけど、逃げたいとは思わないかなあ。相手がおまえじゃなかったら、逃げ切れなくてもとにかく逃げてるかなと思うし、別に逃げるのを恥はずかしいとは思わないけど。それを何故って言われると、えーと……強しいて理由を言うとアレかな。


　ほら、霧の中の蠟ろう燭そくって、やっぱり綺き麗れいだと思うから」


　吹きさらしの大地に吹く風が、霧を払はらう。


　エイルセイル自身の中にあった、霧のかけらを。





『霧なんて大嫌いよ』





　星の数を数えるほどに果はてのわからない長い年月。その間に少しずつ溜たまり、真実を覆おおい隠かくし続けていた霧。エイルセイルの心にかかっていた霧。


　その霧が晴れる。青空が覗のぞく。





『誰だって霧を抱かかえているの』





　濃こい緑の葉。そこからこぼれ落ちる陽光。輝いていたあの日──


　輝いていた少女。





『あたしが道に迷ったら──……』





　長い時を越こえて、暑い夏の日の記憶が鮮あざやかに甦よみがえる。
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　リスが向かいの木の枝を駆かけていく。厚あつく重なった緑の葉が揺ゆれる。


『霧なんて大嫌いよ。獲え物ものには逃げられるわ道には迷うわ服は濡ぬれるわ』


　少女は、眉まゆをひそめてそう言った。


　どこか挑ちよう戦せん的な瞳と、癖くせの強い黒髪の持ち主だ。彼女はエイルセイルの視線より高い位置に生はえた枝に腰こしを下ろし、足をぶらぶらさせている。陽光はそのしなやかな足にまだらな影かげを投げかける。


『大嫌い、とはあんまりだな』


　エイルセイルは不ふ服ふくげに言う。少女は小首を傾かしげ、その拍ひよう子しに白い頰に黒い髪がかかる。


『でも嫌いだもの……あ、もしかして霧の中で迷った人を助けることもできるの？』


『ああ、できるが……』


『そう！　それならなんだかいいわね。霧って誰だって持っているものだもの』


『……？　誰だって持っている？』


『そう。誰だって霧を抱えているの。はまれば抜け出せない霧をね。妬ねたみ、そねみ、見み栄えや欲よく。好きと嫌い。悲しいことや怖いこと、恥ずかしいことに惨みじめなこと。それから、寂さびしくて寂しくて、どうしようもないくらい不安な気持ち……っと』


　少女は腰を下ろしていた木の枝を摑つかむと、それを支し点てんにくるりと回って、みごとに着地した。同じ木の根ね方かたでそれを見ていたエイルセイルはため息をつく。


『そういうことは危あぶないからやめろと』


『あら。あたしそんなに危なっかしい？』


　少女はエイルセイルの横にちょこんと座り、幹みきにもたれて立っている彼を見上げる。笑えみを含ふくんだ目で睨にらまれ、エイルセイルは降こう参さんした。


『……君は私の知っているどの人間より敏びん捷しようだよ』


『ふふ、当然ね。だってそれが私の唯ゆい一いつの武器だもの。そしてあなたの武器は隠された真実を見通すその目ってわけね』


『……武器だなどと思ったことはない。いやなものばかり見える……人の心の裏側ばかり』


『でも、だからあなたは霧で迷った人を助けられるのよ』


　驚おどろくエイルセイルと、笑う少女の視線が交こう錯さくした。エイルセイルは彼女から視線を逸そらせなくなった。


『人の心の裏側を知ることができるあなただから、立ち止まったり、迷ってしまったりしてにっちもさっちもいかなくなってしまった人の背中を叩たたいて、勇気づけることができるんでしょ』


　夏が似合う少女だった。エイルセイルは彼女を睨むように見つめながら、けれどその実じつ、見とれながら言った。


『…………君でも道に迷うなんてことあるのか？』


『あったりまえじゃない！』


　少女はけたけたと笑った。癖の強い髪が肩の上で機き嫌げんよく躍おどった。


『あたしが道に迷ったら、あなたが道を教えてね』


　明るい橙だいだい色いろの目が、きらきら輝いて眩まぶしかった。
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　エイルセイルは目を閉じた。微び風ふうは肌に心ここ地ちよい。


（そうだ。だから──）


　エイルセイルは目を開けた。そして、それ以前と同じ微び笑しようを浮かべた。


　ひゅんと鎌かまを振り、肩に担かつぐ。


「それなら、思いきり殺させてもらうよ」


　ディディウスは、唾つばを飲み込んで一歩下がり、身み構がまえる。


「来るなら──来いよ！」


　鎌と霧を避よけ、ディディウスは風を叩き込む。エイルセイルは風を斬きり、幾いくパターンもの攻こう撃げきを繰くり出す。少しずつ、エイルセイルの攻撃の速度は上がる。ディディウスは最初こそ戸と惑まどったものの、徐じよ々じよにその動きに慣れ、だが慣れたと思った途と端たんに次の攻撃はそれまで以上のものとなって皮ひ膚ふを、あるいは服を切り裂さく。


「ミューシカの肉体の方が有ゆう利りだったんじゃないの？」


　問うエイルセイルに、ディディウスは憤ふん然ぜんと首を振る。


「知るか！　俺はこっちの方がいいんだい！」


「へえ？」


　エイルセイルはディディウスの言葉を確かく認にんするように鎌で払い、ディディウスはそれをすんでの所で避ける。


（くそっ）


　ディディウスはさらに速くなる動きについていこうと、さらに意識を集中させる。


　そのようすを眺ながめながら、ダークロアは呟つぶやいた。


「いやー。いい感じに遊んでもらってんなあ」


「ふん。あのばかめが」


　隣となりで腕を組んで吐はき捨てるのは〈滅びの女神〉だ。


「ばかってどっちのこと？　皇子様？　それとも霧の神？」


「両方だ。契けい約やく者しやの方は遊ばれていることに気づいておらぬばかで、天空神の方はわざと手を抜ぬいておるばかだ」


「手抜きじゃないだろ」


「ではなんなのだ」


〈滅びの女神〉は少しむっとした様子でダークロアを横目で睨む。美人に睨まれるのは好きだけどね、と笑って、ダークロアは言う。


「あれは、ディディウスの力を引き出すように動いてくれてんだろ。ほら、少しずつ動きを速く、強くして……」


「似たようなものだ」


「……そーかなー。何にせよ、頑がん張ばってるんじゃないかな、皇子様も。さっきよりは少しは動きがいい」


「そうか？　さっきに比べて精せい彩さいは欠かいているぞ」


〈滅びの女神〉の採点は厳きびしい。


「あのね、どんなにいい肉体でも、さっきのあれはミューシカの肉体であって、ディディウスの肉体じゃないんだから。神様の身しん体たい能力があっても意識が人間で身体からだの動きに追いついてないんじゃしょうがないよ。しかし霧の神、いきなり変わったね、雰ふん囲い気き」


「本ほん性しようを取り戻しただけだ。霧と灯とう明みようと先せん見けんの神としてのな。あれは本来成長を司つかさどる」


「へえ？　そんな神様だったの」


〈滅びの女神〉は深く頷うなずく。目はエイルセイルとディディウスの戦いから逸らさない。


「そうだ。昔、天空が人を導みちびく神を作ったが、その神はあまりに人の心が見えてしまうがゆえに人との交まじわりを憎にくむようになってしまったのだ。まったく、そんなこと作る前に気づけばよいものを。天空は本当に阿あ呆ほうの集まりだな」


「あ、その話なら聞いたことあるな。確か続きがあって……その神はその後永遠なる真実を探し求めて見つからず、闇やみに身を落として闇を知り、それゆえ闇を照てらす灯ともし火びになることができたってやつだろ。あれ？　でもなんか変だな、あいつが本性取り戻したってことは、今までが闇に落ちていたっていう状態になるわけだろ？　で、これからが灯火。現在のことなのに、どうして昔から言い伝えられているんだ？」


「時の存在する前に生まれた物語もある。それらは時を越こえるのだ」


「……よくわかんないんですけど」


「今語かたり継つがれている物語は、何も過去に生まれたものばかりではない。今生まれつつある物語や、将来生まれるはずの物語が、過去より語り継がれてきたということもある」


「…………予よ言げん、みたいなもん？」


「かなり違うが、わからぬならばそう解かい釈しやくしておけ」


　嘲あざ笑わらうように、女神は、ふん、と鼻を鳴らす。


「そうしておきますよ……ん？」


　霧と風の向こうに、見覚えのある色を見た気がして、ダークロアは目を細めた。


　この場にいるとはまったく思っていなかった人物だっただけに、一瞬見み間ま違ちがいかと思った。


　だがそれは見間違いでも気のせいでもなかった。


　瓦が礫れきとなった円柱の陰かげに、渋しぶ色いろのローブが見えた。











　エイルセイルは右の二の腕に痛みを感じ、咄とつ嗟さに後方に跳とんでディディウスと距きよ離りを取った。ディディウスが呼吸を整ととのえている間に自分の右みぎ腕うでを見て、僅わずかに血が流れていることを確認する。


　ディディウスの攻撃が身体を掠かすめた記き憶おくはない。


　では、いったい誰が。


　エイルセイルは周囲に素す早ばやく視線を走らせた。犯人はすぐに見つかった。


　渋色の占い師が、瓦礫の陰から逃げて行くところだった。手には弓ゆみが見える。


（……弓？　だがそれならばなぜ矢が見えない……矢のない弓、見えない矢──……）


　エイルセイルの思考はそこで止まる。ディディウスが風を起こし、その風が刃やいばのようにエイルセイルの髪を一ひと房ふさ切り取った。


　エイルセイルは再び攻撃に転てんじ、魔ま女じよと弓矢のことを一時的に忘れた。


　傷は浅く、ほんの掠った程度だったが、血は止まらなかった。


　そしてそれが命取りとなった。











　ディディウスは攻撃と回かい避ひのためにほとんど絶たえず走り回っていた。


　鎌の一撃を避けながら、なだらかな坂を上る。すでに周囲の建物はほとんど白い塵ちりとなって散っていたが、その地形から、ディディウスは自分がイリヌスの丘おかの宮きゆう殿でんのあった方向へ向かっていると気づいた。


　攻撃をかいくぐり、地を蹴けり、風を起こして反撃する──


　さすがに、息が切れてきた。


（ま……前より体力ついたとは思うけど、これは……ちょっと……）


　そもそも、人間の身体でメイヴェーラの力を使い続けること自じ体たい、かなり無む茶ちやなのだ。力を使った反はん動どうは遅れてやってくるので、まだなんとか保もっているが、走って避けて攻撃して、という激しい動きに、ディディウスの身体は慣れていない。足がもつれて、今にも転びそうだ。


　だが、転ぶ前に坂道が終わった。


　坂を越えた先、小高い丘の上には、まだ建物が残っている。それを狙ねらって一本の白い蔦つたが暴あばれていて、ディディウスは一瞬ひるむが、ディディウスに危険ならエイルセイルにも危険ということだ。


（よし、蔦であいつを攪かく乱らんする！　どうせこのまま戦ってても負けるんだ、賭かけるしかない！　いいな、メイ！）


　──もっちろん！


　ディディウスは帝都に唯ゆい一いつ残された大理石の建けん築ちく物ぶつ群ぐん──皇帝の宮殿に向かって駆かけた。


　舗ほ装そうされていた道はすでに半なかば以上剝むき出しの地面を見せてはいたが、広場などよりはまだ原形をとどめている。道の左右の建物も、崩ほう壊かいしかかってはいるもののまだ建っている。


「うわっ」


　ディディウスは中庭の一つに入り灌かん木ぼくの茂しげみに分わけ入いったところで、頭を引っ込めて身体を伏ふせた。その上を鎌かまの刃が薙ないでいく。


「逃げるつもりかい？」


　庭に入ってきたエイルセイルがそう尋たずねる。


「へっ、そう思ったか？」


　ディディウスは距離を取ると強がって笑うが、声が疲ひ労ろうと緊きん張ちようで震ふるえているのであまりさまにはならない。エイルセイルはさらに鎌を振ふるおうとするが、その足下の地面が割れ、真っ白い蔦が現れる。


　蔦はさらにうねり、蔦に触ふれた周囲の木々や建物の壁かべは崩くずれ、消えていく。


　ディディウスは蔦が開けた壁の穴の中に飛び込んだ。エイルセイルもそれを追ってくる。


　そこは、廊ろう下かだった。壁には架か空くうの庭の絵が描えがかれ、高い天てん井じようは真っ青に塗ぬられている。壁へき画がの緑があんまり鮮あざやかだったので、また庭に飛び込んでしまったのかと思ったほどだ。


　ディディウスは緑色の廊下を駆け出した。後方からはしっかりした足音。突つき当たりで階段を上る。


　階段を上りきったところは、また廊下だった。右手が列柱で、柱の間から曇どん天てんの下の帝都を見渡せる。すでに白い大地を剝き出しにした都。いや、もはや都などと呼べるものではない。残ざん骸がいだ。


　ディディウスは横目でちらとそれを見て、また駆け出した。と──


　床ゆかが、揺ゆれる。


　一階で蔦が暴れているのだろう。この建物の崩壊も近い。


　──ディディ、前！


　メイヴェーラの言葉に、ディディウスは足あし下もとにいっていた注意を正面に向けた。


　そこに、霧きりがあった。


「！」


　霧はディディウスがきびすを返そうとする間に凝ぎよう縮しゆくし、そこから現れた手がディディウスの腕を摑つかむ。手から腕、腕から肩、肩から胸、首、頭、腹、腰、足ができて、エイルセイルがいつもの笑みを湛たたえて現れる。


「捕つかまえたよ」


　だがそのとき、再び激しい揺れが建物を襲おそった。今度は床だけではない。柱が崩れ、エイルセイルめがけて倒たおれてくる。


　柱だけならばエイルセイルは避よけもしないだろうが、蔦が一いつ緒しよだった。うねる蔦をかわすため、エイルセイルは一歩あとずさり、鎌を振るう──が、鎌は蔦に触れると同時に崩れて消えた。蔦はエイルセイルなど気にも留とめず、再びうねって天井を突き破やぶり、上階へ抜けていく。


（今だ！）


　その一瞬を逃のがさず、ディディウスはエイルセイルの方へ風を叩き込んだ。風はもう一度鎌を作るために集まってきた霧を吹き飛ばし、さらにエイルセイルの頰を切り裂き、白い肌に真っ赤な血を流す。


　ディディウスの風が、初めてエイルセイルの肌に届いた。


「なかなか……頑がん張ばるね」


「まだまだぁ！」


　霧と風、二つの力がぶつかり合う。風が霧を吹き飛ばし、霧が幻まぼろしを映し出す。攻こう防ぼうが続く。


　ディディウスは肉体的にも精神的にもぎりぎりのところで戦っていた。それなのにこれがなんだか妙みように楽しい喧けん嘩かのような気がしてしかたなかった。そう、これは喧嘩とか訓くん練れんとかいうものに近かったのかもしれない。


　そのとき、ふと──ディディウスはエイルセイルの異い変へんに気づいた。


　鎌を持つエイルセイルの右腕、その白い肌から、血が流れている。


　ディディウスの攻こう撃げきが当たったわけではない。


　だが、そのような傷などないかのように、エイルセイルはさらに鋭するどい一撃を放はなつ。注意の逸それていたディディウスは避けきれず尻しり餅もちをつき、その首に鎌の刃が迫せまり、ぴたりと止まる。


　ディディウスは止まった刃とエイルセイルを慎しん重ちように見上げた。


「……殺さないのか？」


「簡かん単たんにはね」


　エイルセイルは鎌を一ひと振ふりして消し、頰から落ちる血を拭ぬぐう。


「君が言ったんじゃないか。憎にくめって。憎む相手をそう簡単に殺すのは勿もつ体たいないだろう？」


「……じゃあ……」


　ディディウスは一いつ旦たん顔を明るくさせるが、エイルセイルの顔に浮うかぶ嘲ちよう笑しようを見て、言葉を呑のみ込む。


　やはり、彼は怖こわい男だ。とても残ざん酷こくで、とても残ざん忍にんな男だ。


　この先この男に命を狙われ続けるのだ。


　考えただけでぞっとする。膝ひざが震えそうだ。


（でも、俺の決めたことだ。相手してやるって）


　殺されるかもしれない。でも殺されないかもしれない。そんなことはまだわからない。


　ディディウスは強い意志を込こめた瞳で、エイルセイルを見み据すえ、


「しょうがねえな、しばらく付き合ってやるよ！」


　そう、一生分くらいの覚かく悟ごで言った。


　……だが、結末は呆あつ気けなくやってきた。


　まず、相あい継つぐ衝しよう撃げきに耐たえきれなくなった床が抜けた。


「ぁあああ!?」


　ディディウスは下の階に落ち、頭を打った。


　次に目を開けたときには、日にち没ぼつした暗い空が見えたから、どうもしばらく気を失っていたらしい。


　がばりと身体からだを起こすとちょっと後頭部が痛んだが、それ以外は特に外がい傷しようもない。


　周囲を見回して、ディディウスは息を呑んだ。そこには緑色の壁も、立派な大理石の列柱も、青い天井も、何もない。


　ただ、白い塵ちりが、風に吹かれて舞まっているだけの、丘の上。


　木も、花も、建物も、何もない。ここまでくるといっそ清すが々すがしい。


（だって、元もと々もとなんにもなかったんだもんなあ）


　そのとき背後から物音が聞こえてきて、ディディウスは慌あわてて立ち上がり、振り返って身構えた。


　エイルセイルが、砂の上に立っていた。


　だが、いきなり膝をついて、そのまま動かなくなる。


「……あれ？　おい、エイルセイル？」


　ディディウスは慎重に足を進めてエイルセイルに近づき、五歩の距きよ離りになったとき、やっと気づいた。


　エイルセイルは右の二の腕を押さえていて、そこからはさっき見たときの数十倍の量の、どす黒い血が川となって流れ出ていた。


　ディディウスは駆け寄った。


「お……おいっ!!」


　血は、どくどくと、まるで泉が涌わくように溢あふれ出し、止まるどころか流れる量は一秒ごとに増え続ける。身体中の血がなくなってしまう。ディディウスはぞっとした。命の泉が涸かれる。


　エイルセイルはその場に倒れそうになる自分の身体を、砂すな地ちに手をついて支えた。


　ディディウスはエイルセイルに手を貸かそうとして、振り払はらわれた。


「……いいよ」


「大丈夫かっ？　おまえ神だから大丈夫だよな、なあ、そうだろ!?」


　エイルセイルは答えない。ディディウスの中で、メイヴェーラが消え入りそうな声で言った。


　──あのね、この傷、なんだかすごく変だよ。普ふ通つうじゃない。死の神の臭においがするよ。


「死の神の臭い……？」


「……そうだね。最初は気づかなかったけど、どんどん濃こくなる」


　エイルセイルは諦あきらめたようにそう言った。


　死、って……と言いさして、ディディウスは続きを言えなくなった。


　言えるわけがない。


　じゃあ、おまえ死んじゃうの、なんて。


「お……おい、おまえ天空の偉えらい神様なんだろ!?　こんなところで死ぬなんておかしいじゃないか！　ってか神様が死ぬって変だろ、なあ！」


「変じゃ……ないね。戦争があったら死者も出るしね」


「でも……でもっ、こんな傷いつの間にっ！　俺、こんな傷負おわせちゃったのか!?」


「……君じゃない。さっき、人間の女に矢で射いられたんだ」


　エイルセイルは肩で息をするばかりだ。白い肌はなお白く。吐と息いきはなお細く。


　わけがわからない──さっぱりわけがわからない。それがディディウスの感想だった。ただ呆ぼう然ぜんとエイルセイルを見つめ、それからなんだかその諦めたような穏おだやかな表情が無む性しように腹立たしくなって、ほとんど嚙かみつくように怒ど鳴なった。


「ばかなこと言ってんじゃねえぞ!?　おまえは俺のこと付け狙ねらって生きるんだろ!?　こっちはもう一生付き合ってやる覚悟でいるんだっ、し──死ぬとか簡単に言うなっ！　簡単に……」


　だが、不ふ意いに自分の口から出た言葉が怖くなって、口を噤つぐむ。


（ほんと──わけ、わかんねえ……）


　──ディディ、ねえ、あれ見て。海の方……


　メイヴェーラに言われて、混乱した頭のままのろのろと顔を上げると、星明かりを浴あびて白っぽい丘の向こうに、黒々とした大量の水が横たわっていた。空にはすでに無数の星。


　その海の上に、星でも月でもない、煌きらめく光があった。


　幾いくつもだ。光は次々に増ふえ、やがて帯おびとなって繫つながった。


「……あれは……」


　──近くの島から出てる光だよ。他ほかの島でもたくさん！　ねえ、あれはなあに？


　ディディウスは気づいて、日にちを数えた。


「エトクスだ……」


　──エトクスって？　あ、お祭り行ったところ？


　今日はエトクスの祭りの始まりからちょうど二週間。最終日だ。最終日には信者たちによって、神の故こ事じにちなんだ儀ぎ式しきが行われる。


「そうだ。エトクスは航こう海かいの無事を司つかさどるんだ。そしてその御み姿すがたは……」


　ディディウスはエイルセイルに肩を貸して、身体を支ささえ、海の方が見えるようにしてやった。エイルセイルは一瞬払いのけるような動どう作さをしたが、結局やめた。力はもうなかった。


「霧きりの中を照てらす灯火として描えがかれる……」


「……霧？」


　エイルセイルが苦しげな息の下からそう聞き返す。ディディウスは頷うなずく。


「そうだ。エトクスは霧と灯明と先せん見けんの神。エトクスの灯火は隠かくれてしまった道を捜さがし出し、迷える者に道を示しめしてくれる。エトクスは旅人に祝しゆく福ふくを与あたえ、天候の急変を教えてくれる。神しん殿でんにはいつも火が灯ともされ、それが灯台となって船を導みちびく。エトクスの祭りは……」


　ディディウスは海うな原ばらに浮かぶ光の帯を指した。


「必ず、闇やみ夜よに行われる。この祭りの時だけはエトクスの神殿の火を消すんだ。そして、人々は灯あかりを持ち寄り、その灯りを一晩灯し続ける。なんでかわかるか？」


　エイルセイルはかすかに首を振ふる。ディディウスは泣き笑いの顔をした。


「闇夜には、エトクス自身が迷いの中にあるって考えられているんだ。その迷いの深い闇の中から、エトクスを助け出すために、その平へい安あんを祈いのって、みんなは灯火を掲かかげているんだ。そして、祭りの終わるときに神殿の灯りが点ともされて、エトクスは民たみのおかげで闇から抜ぬけ出すことができたとされる……おい、聞いてるか？」


「……聞いてるよ」


「おまえだ……あれ、絶対おまえだろ。おまえが地上に降りたときに、人間たちがおまえのことを元に信しん仰こうを作ったんだ。絶対そうだ。おまえ知ってたか？　おまえ、こんなふうにたくさんの人の祈り受けてるんだぞ。知ってたか……!?」


「……知らなかったよ」


　エイルセイルは人間の信しん仰こうになど興味がなかった。地上と天空がもっと近かった時代には、下位の神がエイルセイルの名みよう代だいとして地上にちょっかいをかけることもあったようだが、エイルセイル自身はあの少女と別れたのちは、人と関かかわろうとはしなかった。


　エイルセイルは光の帯を見つめていた。暗い空ともっと暗い海の間に浮かぶ、奇き妙みような光の帯。


　闇は濃く、なお濃く。けれど光は微かすかで、頼たよりなく、朧おぼろで。まるで闇に呑み込まれてしまいそうなほどで。それなのに、悲しいくらい凛りんとして。


　そう。


　彼女は、そういう人だった。







＊







　彼女は森の小屋に一人で暮くらしていた。


　何故なぜ彼女がそんな生活を選んだのか、何故彼女が故郷を出てきたのか、そのことをエイルセイルは真しん剣けんに考えようとしなかった。だから、エイルセイルが彼女の負おってきた傷に気づくのには少し時間がかかった。彼の見通す者としての力を考えれば遅おそすぎたくらいだ。


　彼女は産うみの母親に売られそうになって故郷を逃にげ出していた。逃げ出したあとも、まだ子どもだった彼女は多くの人間に騙だまされ、利用されてきた。辿たどり着いた森で知り合った妖よう精せいたちは彼女を好すいてくれ、守ろうとしてくれたが、人間の心の機き微びに疎うとい妖精のこと、それは十分ではなかった。成長した彼女は一人の男と出会ったが、そいつは半年後に別の女と結けつ婚こんした。


　こっそり村に会いに来た彼女を仲間と一緒に散さん々ざんなぶったあと、男は言った。


　おまえみたいな流れ者の汚れた女、俺が本気で相手にすると思ったのか？


『他にも色々あったけど、いちいち覚えちゃいないわ。利用されるだけじゃなくて利用してやったことも同じくらいあったしね。だから同情してもらうことなんかないのよ』


　エイルセイルよりもさらに白い顔で、彼女は病やまいの床とこにつきながらそう言った──


　エイルセイルが彼女の心の傷に気づいたのは、彼女が病で倒たおれた時だった。そのときになってやっと、彼は彼女の暮らしと生まれに疑ぎ問もんを持ち、そして疑問を持った瞬間に霧の神としての力がすべてを彼に教えてくれた。


『他人の世話になんかなりたくない』


　彼女はそう言ったが、頼たのむから迷めい惑わくをかけてくれ、世話を焼かせてくれとエイルセイルに懇こん願がんされ、結局諦めたように頷うなずいた。


　エイルセイルは彼女のために森の奥に城を造った。大きな部屋の大きな寝しん台だいに彼女を寝かせて、彼はその枕まくら元もとに肘ひじをつき、いつもただ祈るように顔を伏ふせていた。


　あらゆる手を尽つくした。けれど病状は快かい方ほうに向かうことはなく、時は残ざん酷こくに駆け足で過ぎていった。絶望的な死の臭においだけがどんどん濃くなっていった。


　あるとき彼女はこう語った。


『世界は広すぎて寂さびしいわね』


　彼女が口を開くのは久しぶりで、そもそも意識が戻るのも久しぶりのことだったので、エイルセイルはパッと顔を上げて彼女を見つめた。彼女の白い顔はなお白く、雪より儚はかなかった。


『真っ暗闇に一人ぽつんといることに、いきなり気づくの。そういうことってある？』


　彼女はエイルセイルの方に腕を伸のばした。彼女の腕が首に絡からみ、彼は彼女の望むままに、彼女のすっかり細くなってしまった身体からだを抱だきしめた。


『ねえエイルセイル。世界は広いわ。あたしには広すぎる。寂しいの。だから抱いていて。あなたの腕の中がいいわ。少し狭せまくて、あたし一人分の居場所しかないくらいの方がいい』


　両の腕の中に彼女だけを残したくて、死の臭いすら締しめ出したくて、エイルセイルは言われるままにただ強く彼女を抱きしめていた。


『ねえ、思い出はいつか褪あせるわ。人の心はいつか変わるわ。愛してるなんて世界で一番噓うそ臭くさい言葉よ。みんな寂しいからそう言うだけ。噓だらけの言葉よ。永遠なんて存在しないわ』


　色褪せた思い出も、変わってしまった人の心も、噓だらけの愛の囁ささやきも、幻まぼろしだった永遠の約束も、彼女は知っていた。母親に愛されず男たちに裏切られ、そのたびに傷つけられて、けれどその傷を癒いやす術すべも知らず生きてきた。手て当あてされなかった傷はここに来てついに膿うみ始め、痛みを抱かかえながらも凛として生きてきた彼女を暗い霧の中に迷わせようとしていた。


　否定しなければ。エイルセイルはただそう思った。


『そんなこと……ないよ。いいや、人間はそうだとしても私は違うよ。だから安心するんだ』


『ああそうね、あなたは神だったから……』


　時々忘れそうになるわ、そう言って彼女は笑った。


　突然、彼女の身体が大きく一度震ふるえた。彼女は口元を手で覆おおい、一、二度激しく咳せき込んだ。離した掌てのひらには血がついていた。血は指の間から垂たれて寝台の上の真っ白い毛皮に染しみ込んだ。


『ごめん……汚よごしちゃった……』


　彼女は謝り、これ以上寝台が汚れるのを防ふせぐためにエイルセイルの腕を押しのけて、床に降りようとした。けれどエイルセイルは彼女の手首を摑つかんで背中に回してしまうと、唇くちびるを触ふれ合わせた。柔やわらかく。


　彼女はもがき、背中で手首を押さえているエイルセイルの手を振りほどいて離れ、消え入りそうな声で呟つぶやいた。


『あなたが汚れちゃう……』


『……そんなことないよ』


　君は綺き麗れいだよ。君の心も、身体も、世界で一番綺麗だよ。


　そう言って、彼は彼女の唇についた血を舐なめ取った。
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「エイルセイル！」


　上がった声はディディウスのものではない。メイヴェーラのものでもない。


　ディディウスの腕の中から半ば奪うばうようにして、葡萄ぶどう酒しゆ色いろの影がくずおれそうになったエイルセイルの身体を支えた。


　エイルセイルの指先が伸び、ミューシカの額ひたいに触れる。


「私からの祝福を、ミューシカ。おまえは命に生きる力を与える者。最も力強き者……おまえならば、望むように生きられるだろう」


「何を……言うっ、あんたを負かすのが俺の望みだっ！」


　わななきながらミューシカは怒ど鳴なる。


「負かす前に死なれちゃ望みもくそもあったものじゃないんだよ!!　あんた霧きりの神だろう、それっくらい見通しやがれっ！」


　かつての部下に叱しかられて、エイルセイルは苦く笑しようしながらも、ミューシカの腕に摑つかまり、何ごとかを囁いた。


　聞いたミューシカは驚おどろき、息を呑のむ。


　その驚きを慈いつくしむように、エイルセイルは目を細め、そしてその目で夜の海に浮かぶ光の帯を見つめる。


　闇は濃こく、なお濃く。けれど光は微かすかで、頼りなく、朧おぼろで。まるで闇に呑み込まれてしまいそうなほどで。それなのに、悲しいくらい凛りんとして。だが最さい期ごの瞬間になって、彼女が負い続けてきた傷は膿うみ、にじみ出た膿うみが彼女に色々なものを諦あきらめさせた。そして彼はそれをすべて否定したかった。そんなことはないと言い続けた。そうすることで彼女の霧を照らす灯火になりたかった。


『そんなこと……ないよ。いいや、人間はそうだとしても私は違うよ。だから安心するんだ』


　その瞬間から、彼の心は少しずつひずみ始めていたのだろう。変化を恐おそれるあまり、永遠を証明しようと思うあまり、心の時間は止まり、静かに霧が溜たまり、何もかも覆い隠かくしていく。そして最後には証明しようとした永遠性すら塗ぬりつぶし、ただ滅ほろびを願う心のみが残された。


　何も見えなくなった。ただ一つのことを証明したかっただけなのに。


　ずっと君を愛しているよ、ということを。


（ずいぶん歪ゆがんでしまったけれど、この思いが本物だと、君は信じてくれるかな？）


　胸でひっそりと問う。答えはない。答えはない──同じ魂たましいを持つディディウスに訊きいたら、きっと彼女は信じてくれると答えるだろう。でもその答えにも意味はない。彼女と彼の間のことだ。二人だけの。


「エイルセイル！」


　ディディウスの声が耳元に痛い。この少年には他にもっと掛かけるべき言葉があるはずだ。


　エイルセイルは顔を伏せ、肩を震わせた。


「エイルセイル？　おい……」


　ディディウスが心配そうに覗のぞき込んでくるが、エイルセイルの顔を見て声は尻しり窄すぼみになる。


　エイルセイルは嗤わらっていた。そして嘲あざけるような目でディディウスを見み据すえ、言い放った。


「エトクス？　そんなものに興味はないよ。くだらない。君の考えも、行動も、この世界もつまらないね。他人のことを思いやるなんて……誰かが誰かの平安を祈いのるなんて、所しよ詮せん押しつけだよ。そういう自分に酔よっているだけさ」


「……んなことないっ！　俺はそう信じてる！」


「信じる？　君ら人間のそういうところが、禍わざわいをもたらす最大の原因だね。これだけ殺し合い、争い、世界を食いつぶし、それで平安を祈るなんて、よくも言えたものだね。霧の中の蠟ろう燭そくが好きなんて、そんな言葉本当に信じると思ったのかい？」


「……でも本当だっ」


　エイルセイルはディディウスの手を振ふり払はらって立ち上がった。


「仕方ないね。じゃあ、約束をしようか」


　エイルセイルはふらつきながら歩き出した。海の見える方へ。


「君がそれを守ることができたら、僕は君の言うことを信じてあげるよ」


「約束って……？」


　問うディディウスを、エイルセイルはちらりと顧かえりみる。





「君は、かっこよくて、頑がん固こな、お爺じいちゃんになるんだよ」





　ディディウスは一瞬目を細めた。


　エイルセイルの後ろには光の帯が広がっていて、彼の姿だけが黒く影になって見えた。


　光の帯は島々の海岸線に沿って延えん々えんと続き、闇やみの中に海岸線をかっきりと浮き上がらせている。有人の島々は、すべて光の帯で囲まれている。まるで暗い空に、光の島が幾いくつも浮かんでいるようだった。


　そして──


　ディディウスは、エイルセイルの身体からだが霧になって消えていくのを、ぼんやりと見つめていた。よく彼は霧になって消えたから、またどこかでひょっこり出てくるのだろうかと思いながら、けれどそれはもうきっとあり得えないのだろうと、どこかで理解しながら。


　ただ、闇夜に、光の帯に溶とけるように消えていく、白い霧を見ていた。


　メイヴェーラが、泣いていた。


　だからこれはメイヴェーラの流した涙なのだと、ディディウスは思うことにした。


　ただ、堪こらえきれず、声が漏もれる──それが悔くやしくて、怒鳴ってごまかした。


「ばかやろうっ。約束したって、おまえがいなきゃしょうがないだろ！」


　けれど、怒鳴っても返ってくる言葉はない。ディディウスはしばらく怒鳴り散らし、それでもやはり返事はないのだと悟さとり、俯うつむいた。


「約束……するよ」


　ディディウスは頰ほおを拭ぬぐった。ミューシカは自分の手の中を見つめていた。そこに、さっきまでエイルセイルが抱だかれていた。白い蛇へびはそっとディディウスに近づき、また煙けむりとなって契けい約やく者しやの体内に戻った。すべては元通り。海から生まれた命は海へと帰る。元通り──


「見えるか？　エイルセイル……おまえのための灯ともし火びだ」


　夜は更ふけていく。更けていく──
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　それは、まだ彼女が元気だったころのことだった。


　陽光は強く、濡ぬれた緑は濃かった。


『あなたが神様だなんて。それじゃあ、あたしがおばあちゃんになっても、あなたはその姿すがたなのね。一緒に年は取れないのね』


　彼女の声には不ふ服ふくげな響ひびきがあって、エイルセイルは笑いを隠すのに苦労した。


『そうなるね』


　彼女は小枝を一本ぶらぶらと振りながら、森の中の彼女だけが知っている小道をゆっくりと歩いていく。彼はそのあとを呑のん気きについていく。


『君はたくさん年を取って、いつかしわくちゃで可愛かわいいおばあちゃんになるんだよ。君の手を引いて、私はどこでも行きたいところへ連つれて行ってあげるさ。海はまだ見たことないだろう？　それとも北の山脈を越こえようか？　東の都も美しいよ』


『あら』


　彼女は突然立ち止まって振り向き、綺き麗れいな目で彼を見上げた。口元の笑みを小枝で隠して。


『それもいいわね。可愛いおばあちゃん！　あたしが弱って歩けなくなったら、あなたが負おぶってこの森へ連れてきてね。そして、またこんなふうに一緒に森を歩くの。ステキね！』


　木こ漏もれ日びよりも、彼女の笑顔は輝かがやいていた。














終章　胎たい動どう







　渋しぶ色いろのローブを枝に引っかけ、女は立ち往おう生じようしていた。


　枝をむしるなりローブを引き裂さくなりしてさっさとこの場から離れたかったのだが、枝はなぜかねじくれてさらにローブに嚙かみつき、終しまいには女の手まで巻き込もうとしていた。


　自然のものではない。人じん為いだ。


　誰かがこの木に、あるいはこの森に、女を逃にがすなと命めいじている──


　草を踏ふんで背後に近づく足音に、女はおののきつつ振り返る。


「よう」


　草を踏み、幹みきと幹の間から現れたのは、〝ワタリガラス〟の男だ。いや、〝オオガラス〟だったか？　彼の昔むかしの名を思い出そうとして、できなくて彼女は諦あきらめた。どちらでもいい。とにかく烏からすだ。


「あの弓矢はなんだ？　誰からもらった」


　彼はそう問いながら近づいてくる。


「誰……だって？　そんなの決まりきっているじゃないか。神を殺せる弓矢だよ？　神からもらったに決まってる！」


「契約か？」


　彼は渋色のフードの中に手を突つっ込んで、女の白い顔を摑つかむ。


「そうさ！　あたしに力と尽つきない命をくれるってあの方は言ったんだ！　だからあの天てん空くう神しんをぶち殺せってね！」


「どこの神だ？　そいつはなぜ霧きりの神を──」


「それは見ていればわかるさ。楽しいことが起こるよ。とてもとても楽しいことがね！」


　女は唾つばを飛ばし叫さけぶ。彼はそれ以上の情報を聞き出すことを諦め、女の頭を摑み、その額ひたいに自分の掌てのひらが当たるようにし、低い声で呟つぶやき始めた。


「……星の奥に潜ひそむ者。腹の内に巣すくう者。沼ぬまに笑う者……」


「おやあ久しぶりに使うのかい？　でもねえ、いつまでも」


「収しゆう穫かくの掟おきてに従したがい、来たれ狩しゆ猟りよう者しやたちよ」


「いつまでもあんたの力が通じると思うんじゃないよ！　アタシには見えるんだ！」


「疾とく来たれ」


　風が出てきた。木々の枝を揺ゆすり、風とともに何かが近づいてくる。風には冷たい死の臭においがたっぷりとまとわりついている。


「疾く」


　風は見えない矢を運んでくる。命の狩猟者たちは弓を携たずさえ、剣けんを腰こしに差し、風を切ってやってくる。魔ま女じよは叫ぶ──


「アタシには見えるよ、死だ！　誰だれかが死ぬってアタシはあの子に言ったのさ──でも誰が死ぬか今わかったよ！　あんただ！　よく覚えておきな、アタシの占うらないはよくあた──」


　風の音に紛まぎれて、女の断だん末まつ魔まの悲鳴は森の中だけに僅わずかに響いた。


　すべてが終わって、屍しかばねすら消え去ったあと、ダークロアは女の所しよ持じ品ひんを漁あさった。だが、あの弓は出てこなかった。


「…………黒くろ幕まくが回収したのか？」


　呟き、顔を上げる。


　森がざわめいている。魔法を使ったせいだけではない。大地が震ふるえ、木々が鳴り……


（何かが……目覚めようとして……？）


　とにかく守るべき者たちのいるところへ、彼は急いだ。


　その魔法使いの後ろ姿を、カワセミが見つめ、綺き麗れいな声で一声鳴いた。


　まるで、嗤わらうように。


　時は深夜。鳥が鳴くには早すぎる。







◇◆◇







　夜明けは、唐とう突とつにやってきた。


　夜や半はんを過ぎたころから分ぶ厚あつい雲が出てきて、夜明け前には青と黒の混じった色の雲が、空に重くのしかかっていた。


　夜明けは、その分厚い雲が突然真っ赤に燃え上がって始まった。風が吹いて雲の切れ間から空が覗のぞく。垣かい間ま見みえる空は鮮あざやかな橙だいだい色いろに染め抜ぬかれ、雲はその色を浴びて赤く、血のように赤く燃え立つ。海原に陽ひの影かげが落ち、海を赤みがかった銀色に輝かせる。


　太陽の昇のぼる一点の真しん紅くが、星の白い煌きらめきを西の空に追いやっていく。


　その空の下、船は帆ほに風を受けて、順調に波の上を滑すべっていた。


　ディディウスらは夜明け前に船を出し、ミドラの島から離れた。アルバ＝ロンガからミドラの島へ近づく船せん団だんが、遠い波の間にちらりと見えた。ディディウスが解放した兵士や船乗りは、あの船団に助けられるだろう。ディディウスの乗った船は、それらの船団と鉢はち合あわせないように、一度南へ下って、大回りして東海に出て、アルバ＝ロンガに戻る予定だ。


　ミドラの島は本来あまり肥ひ沃よくではなく、豊かな実みのりは、今は名も忘れられた神の加か護ごに依い存ぞんしたものだった。その神の力はあまりに大きく、だからミュドラネ人は魔法や魔法使いを必要としなかった。そして人々は神が力を失ったのち島の恵めぐみを食いつぶしてしまい、島を捨てたのだ。だが島は人の消えたのち、長い時間をかけてゆっくりと森を育はぐくみ、海に魚を呼び戻した──その大地の白が、森の緑が、青い水に埋まい没ぼつして見えなくなってしまうまで、メイヴェーラは船せん尾びの船ふな縁べりに肘ひじをつき、眺ながめていた。


　船は最初にミドラの島に来たときと同じ。乗組員もだ。


　隣となりにはミューシカがいて、一緒に遠くなっていく島を見ている。ミューシカは元通り元気になっていた。ディディウスに奪うばわれていた肉が戻ってきたために回復できたようだ。意識が戻ったあとは、できるだけ急いでこちらに駆かけつけてきたのだそうだ。


　そのミューシカが、ため息混じりに言った。


「……結局、勝ち逃げされてしまいましたわ」


　ミューシカはかつてエイルセイルに負け、その軍ぐん門もんに降くだったのだ。いつか彼に勝つことを目的に、彼に仕つかえていた。だが、エイルセイルが死んだ今となっては、それももう──


　そのことに気づいて、メイヴェーラはそっとミューシカを見上げた。


「……死んじゃった人に勝つのは、大変ですわ」


　その言葉に、メイヴェーラはちょっと驚おどろく。


「？　どういうこと？　死んだ人に勝つって、どうやって？」


「さあ？　それがわかったら大変なんて言いませんけど」


「方法もわかんないのに、戦おうとするの？」


「ま、それが男というものですわ」


「ミューシカって男だったの？」


　ミューシカは黙だまってしまった。メイヴェーラは別の質問を考え、言ってみた。


「ミューシカこれからどうするの？」


「どうしましょーねえ……」


「天空に戻るの？　天空からの命令はエイルセイル討とう伐ばつだったんでしょ？」


「そうなんですけど、幾いくつか解げせないことがあるんですの」


「どんな？」


「まあ、色々ですわ。天空が……」


「ん？」


「天空が、エイルセイルと裏で取とり引ひきをしていた可能性があります」


「……どういうこと？」


「…………」


　そのとき突然、メイヴェーラの後ろから誰かの腕うでが一本伸のびて、細い腰を抱だいた。


「わ」


　思わず声を上げたが、感かん触しよくで誰かはわかっている。


「……ディディウスはどうした？」


　ダークロアの問いに、メイヴェーラは首を横に振ふる。


「奥の方に閉じこもって寝ねたふりしてる」


「そっかー」


　ダークロアはちょっと考えていたかと思うと、突とつ然ぜん両腕でメイヴェーラの身体からだを背中から抱きしめた。今までより力強くて、有う無むを言わせぬ感じだった。


「わ。どしたの、ダークロア」


「んー。ちょっとこのまま」


　メイヴェーラが嬉うれしいながらも戸と惑まどっていると、頭の中にディディウスの声が聞こえてきた。


　──おい、メイ。


「あれ？　どしたのディディ」


　──ちょっと、替かわれ、おまえ。


　言われた通り意識を眠るように「表」から遠ざけると、入れ替わりでディディウスの意識が「表」に出る。


　肉体の支配を替わったディディウスは、いきなり後ろのダークロアのわき腹に肘ひじを入れた。


　ディディウスはよろめきながら離れるダークロアをキッと振り返って睨にらむ。


「人の身体べたべた触さわるなーっ!!」


　いつもの通りの反応に、ダークロアはへらっと笑う。


「あー、はいはい。元気で良いことだね。じゃ、俺様ミューシカと大人なお話合いがあるので」


「…………へ？」


「おまえはメイヴェーラと積つもる話があるだろー」


　ミューシカの首根っこをひっ摑つかみ、片手を挙あげて船せん首しゆへと去っていくダークロアに、ディディウスは返事のしようもない。


　船尾に一人（メイヴェーラも一いつ緒しよ）残されて、とりあえず膝ひざを抱いて座り、咳せき払ばらいなどしてみる。


　──あ、ねえ、ディディ。記き憶おくの方ってどう？


「え？　どうって──」


　ディディウスはそこでやっと、記憶にかかっていたすべての霧きりが晴れていることに気づいた。メイヴェーラのこともわかる。


「あ、大だい丈じよう夫ぶだ。全部思い出した。そうか、エイルセイルがいなくなったから──」


　言いかけて、ディディウスはあることに気づいた。


　…………記憶のない間、自分はいったい何をメイヴェーラに言ったのか。





『きっと俺は君のこと好きだったんだと思う』





（あ）


「あああああああああああああ!!」


　──ど、どしたの、ディディ!?


「い、いや、なんでもないっ！　いいから忘れろっ、なかったことにしてくれえ！」


　しかも生なま々なましく思い出されるのは唇くちびるの感触だ。重なり合ったとはいえ、一応それは自分の唇のはずで、だから気持ちいいとか悪いとかで言うとたぶん絶対気持ち悪い方なのだが、混乱しきった頭はさらに混乱の度ど合あいを深めるだけだった。


　だがメイヴェーラの方は気にしたふうもない。


　──ああ、あの魂たましいを出し入れしたときのこと思い出してるの？　それがどうかしたの？


　そう、メイヴェーラはまったく気にしていないのだ。そう言えば、とディディウスは自分が愛の告こく白はくまがいのことをしたあとの彼女の反応を思い出した。


　あのときメイヴェーラはこう言ったのだ。『メイもディディのこと大好きよ』と。


「………………メイ。おまえさ、ミューシカとかダークロアとか大好きだろ？」


　──うん、もちろん！　ミューシカもダークロアもディディも大好きよ！


「…………………………へー」


　自分の好きとメイヴェーラの好きとの間の距きよ離りを思い、ディディウスは目め眩まいすら覚えた。


　──それで、メイに何か話あるの？


「あ……うん」


　一人でぶつぶつ言っていると、索さく具ぐの点てん検けんをしていた中年の船乗りと視線が合い、気まずい思いをしたので、口には出さずに胸の中でだけ言うことにする。それでもメイヴェーラには聞こえる。


（俺な）


　──うん。


（父上みたいに……いや、父上よりかっこいい男になる。だから、ちゃんと見ててくれ）


　メイヴェーラはしばらく黙っていた。黙って、黙って、よくよく考えてから、こう言った。


　──むりじゃない？


　ディディウスは、ぐ、と言葉に詰つまりながらも否定した。


（……む、むりじゃない。絶対むりじゃないっ！）


　──そう？


（そうなのっ！　そんでな）


　──うん？


（おまえは、俺のそばにいろ）


　言ってしまってから、顔が熱いような気がして、ディディウスは頰ほおを擦こすった。


（あのな。おまえは、俺のそばにいろ。誰がなんて言ってもだ。本当はおまえは死んでなくちゃいけないんだって言ってもだ。いいなっ!?）


　メイヴェーラはしばらく黙っていた。その沈ちん黙もくの意味が読みとれず、ディディウスはなんだか刑けいの執しつ行こうを待っている罪ざい人にんのような気分になってきた。いい加か減げんじれてきたころ、メイヴェーラは元気に言った。


　──うん！


　ほっとして、ディディウスの頰ほおが緩ゆるんだ。首を曲げて空を見上げた。頭がこつんと船ふな縁べりにぶつかった。


　それまで空を支配していた重い雲は、すでに風に押し流されていた。空はもう夜明けの恐おそろしいまでの赤みからは解放され、ただ青かった。夜は明けたのだ。


　もっと小さいころ、ディディウスは夜明けが怖こわかった。薄うす青あお、藤ふじ、紫むらさき、赤紫、赤、そして溢あふれ出す動どう脈みやく血けつのような真しん紅くへと色を変えていく空が、昼と夜が殺し合う戦場のようで怖かった。今は怖くはないが、力強い赤や紫の光に、白い星の光が追いやられてしまうのを勿もつ体たいないように思うことがある。だから、夜が明けきってしまうとなんだかほっとする。


　耳に聞こえてくるのは、船体に当たって砕くだける波の音と、風が帆ほを叩たたく音、それに船乗りの口ずさむだみ声の歌だ。それはエトクスの歌だった。エイルセイルはエトクスであり、ディディウスはエイルセイルの物語に関かかわった──それはエトクスの物語に関わったということだ。


「俺は、物語の生まれた瞬間に立ち会ったのかなあ」


　呟つぶやく独ひとり言ごとに、答える声があった。


『であろうな』


　ディディウスは慌あわてて手首の痣あざを見る。真っ白い蔦つた模も様ようの痣から、白い煙けむりが噴ふき出したかと思うと、それは瞬またたく間まに一匹の白はく蛇じやへと姿を変えた。ディディウスは船乗りを驚かさないよう、その蛇へびを物もの陰かげに追いやって、小声で怒ど鳴なった。


「おいっ、いきなり……！」


『エイルセイルはエトクス、エトクスはエイルセイルだ。……案あんずるな。今戦う気はない』


　──何が戦う気は、よっ！　ディディ、あのね、こいつね、ディディのこと本気で滅ほろぼそうとしたのよっ！　それをメイが頑がん張ばって止めてあげたのーっ！　あ、ねえ誉ほめて誉めてっ。


「あー、偉えらい偉い。だからおまえはちょっと黙だまってろ。で、〈滅びの女神〉、エイルセイルがエトクスだったってことは、エイルセイルが死んだらエトクスも消えるのか？」


『いいや。そもそも人間どもの間に広まっている信しん仰こうというものは一ひと柱はしらの神だけが元になっていることは少ない。多くの妖よう精せいや名もなき小神どもが合わさり、人間どもの信じる一つの神を形作る。元もと々もとあやふやなものなのだ、多くの要よう素その中の一神がいなくなったとて、何も変わらぬよ。あやつの〈霧〉を司つかさどる天空神としての役やく割わりも部下どもが手分けして引き継つぐであろうしな。それに……』


「それに？」


『エイルセイルは、これからエトクスになる、とも言える。前の生で神であった魂は普ふ通つうそれ以上転てん生せいすることはなく海界で消しよう滅めつするし、エイルセイルもそうなろう。しかしあやつの生きた証あかしはしっかとエトクスの中に残っておるのだから、あやつは人間どもの生活の中に生き続けるということになる。


　まあ、それはどうでもいい。私とおまえにとってはこれから始まることの方が大切だ』


「始まる？　何が？」


〈滅びの女神〉は、再び乳白色の靄もやに変わりつつあった。最後まで靄にならず残された蛇の頭部が口を開け、真っ黒い虚こ空くうをちろちろと見せて囁ささやく。


『万ばん能のうならざる神どもの神話だ』


　そして、女神は靄となり、ディディウスの手首に潜もぐり込んで消えた。


　──ふーん！　なんなの、あいつ何の用だったのよーっ！


　メイヴェーラの文もん句くを聞きながら、ディディウスはぼんやりと、もう一度空を見上げた。


「神話が……始まる？」


　その視し界かいをひょんと何かが横切った。











「死んじまったやつには敵かなわねえよ」


　船せん尾びのディディウスを帆ほ柱ばしらの陰から眺ながめながら、ダークロアはそう言った。


「盗ぬすみ聞きはいけませんわよ？」


「いや、あんたに言われたくは……」


「それで、死者には敵わないってどういうことですの？」


　いつものことながら、ミューシカはダークロアの言葉などお構かまいなしだ。


「あんたら神様はどうだか知らないけどね、人間は美び化かしちまうから」


「美化……ですか」


「そ。死んだあと、そいつのいいところとかすごいところとかだけ残っちゃって、どんどん綺き麗れいにされちゃうの。反対もあるしね。実物以上に悪く言われたり」


　ダークロアは座りこみ、船縁に背中をつける。


「ま、死人に口なしで、文句言わないからみんな好き勝手に言うわけよ。人間、生きてても自分の中で勝手に他人のイメージ造り上げちゃうからね。死んだらなおさらだよ。そんで美化」


「……わたくしの場合、エイルセイルを越こえようと思っても、わたくしの中のイメージのエイルセイルがあまりに強くて、いつまで経たっても越えられないってことですの？」


　ミューシカは彼の前に立ち、小首を傾かしげる。


「だから神様のことは知らないって」


「そうですか……ああ、そういえば、メイヴェーラさんからこれまでのことは聞いたんですけど、ダークロアさんってひょっとして一度死者復活しちゃったことおありですの？」


　軽い口調でミューシカは尋たずねる。答えるダークロアはばつが悪げだ。


「……一度だけね。まあご推すい察さつ通り魂なかったから七日で滅びたけど」


「あー。やっぱり。どうりでお詳くわしいと思いましたわ……」


　そのとき、突然ミューシカは顔を上げた。遅れてダークロアも同じ異い変へんに気づいて空を見上げる。


　強きよう烈れつな、東からの風が吹ふく。


　あまりに強い風に、帆が引きちぎれそうなほどぴんと張り、船体が揺ゆれる。


　青い上空を過ぎるのは、透すかし編みの青い衣ころもと、半はん透とう明めいの青い手足だ。


　空を、風と一いつ緒しよに東から西へ、何かが飛んでいった。


「──？　妖精？　いや──」


　ダークロアは戸と惑まどい、呟き、ミューシカを見る。ミューシカは上空を通り過ぎていく青い衣の者を、息を潜ひそめて見つめていた。


　すっかり風がやみ、その青い衣の人物が見えなくなってしまってから、ミューシカはやっと溜ためていた息を吐はき出した。


「…………どうした？　今のは？　天空神か？」


「違います」


「じゃあ海界の神か？　妖精にしては力が違うぞ……」


「どれでもありません。地上神です」


　ミューシカは言い、ダークロアは耳を疑うたがった。


「眠りについていた地上の神々が、目覚めつつあります……」


　ダークロアは、地上の神々が何故なぜ眠りについていて、何故今まで目覚めなかったのかということについて考え、それから船尾の方でぽかんと空を見上げているディディウスを見た。


「それって……どうなるんだ？」


　ミューシカの方も、しばらく考えて答えた。


「…………賑にぎやかになりますわね」


　ミューシカはそう言ったが、もちろんそれだけではなかった。











　霧の神の死の瞬間から、世界は静かに変わり始めた。











闇やみ色いろの少しよう年ねん王おう


西にし風かぜの皇子デイデイウス





喜き多たみどり
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